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平成 10年 3月 30日

各 位

(財 )長野県埋蔵文化財センター

理事長  戸 田 正 明

刊行物の送付について

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 日頃より、当センターの事業に

つきまして格別のご理解と、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

このたび、下記の発掘調査報告書を刊行いたしましたのでお送 りいたします。資料と

してご活用いただければ幸いです。

記

『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 14』 一中野市内その30豊 田村内一

『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 2』 一上田市内 0坂城町内一

『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 3』 一更埴市内一

連絡先

(財)長野県埋蔵文化財センター

〒387‐ 0007長野県更埴市屋代字清水 260‐ 6

TEL 026‐ 274‐ 3891
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(Ⅲ群 2類土器 )

(Ⅲ群 4類土器 )

風呂屋遺跡出土土器

(Ⅲ群 1類土器 )



東北信を貫いて北上する上信越自動車道も、その長期にわたる工事の完成の時期を迎え、信州の大地に

その全貌をあらわし、新 しい時代の着実な到来を告げているかのようです。

その上信越自動車道は、善光寺平を走 り抜け、信州中野インターチェンジの北で高丘丘陵を通 り千曲川

を渡 り豊田村に入 ります。しばらくはさらに北上 し豊田飯山インターで大きく進路を西に変えます。ここ

で、佐久以来 ともに北上を続けた千曲川に別れを告げ、信濃町の野尻湖のほとりを抜けて黒姫山の麓を新

潟県へ と向かいます。この自動車道の建設工事に先立って中野市内、豊田村では平成 3年度から平成 7年

度まで遺跡の発掘調査が実施されました。本書はこのうちの中野市内 1遺跡、豊田村 6遺跡の発掘調査報

告書 となります。

これらの調査の中では、中野市牛出遺跡において古墳時代前期 と平安時代の集落址を調査 しました。豊

田村では風呂屋遺跡において、縄文時代中期の土器や石器を発見することができました。これまで北信に

おいては、縄文時代中期の資料は少なく、今回の調査によって得 られた資料は、この時期の北信の縄文時

代解明にとって貴重なものと言えます。またこの調査中に終末期の古墳一基を新たに発見 し「風呂屋古

墳」 と命名いたしました。この古墳は豊田村教育委員会のご熱意によって付近の公園に移築保存がなさ

れ、貴重な資料が残されることになりました。さらに対面所遺跡において、中世の墓地を調査 しました。

これは上今井地区の居館址や城跡など中世の歴史をとどめるこの地域の歴史の解明にとって貴重な資料 と

なると思われます。

これらのほかに、韮山遺跡、飛山遺跡、大谷地遺跡、八号堤遺跡を調査 し、縄文時代から中世・近世に

至る貴重な資料を得ることができました。これらの資料は、北信濃の歴史の研究にとって重要な手推卜か り

を与えてくれるも、のと確信いたします。

最後になりましたが、発掘作業から本書刊行に至るまで深いご理解 とご協力を戴いた、日本道路公団名

古屋建設局・同中野工事事務所・長野県高速道局・中野高速道事務所・中野市・同教育委員会・豊田村・

同教育委員会、対策委員会をはじめとする地元の地権者・関係者の方々、発掘・整理作業にご協力いただ

いた多くの方々、直接ご指導を賜った長野県教育委員会の皆様にたいし、心から敬意と感謝を申し上げる

次第であります。

平成10年 3月 31日

財団法人 長野県埋蔵文化財センター

理事長  戸 田 正 明



例   言

1 本書は上信越自動車道建設工事にかかわる、中野市牛出遺跡、下水内郡豊田村韮山遺跡・風呂屋遺跡

・対面所遺跡・飛山遺跡・大谷地遺跡・八号堤遺跡の発掘調査報告書である。

2 上記遺跡の概要は、働長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』11012他

で紹介 しているが、内容において本書と相違がある場合は本報告を持って訂正する。

3 本書に使用した地図は、 日本道路公団作成の上信越自動車道平面図 (1:1,000)、 下水内郡豊田村・

中野市基本図 (1:2,500、 1:10;000)を もとに作成 したほか、建設省国土地理院発行の地形図

(1:50,000)を 使用した。

4 巻首図版及び写真図版の航空写真は株式会社こうそく・国際航業株式会社・帥ジャスティク・株式会

社パスコに撮影を委託 したものである。

5 執筆分担は次のとお りである。

土屋 積 第 1章 1節 1項、第 3章 6節

中島英子 第 2章、第 3章 1020405節 、第 6章

石原州一 第 5章 10205節

鶴田典昭 第 1章 (1節 1項以外)、 第 3章 3、 第 4章、第 5章 2節 3項、第 5章 304節、第 7

章、第 8章、第10章

6 本書の編集は鶴田典昭が行い、土屋積が全体 を校閲した。

7 遺物番号は本文・挿図・表・実測図・写真のすべてに共通する。

8 註および参考文献は各章あるいは節の末にまとめたが、執筆者ごとに適宜挿入した部分がある。

9 発掘調査から本書の刊行に至るまで多くのかたがたのご指導・ご協力を得た。本文中にお名前を揚げ

させていただいたが、厚 く感謝申し上げたい。

10 本書で報告 した各遺跡の記録および出土遺物は、報告書干J行後長野県立歴史館に移管し保管する。



几   例

1 本書に掲載した実測図の縮尺は原則 として下記の通 りで、該当箇所のスケールの上に記してある。

ただし地形図・調査区全体図・遺構配置図などは任意である。

1)主な遺構実測図

竪穴住居址・掘立柱建物址  1三 60   住居内施設  1:30

2)主な遺物実測図

土器拓本 1:3  土器・土師器・須恵器実測図 1:4  陶磁器 1:3

五輪塔・石臼 1三 8  縄文 0弥生時代石器 2:3と 1:3と 1:6

2 本書に掲載した遺物写真の縮尺は、原則として実測図と同一 としたが、必ずしもそうでないものもあ

る。

3 遺物の出土地点の表記は、図版の表題に示すか、図版中の遺物番号の下に出土遺構名 またはグリッ ド

名 を表記 した。図中に表記のないものは観察表に出土地点を示 している。

4 実測図中のスクリーントーン等は下記のように用いた。これら以外の場合は、当該項目の中で説明す

るか、図中に几例を示した。

1)遺構実測図        ″

蠅燈秋床輔勒

2)遺物実測図

―    ■   ‐ 赤色塗彩     盤曇:妻彗華 黒色処理

古代の土器は、土師器 を断面 白抜 き、須恵器 を断面黒塗 り、灰釉陶器 を断面網点 とし区別 した。
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第 1節 調査の経過

第 1章 調査の概要

第 1節 調査の経過

1 調査 に至 る経緯

本書所収遺跡の発掘調査は、 日本道路公団 (以下、公団)に よる中野市内の一部および豊田村における

上信越自動車道建設に関連して行われたものである。須坂長野東インター以北では、小布施町・中野市内

7遺跡の報告書を『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書一小布施町内・中野市内その 10その 2

-』 として平成 8年度に刊行済みである。また、中野市内のいわゆるオリンピック道路関連の栗林・七瀬

遺跡の報告書は平成 5年度末に刊行済である。本書の刊行によって、平成 3年以来、当センターが実施 し

てきた小布施町・中野市・豊田村における上信越道関連の事業は終了する。なお、須坂市内では上信越道

関連の発掘調査は行われなかった。

従来より、長野県においては、高速道にかかわる埋蔵文化財保護は広域にわたる統一的措置が求められ

ることから、長野県教育委員会 (以下、県教委)が対応してきた。また、その発掘調査は (財)長野県埋

蔵文化財センター (以下、センター)が実施 してきた。また、側道拡幅などこれらと一体的に行われる開

発についても市町村と協議の上、センターが調査を行 うことが多い。

信州中野インターチェンジ以北の中野市・豊田村の路線内では、周知の遺跡として、牛出窯跡 (報告書

既刊)・ 牛出遺跡・鬼坂 (後 に、「韮山」に名称変更)遺跡 0風呂屋遺跡・飛山古墳 (調査後、「飛山遺

跡」に名称変更)・ 大谷地遺跡・八号堤遺跡が知 られていた。これらは、高速道の基本計画策定以来、県

教委の踏査等によって把握されたものであるが、試掘をともなう確認が行われたわけではないので、その

範囲は未確定であり、また、未周知遺跡の存在も予想されるところであった。これら周知の遺跡の内容お

よび範囲を把握するための試掘調査は、センターにより前年度および本調査 と並行 して実施され、未周知

遺跡の存否を確認するための試掘調査は県教委を主体にセンターも参加 して行われた。しかし、用地買収

から着工までの期間が短 く、試掘対象地の選定も制限されざるを得なかった。

試掘などによって、発掘調査の前年および実施段階に、牛出遺跡においては当初の周知範囲を縮小する

一方、新たに第 2地′点を調査対象としたが、工事工程が迫っており、やや変則的調査 を行わざるを得なか

った。韮山遺跡は、内容不明なまま調査に入ったが、非常に密度の薄い遺跡であった。風呂屋遺跡は周知

範囲とやや異なる地点が主な調査対象地となった。飛山古墳は古墳ではなく塚であったため名称を変更す

ることとなった。大谷地遺跡・八号堤遺跡は 2年次にわたる調査が予定されていたが、密度が薄 く単年度

で終了した。大谷地遺跡・八号堤遺跡周辺では範囲外に遺物の散布を見た地点があり、入念な試掘を行っ

たが遺構・遺物は確認されず、当初範囲にとどまった。一方、工事中の遺物の発見により対面所遺跡が新

たに加わった。

発掘調査は平成 6年度を中心 としたが、牛出遺跡第 2地点・対面所遺跡は平成 7年度に実施 した。ま

た、それぞれの冬期間および平成 809年度に整理作業を実施 した。

センターでは、長野自動車道 0上信越自動車道などの調査に対応するために、昭和62年度より長野調査

-1-
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事務所をおいて、須坂長野東インターチェンジ以南の調査に対応してきた。平成 3年、中野市内のいわゆ

るオリンピック道路に関してもセンターが調査を行うことになり、須坂以南より遅れて着工した上信越道

の調査も本格化するため、中野市立ケ花に中野支所を設置した。中野支所は翌 4年から中野調査事務所と

なったが、平成 7年度、新潟県境までの上信越自動車道の発掘調査を終えて、 8年 3月 、閉所された。以

後の整理作業は長野調査事務所に引き継がれている。

各遺跡の調査年次は次項に記したが、発掘および整理は年度ごとに公団が県教委に委託し、県教委がセ

ンターに再委託して実施された。発掘調査の契約面積は下記のとおりである。

(年 度)     (遺  跡)

平成 6年度  中野市  牛出遺跡

豊田村  韮山遺跡

同   風呂屋遺跡

同   飛山遺跡

同   大谷地遺跡

同   八号堤遺跡

平成 7年度  中野市  牛出遺跡

同   対面所遺跡

2 調査体制 と調査期 間

(調査契約面積 )

3,500m2

2,000m2

4,000m2

1,ooom2

4,800m2

3,000m2

2,000m2

1,500m2

調査体制l及び調査期間は以下のとおりである。

(1)平成 6年度

調査体制  事務局長      峯村忠司

事務局総務部長   神林幹生

同 調査部長   小林秀夫

中野調査事務所長  関 孝

同 庶務課長   高野幹郎 6月 より村山茂美

同 調査課長   土屋 積

同 調査研究員・調査員 酒井健次 石原州一 前田利彦 中島英子

調査期間  牛出遺跡  平成 6年 9月 12日 ～同年10月 24日

韮山遺跡  平成 6年 4月 11日 ～同年 4月 15日

風呂屋遺跡 平成 6年 6月 22日 ～同年 9月 30日

飛山遺跡  平成 6年 10月 31日 ～同年12月 15日

大谷地遺跡 平成 6年 4月 18日 ～同年 6月 21日

八号堤遺跡 平成 6年 4月 18日 ～同年 6月 21日

(2)平成 7年度

調査体制  事務局長      峯村忠司

事務局総務部長   西尾紀雄

同 調査部長   小林秀夫

中野調査事務所長  関 孝

同 庶務課長   村山茂美
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同 調査課長   土屋 積

同 調査研究員・調査員 臼田広之 中島英子

調査期間  牛出遺跡  平成 7年 5月 15日 ～同年 8月 23日

対面所遺跡 平成 7年 4月 5日 ～同年 5月 12日

(3)平成 8年度

整理体制 事務局長      青木 久

事務局総務部長   西尾紀雄

同 調査部長   小林秀夫 (兼長野調査事務所長)

長野調査事務所長  小林秀夫

同 庶務課長   外谷 功

同 調査第 2課長 土屋 積

同 調査研究員・調査員 鶴田典昭 中島英子 石原州一

整理作業内容 遺物の接合 と実測・ トレース、遺構図の トレースを行 う。

(4)平成 9年度

整理体制 事務局長      青木 久

事務局総務部長   山崎悦雄

同 調査部長   小林秀夫 (兼長野調査事務所長)

長野調査事務所長  小林秀夫

同 庶務課長   外谷 功

同 調査第 2課長 土屋 積

同 調査研究員・調査員 鶴田典昭 中島英子 石原州一

整理作業内容 遺物実測図・遺構図の図版組、原稿執筆、編集、校正を行 う。

3 指導者・協 力者

発掘調査 と整理作業にあたり、下記の方々や機関にご指導ご協力を得た。お名前を記して感謝 したい。

(敬称略・五十音順 )

岸本雅敏 久保浩美 小島俊彰 小山丈夫 酒井重洋 神保孝造 寺崎裕助 偉田伊史 中島庄一

平川南 福島正樹 藤沢高広 望月静雄 綿田弘美

第 2節 調査の方法

1 発掘調査 の方法

(1)遺跡名称と遺跡記号

本書で報告する遺跡名には下記の略号を用いた。遺物、写真他の記録類の注記などはこれによる。

牛出遺跡    AUD

風呂屋遺跡   AFR

飛山遺跡    ATB

八号堤遺跡   AHT

韮山窯跡     ANR

対面所遺跡    ATM

大谷地遺跡    AOY
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第 1章 調査の概要

(2)グ リ ッ ドの 設 定 と 呼 称 法 (第 1図 )   ABcPEFGHI」 KLMNOPQRS丁

グリッドの設定は、国土座標を利用し大  々02

地区・大地区・中地区・小地区の 4段階に区 03

04

分した。まず調査区全体にかかる200m× 20005

mの区画を設定し、これを大々地区とし1006
07

Ⅱ・Ⅲ・・・とローマ数字で表記した。この 08

大々地区を40m× 40mの 25区画に分割し大地
|:

区とした。大地区の呼称は北西から南東へA ‖

か らYま での大文字アルファベ ッ トを用い
 |:

た。その大地区を8m× 8mの 25区画に分害J 14

し中地区とした。中地区の呼称は、北西から 16

南東へ 1か ら25の算用数字を用いた。同じく 17

大地区を 2m× 2mの 400区画に分割 して小 19

地区とした。小地区は、大地区の北西角を起 20

点 と し、 X軸 上 に西 か ら東 へ Aか ら Tま で の  卜
~~~~―

一 ― ― ― -40m― ― 一 ― ― ― ― ― ― 刊

ア ル フ ァベ ッ ト、 Y軸 上 に北 か ら南 へ 01か ら (例 )こ の大地区がG区の場合 :=華 :は 中ナ也区G17雛 降 小l也 区G M05

20の数字を付して、両者の組み合わせで「A 第 1図  グリット呼称法

01」 のように小地区名 とした。これらの呼称

を組み合わせ、例えば、大々地区「Ⅱ区」のうち、大地区「L区」の中の中地区「17区」 (8m× 8m)

は「Ⅱ L17」 と表記される。また、大地区「L区」を小地区に分害Jし た「M05」 (2m× 2m)の場合は、

「Ⅱ L M05」 と表記される。

グリッドの設定に際し、大谷地遺跡と八号堤遺跡は一括して大々地区の設定を行い、他の遺跡は単独で

大々地区の設定を行った。また、飛山遺跡では塚の形状に沿ってグリッドを設定したため国家座標 とは一

致しない。

(3)遺構記号と遺構番号

記録・注記等の便宜を図るために遺構名称は記号を用い、遺構番号は時代等にかかわらず種類ごと、検

出順に付 した。遺構記号は基本的に検出時に決定するため、主として平面的な形態や遺物の分布状況等を

指標 としたもので、必ずしも個々の遺構の性格を示すものではない。混乱を避けるため原則として遺構記

号・遺構番号の変更は行わず、本報告書は発掘時に付 した遺構記号・遺構番号を使用 している。このため

整理段階で遺構 とは認められないものがあった場合、遺構番号に欠番が生 じている。また、遺構番号が重

複 してヒ/ま ったものについてのみ整理作業段階で遺構番号の変更を行っている。

なお、本書で用いた遺構記号は当埋文センターで共通に用いているもので、以下のとおりである。

[SB]2m以 上の大きさの方形、円形、楕円形の掘 り込み。 (竪穴住居址、竪穴状遺構 )

[SK]単独 もしくは他の掘 り込みと関係が認められないSBよ り小さな掘 り込み。 (土坑、落とし穴貯

蔵穴、井戸、粘土採掘址等。)

[SA]SBよ り小さな落ち込みや石が、列 として配置されるもの。棚、築地。

[ST]SBよ り小さな落ち込みや石が一定間隔で方形、円形に配置されるもの。 (掘建柱建物址、礎石

を利用した建物址)

[SD]帯状の掘 り込み。 (溝、河道他 )

[SF]単独で存在し、火を焚いたあとが面的に広がるもの。 (火床、炉址)

丁

１
上

」
|

3-
|

匡

|

|

|

24
|

|

25
|
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第 3節 遺跡周辺の環境

[SH]石が面的に集中するもの。 (集石 )

[SQ]遺物が面的に集中するもの。 (ごみ捨て場、祭祀址、旧石器時代石器製作址他 )

[SX]以上の遺構記号及びSL(水 田・畑跡)、 SC(道 路)、 SM(古 墳・墳墓)の諸記号に該当し

ない不明遺構。

さらに、SBOST内 の掘 り込み (柱穴等)、 五輪塔に関わる小土杭にはPを付 した。

2 整理作業 の方法

(1)遺物整理の方法と収納

遺物への注記は、白色で書いたものと黄色で書いたものがある。白色の注記は発掘時の出土地点 (遺構

名、グリッド名など)と 遺物取 り上げ番号を示す。黄色の注記は整理時の整理番号を示す。整理番号は実

測図、拓本などの資料化 したすべてに付 し、遺跡ごとの通 し番号 とした。この整理番号は実測図番号 とも

一致している。また整理番号は、遺物の種類または時期によって原則 として以下の番号を用いた。また、

整理番号を付 した後に、異なる番号のものが接合するなど、整理番号に欠番が生 じている。

古代土師器・須恵器      No.0001 ～ No。 1000

弥生時代・古墳時代の土師器  No。 1001 ～ No.2000

縄文土器           No.2001 ～ No.3000

石器・石製品        No.3001 ～ No.4000

金属製品          No.5001 ～ No.6000

中・近世陶磁器        遺跡により異なり、不統一

金属製品は、保存処理 を施 し収納 した。遺物・記録類は当埋蔵文化財センター「整理収納 システム要

項」に従い整理収納した。なお、遺物類は整理番号を付 し図化を行ったものとそれ以外のものを分け、そ

れぞれを遺構単位に収納 した。遺物記録類のすべては整理終了後、長野県立歴史館に移管する。

(2)遺物の分類について

古墳時代前期の土師器、奈良平安時代の土師器・須恵器の分類については『上信越自動車道埋蔵文化財

発掘調査報告書13』 によった。その他の遺物については当該遺跡で分類の基準を示した。

第 3節 遺跡周辺の環境

1 遺跡の位 置 と概要

本書で報告する牛出遺跡は中野市に、韮山遺跡・風呂屋遺跡・対面所遺跡・飛山遺跡・八号堤遺跡・大

谷地遺跡は下水内郡豊田村に所在する (詳細は各章を参照)。

善光寺平を北上 した千曲川は鳥居川と篠井川が合流する中野市立ケ花で川幅を狭め、東傾Iは 高丘・長丘

丘陵、西側は奥手山丘陵・米山山塊に挟まれて蛇行 し、さらに北へ と流れる。牛出遺跡は千曲川東岸の高

丘丘陵に、韮山遺跡・風呂屋遺跡・対面所遺跡は対岸の米山山児の千曲川に面した斜面地に、八号堤遺跡

・大谷地遺跡は奥手山丘陵の千曲川とは反対側の斜面地に立地する (第 2図 )。

いずれの遺跡も今回が初めての発掘調査であり、遺跡全体を調査 したものではなく、遺跡全体の評イ面は

できないが、以下に発掘調査で得 られた成果の概要をまとめてみたい。

旧石器時代では韮山遺跡でスクレイパーと疑われる石器が出土したのみである。
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縄文時代では風呂屋遺跡で中期前葉から中葉の所言胃「深沢タイプ」の土器を主体とした遺物が出土し、

牛出遺跡では晩期の土器がわずかに出土したが遺構は確認されていない。特に、風呂屋遺跡では中期中葉

の土器・石器・土製品 0石製品が多量に出土した。竪穴住居址などの遺構は検出されなかったものの、当

該期には集落として機能した遺跡であると思われる。大谷地遺跡でも中期中葉の土器・石器がわずかに出

土した。

弥生時代では牛出遺跡で土器がわずかに出土したのみである。

古墳時代では、牛出遺跡第 2地点で千曲川に面した前期の集落跡が、風呂屋遺跡で後期から奈良時代初

頭の古墳が発見された。

中世では、牛出遺跡第 1地′点で集落跡、対面所遺跡では多量の五輪塔を伴う墓址群、飛山遺跡では積み

石を伴う塚状の遺構を調査した。なお、対面所遺跡と飛山遺跡は隣接し、互いに見通せる遺跡であり、成

立時期も重複することから、飛山遺跡の塚は対面所遺跡の中世墓址群に関連する施設である可能性があ

る。

2 周辺 の遺跡

周辺の遺跡分布を第 2図に示 した。これらの内、発掘調査が行なわた遺跡を中心に本報告書に関る時期

の遺跡を概観 したい。

旧石器時代 今回の発掘調査では豊田村韮山遺跡で当該期 とおもわれる石器が 2点出土 したのみであ

る。周辺の丘陵上には中野市沢田鍋土遺跡・がまん淵遺跡、豊野町南曽峯遺跡など県内最古級の石器群が

発見されている。また、飯山市の丘陵上に立地する遺跡群、信濃町の野尻湖遺跡群など多数の遺跡が調査

されている。これらの遺跡には韮山遺跡で発見された石器 と同質の安山岩の石器が見られる。なお、豊田

村では旧石器時代の発掘調査事例はない。

縄文時代中期 風呂屋遺跡では中期前葉から中葉の土器群が出土した。風呂屋遺跡と同時期 と思われる

中野市姥ケ沢遺跡、飯山市深沢遺跡でも類似する土器が出土している。この他に、豊野町上浅野遺跡・上

赤塩遺跡でも中期前葉から中葉の資料が出土しており、善光寺平北辺の奥信濃では縄文時代中期の前半期

の遺跡が集中して発見されている。しか しながら、 周辺地域の縄文時代中期後葉の遺跡はあまり調査例

がなく、中野市栗林遺跡・沢田鍋土遺跡などがあげられる。

古墳時代前期 弥生時代後期末から古墳時代前期の遺跡が周辺で多数調査され、奥信濃における当該期

の考古学的様相が明らかとなりつつある。中野市がまん淵遺跡・七瀬遺跡・牛出古窯遺跡・安源寺遺跡・

間山遺跡、小布施町中条堀廻遺跡・大道下遺跡などの集落址、安源寺遺跡前方後方形周溝墓、中野市沢田

鍋土遺跡の大規模な粘土採掘址などが発掘調査によって明らかとなってきた。特に、弥生時代末から古墳

時代初頭には中野市周辺への北陸系土器や東海系土器の流入が指摘されており、弥生時代末のがまん淵遺

跡の防御的集落の存在などと合わせて、弥生時代から古墳時代への変換期 を探る上で重要な位置を占める

地域 と見られる。

奈良・平安時代 高丘丘陵古窯址群、醤山古窯tlL群では 7世紀末から9世紀前半にかけて須恵器生産が

行なわれてお り、多数の窯址が調査され、奥信濃における須恵器生産に関する資料は蓄積されつつある。

しかしながら、奥信濃では奈良時代から平安時代にかけての集落跡の資料は極めて断片的である。奈良時

代では、竪穴住居などの集落域の遺構の調査例は少なく、中野市沢田鍋土遺跡・牛出古窯遺跡など須恵器

生産の工房址 と思われるもののみである。平安時代では、中野市栗林遺跡・間山遺跡・安源寺遺跡・宮反

遺跡などにわずかに調査例があるが、集落の全体像を明らかにする資料は現在のところ得られていない。

なお、第 2図の範囲外ではあるが、中野市の北に隣接する飯山市の屋株遺跡・北原遺跡・鍛冶田遺跡・小
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佐原遺跡・岡峯遺跡・上野遺跡などで数棟の竪穴住居址が調査されている。また、周辺の山間地には弥生

時代以降遺跡はあまり見られず、平安時代に再び遺跡が多く見られるようになる。信濃町丸谷地遺跡・貫

ノ木遺跡・針ノ木遺跡、東裏遺跡・七ツ栗遺跡などで竪穴住居址が調査されており、平安時代の山間地で

の資料の蓄積 もされつつある。これらの遺跡では平地の大集落 とは異なり、一から数棟の竪穴住居を単位

としたものであるが、山間地への生活圏の拡大を伺わせる。

中世 中野市周辺には斜面地に立地する五輪塔を伴 う中世墓址群が存在しており、中野市清水山中世墓

址群・西山中世墓址遺跡、本書報告の対面所遺跡が発掘調査されてお り、いずれも重複 した時期に形成さ

れてたものであると推定されている。この他、中野市高梨城跡、同牛出館跡などの発掘調査が報告されて

お り、奥信濃における中世の考古学的資料 も蓄積されつつある。
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豊野町教育委員会  1985『 旗塚遺跡』

飯山市教育委員会  1986『 飯山市の遺跡』飯山市埋蔵文化財調査報告第14集

中野市教育委員会  1989『 中野市遺跡詳細分布図』

飯山市誌編纂委員会 1993『飯山市誌』歴史編上

長野県埋蔵文化財センター 1993『長野県埋蔵文化財センター年報』10

長野県埋蔵文化財センター 1994『長野県埋蔵文化財センター年報』11

信濃町教育委員会  1994『 丸谷地遺跡・大道下遺跡』
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第 1章 調査の概要

第 1表 中野市・豊田村周辺の遺跡地名表(1)

番号 遺跡名 所 在 地
旧

石
器

縄
文

早

縄

文

前

縄

文

中

縄

文

後

縄
文

晩

弥
生

中

弥

生

後

古

墳

奈

・
平

中

世

近

世

牛出遺跡 中野市牛出0北原 ○ ○

韮山遺跡(鬼坂遺跡) 豊田村上今井 0韮山 ○ ○

C 風呂屋遺跡 豊田村上今井 0風呂屋 ○ ○ ○ ○ ●

対面所遺跡 豊田村豊津

飛山遺跡 豊田村豊津 0飛山 ○ ○ ○

大谷地遺跡 豊田村穴田3稲沢 ○ ○ ○

八号堤遺跡 豊田村穴田0稲沢 ○ ○

南大原遺跡 豊田村上今井。南大原 ○ ○

山根遺跡 豊田村上今井・山根 ○ ○

寺窪窯跡 豊田村上今井0寺窪 ○

北城山城跡 豊田村上今井 ○

風呂屋居館址 豊田村上今井 0荒 山 ○

南大洞遺跡 豊田村豊津・南大洞 ○ ○

千田遺跡 豊田村豊津。替佐 0千田 ○ ○ ○

替佐城址 豊田村豊津3替佐 ○

堰添遺跡 豊田村豊津0替佐・堰添

川久保遺跡 豊田村豊津・替佐0川久保

宮沖遺跡 豊田村豊津・替佐0宮沖
飯綱平遺跡 豊田村豊津・替佐0飯綱平 ○ ○

飯綱平北遺跡 豊田村豊津0替佐・飯綱平 ○

笠倉遺跡 豊田村豊津0笠倉
琵琶島遺跡 豊田村豊津0笠倉・宮脇 ○

袖久保遺跡 豊田村豊津。石谷0袖久保

大日影遺跡 豊田村豊津・大日影

稲沢遺跡 豊田村穴田・稲沢 ○ ○

北永江遺跡 豊田村永江0北永江 ○

鴨田遺跡 豊田村上今井永江0北永江0鴨田

水上遺跡 豊田村永江0梨久保 ○ ○ ○ ○

涌井遺跡 豊田村永江0涌井

原遺跡 豊田村永江・親川 ○

長沢遺跡 豊田村永江 0親川

月夜岳遺跡 豊田村永江・郷路 ○ ○

郷露遺跡 豊田村永江・郷路

池の下遺跡 豊田村永江0涌井 ○

池の平遺跡 豊田村永江0涌井

大池遺跡 豊田村永江0涌井 ○

西山根遺跡 豊田村永江0涌井

辻屋遺跡 信濃町穂波・辻屋

宮の腰遺跡 信濃町穂波・宮の腰 ○ ○

御料遺跡 信濃町平岡・上の山 ○

中島遺跡 信濃町穂波 0北中島 ○

北中島遺跡 信濃町穂波。北中島 ○

落影(五里山)遺跡信濃町北の原 0五里山 ○

上の山遺跡 信濃町穂波 0上の山

戸草城跡 信濃町古間・戸草

大道下遺跡 信濃町 ○ ○

丸谷地遺跡 信濃町 ○

向原遺跡 信濃町 ○

繕場遺跡 信濃町大井0稲井

富が原H遺跡 信濃町大井。富が原

富が原V遺跡 信濃町大井 0富が原

瑞穂A遺跡 信濃町

富が原I遺跡 信濃町大井0稲井

仁之倉南遺跡 信濃町柏原0仁之倉

仁之倉A遺跡 信濃町柏原。仁之倉 ○ ○

新田川遺跡 信濃町

熊倉遺跡 信濃町

北ノ原B遺跡 信濃町平岡0上の山

北ノ原A遺跡 信濃町平岡0上の山

陣馬B遺跡 信濃町

陣馬A遺跡 信濃町 ○ ○

柳原遺跡 信濃町 ○ ○

一里塚遺跡 信濃町 ○

五輪堂遺跡 信濃町柏原・五輪堂 ○ ○ ○

小古間遺跡 信濃町

清水東遺跡 信濃町 ○

清水尻遺跡 信濃町 ○

吹野原A遺跡 信濃町古間 0原 ○ ○

吹野原B遺跡 信濃町古間。原 ○ ○

山根遺跡 信濃町古間・山根 ○

下山桑A遺跡 信濃町野尻・下山桑
戸草遺跡 信濃町 ○ ○ ○

向ノ原遺跡 信濃町 ○

塞ノ神遺跡 信濃町古間=富濃:塞 え神=勘蔵 ○

舟岳遺跡 ○

諏訪ノ原遺跡 ○ ○ ○

日向林A遺跡 ○

日向林B遺跡 ○ ○ ○ ○

番号 遺跡名 所 在 地
旧

石
器

縄
文

早

縄
文
前

縄
文
中

縄

文

後

縄
文

晩

弥
生

中

弥
生

後

古

墳

奈

・
平

中

世

近

世

七ツ栗遺跡 信濃町古間=富濃̀塞ノ神=勘蔵 ○

普光田遺跡

南原A遺跡

南原B遺跡
乙原遺跡 信濃町古間 0荒瀬原 ○ ○ ○

西久保遺跡 信濃町 ○

水穴遺跡 信濃町 ○

富濃原遺跡 信濃町古間。富濃0塞ノ神,勘蔵=原 ○

大日向遺跡

西脇遺跡 信濃町

割ヶ岳遺跡 信濃町古間=富濃=塞 ノ神0勘蔵 ○

大平遺跡 信濃町古間 3富濃 ○

針ノ木遺跡 信濃町 ○

柴山遺跡 信濃町柏原 0五輪堂

役屋敷遺跡 信濃町柏原0五輪堂 ○ ○ C
東裏遺跡 信濃町柏原・五輪堂 C
小丸山公園遺跡信濃町野尻・向新田 ○ ○ ○

野尻湖団地遺跡信濃町柏原

緑ヶ丘遺跡 信濃町柏原 ○

上ノ原遺跡 信濃町 ○ ○ ○

伊勢見山遺跡 信濃町柏原 ○

大久保南遺跡 信濃町柏原

大久保B遺跡 信濃町柏原 ○

大久保A遺跡 信濃町柏原 ○ ○

大久保C遺跡 信濃町柏原 ○ ○

神山A遺跡 信濃町野尻・神山

狐久保遺跡 信濃町 ○ ○

貫ノ木遺跡 信濃町野尻 0貫 ノ木 ○ ○

神山B遺跡 信濃町野尻0神山

神山北遺跡 信濃町野尻・神山

仲町遺跡 信濃町野尻 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海端遺跡 信濃町柏原 ○ ○ ○

立ガ鼻遺跡 信濃町柏原 ○

琵琶ヶ崎遺跡 信濃町古間・富濃。西原 ○ ○ ○ ○

砂間遺跡 信濃町古間0富濃0西原 ○

樅ヶ崎遺跡 信濃町野尻 ○ ○

琵琶島遺跡 信濃町野尻 ○ 〇 ○ ○

舟瀬遺跡 信濃町野尻 ○

菅川A遺跡 信濃町古海・菅川 ○

桐久保遺跡 信濃町

宮沢遺跡 信濃町 ○

向新田A遺跡 信濃町野尻・向新田 ○

清明台遺跡 信濃町野尻 ○

下山桑C遺跡 信濃町野尻・下山桑
南曽峰遺跡 豊野町蟹沢・南曽峰 ○ ●

下張遺跡 豊野町蟹沢・下張 ○

小軽井遺跡 豊野町蟹沢・小軽井 ○

箕羽田遺跡 豊野町 ○

どうろ〈神坂遺跡豊野町大倉・蟻ヶ崎 ○

堰上遺跡 豊野町大倉。堰上

北裏遺跡 豊野町大倉 0蟻 ヶ崎 ○

日影川谷遺跡 豊野町川谷 ○

向平遺跡 豊野町大倉0向平
立石ヶ丘遺跡 豊野町大倉・立石丘 ○ ●

上浅野遺跡 豊野町浅野 0上浅野 ● ○

大川端'町尻遺跡豊野町大川端・町尻 ○

大道添遺跡 豊野町大道添 ○

観音堂橋場遺跡豊野町大倉 0観音堂 `橋場 ○ ○

中島遺跡 豊野町大倉・中島
西沖遺跡 豊野町西沖 ○

ニツ石遺跡 豊野町蟹沢 0ニツ石

小瀬遺跡 豊野町豊野・小瀬 ○

ゴンボ山遺跡 豊野町豊野・小瀬 ○

月光寺古墳 豊野町豊野。小瀬 0
泉平古墳2 豊野町豊野・泉平 ●

泉平古墳 1 豊野町豊野0泉平 ●

泉平遺跡 豊野町豊野・泉平

松窪古墳 豊野町豊野0大久保 ●

西巌寺遺跡 豊野町豊野。大久保 ○

大久保遺跡 豊野町豊野・大久保

大久保古墳 豊野町豊野。大久保 ●

八雲台古墳 豊野町豊野・上伊豆毛 0
上伊豆毛古墳 豊野町豊野・上伊豆毛 0
荒古窯跡 豊野町豊野・十二廻 ○

豊野遺跡 豊野町豊野0上伊豆毛 0 ●

豊野窯址 豊野町豊野 0上伊豆毛

東宇山古墳 豊野町豊野・東宇山 ●

行人塚古墳 豊野町豊野。東宇山 ●
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第 3節 遺跡周辺の環境

第 1表 中野市・豊田村周辺の遺跡地名表(2)

番号 遺跡名 所 在 地

旧

石

器

縄
文

早

縄

文
前

縄

文
中

縄

文

後

縄

文

晩

弥

生

中

弥

生

後

古

墳

奈

・
平

中

世

近

世

ナベ山遺跡 豊野町豊野0ナベ山 ○

鷲寺遺跡 豊野町西窪 ○

甘池遺跡 牟礼村坂口字甘池 ○ ○ ○

上向遺跡 牟礼村坂口0上の向 ○

東久保遺跡 牟礼村袖之山0東久保
かつも原遺跡 牟礼村袖之山・かつも原 ○

丸山遺跡 牟礼村高坂・丸山 ○

茶自山遺跡 牟礼村野村0上茶臼山 ○ ○ ○

強清水遺跡 牟礼村野村・上強清水 ○

明専寺遺跡 牟礼村野村0上茶臼山 ○

横道遺跡 牟礼村横手・横道

南遺跡 牟礼村・柳里0南

大岩遺跡 牟礼村横手・大岩

下向山遺跡 牟礼村古町・下向山 ○

蟹原遺跡 牟礼村横手

上ノ山遺跡 牟礼村古町。上ノ山 ○ ○ ○

石原遺跡 牟礼村古町

殿屋敷遺跡 牟礼村黒川。殿屋敷 ○

前田遺跡 牟礼村西黒 3前 田 ○ ○ ○

裏町遺跡 牟礼村牟礼・裏町

庚申塔遺跡 牟礼村西黒 ・庚申塔 ○

七割遺跡 牟礼村牟礼・七割 ○ ○

明神山窯址 牟礼村
葡萄原窯址 牟礼村

西屋敷遺跡 牟礼村小玉0西屋敷 ○

小玉遺跡 牟礼村小玉 ○

吉ノ沢2号窯址 牟礼村

矢筒館址 牟礼村

栄町遺跡 牟礼村牟礼0栄町 ○ ○

橋詰遺跡 牟礼村牟礼・中高山 ○ ○

宮の下遺跡 牟礼村福井0宮の下 ○ ○

大久保遺跡 牟礼村福井。大久保 ○

山道平遺跡 牟礼村平出0山道

前高山窯址 牟礼村平出・古山

中高山遺跡 牟礼村平出・高山 ○

家岸遺跡 牟札村平出・家岸
室飯道遺跡 牟礼村平出。室飯道

番匠窯址 牟礼村番匠0向

東浦A遺跡 牟礼村平出・東浦 ○

東浦B遺跡 牟礼村平出0東浦 ○ ○

平出北遺跡 牟礼村平出。東浦 ○ ○

小丸山古墳 牟礼村平出・西浦 ●

平出南遺跡 牟礼村平出0長山 ○ ○

名称不明 牟礼村平出
庚申塚遺跡 牟礼村平出0西浦 ○

鍛冶久保古墳 牟礼村平出・鍛冶久保 ●

番匠南窯址 牟礼村
番匠北窯址 牟礼村

針の本1号窯址 牟礼村
針の木2号窯址 牟礼村
吉沢1号窯址 牟礼村

大日前遺跡 中野市南大熊0大 日前

大熊日向遺跡 中野市南大熊0日 向 ○

大熊日影遺跡 中野市北大熊・日影 ○

専福寺跡遺跡 中野市北大熊0日 向 ○

えびす山古墳 中野市北大熊0籠田`前渋田 ●

三ツ和遺跡 中野市北大熊・籠田 ○ ○

金鎧山古墳 中野市新野・金鎧山 ●

新野1号古墳 中野市新野・金鎧山 ●

新野2号古墳 中野市新野・金鎧山 ●

行人塚遺跡 中野市新野:行人塚=立道:金山 ○

道添遺跡 中野市北大熊。道添。赤沼 ○ ○

篠井居館跡 中野市篠井0前沖 ○

新野遺跡 中野市新野・前田=日 野岡宮上=宮下 ○

新野上東遺跡 中野市新野・上東0溜池下 ○

間山遺跡 中野市間山・津島。石堂道
下・宮前・宮下

○ C ○ ○

岸梨遺跡 中野市間山0岸梨。清水畑 ○

柳入旗塚 中野市間山0柳入 ○

赤尾坂砦跡 中野市間山・舞台。道入 ○

然沢山一乗院跡 中野市更科0南郷 ○

上の山古墳 中野市更科0上の山・野嶽 ●

間崎城跡 中野市更科・山大窪・山神上0山 神下 ○

北越巻遺跡 中野市更科0北越巻 ○

伊勢山下遺跡 中野市更科・裏山・御座石
下0上小田中・姥懐

○

新保遺跡 中野市新保。中野道

西山砦跡 中野市間山3西山=南大熊北ノ窪

番号 遺跡名 所 在 地
旧

石
器

縄

文

早

縄

文

前

縄

文

中

縄

文

後

縄

文

晩

弥

生

中

弥

生

後

古

墳

奈

。
平

中

世

近

世

下小田中遺跡 中野市下小田中。東屋敷・
西屋敷0北沖ほか ○ ○ ○

上小田中遺跡 中野市上小田中'前畑:市道0東田
ほか ○

姥懐山古墳 中野市上小田中・姥懐 ●

姥懐遺跡 中野市上小田中・姥懐
上小田中経塚 中野市上小田中0姥懐 ○

西条東屋敷遺跡 中野市西条・東屋 ○

五加遺跡 中野市中野=五筒西条境0谷地際 ○

西条長屋塚遺跡 中野市西条0長屋塚 ○

普代遺跡 中野市中野・普代。如法寺 ○ ○ ○

鴨ヶ嶽城跡 中野市中野=大平山。鎌ヶ嶽 C
帯之瀬城跡 中野市中野=帯之瀬。潟増下 ○

旗塚 中野市中野0我帰山 ○

旗塚 中野市中野0箱 山 ○

箱山城跡 中野市中野0箱山=小山3浅間山 ○

栗和田2号古墳 中野市中野・小山 ●

栗和田3号古墳 中野市中野・浅間山 0
紫岩古墳 中野市中野・松崎山

栗和田1号古墳 中野市中野0小 山 ●

竹原遺跡 中野市竹原・ナニノ木

岩船遺跡 中野市岩船・中島・屋敷添 ○

岩船氏居館跡 中野市岩船0西条境 ○

西条遺跡 中野市西条。笠屋敷3桜重桜 ○

岩船岩水神社遺跡中野市岩船3道添3宮下。西条境 ○

川端遺跡 中野市草間=川 端 ○

殿橋遺跡 中野市江部・殿橋・入明 ○

島軒割遺跡 中野市立ヶ花・島軒割・表 ○ ○ ○ ○

がまん渕遺跡 中野市草間0沢田0西山'西道端 ○

竜徳寺遺跡 中野市草間・西山 ○

草間城跡 中野市草間。堀

草間中組遺跡 中野市草間・屋敷添 ○

御嶽山古墳 中野市草間。上の山 ●

社宮司古墳 中野市草間0上の山 ●

高屋敷遺跡 中野市草間0高屋敷 ○

秋葉山古墳 中野市草間0西 山 ●

小曽崖城跡 中野市新野。西山'後山ほか ○

西山古墳 中野市草間・沢田 ●

立ヶ花城跡 中野市立ヶ花。表山・表 ○ ○ ○ ○

立ヶ花3号古墳 中野市立ヶ花0表 0
立ヶ花2号古墳 中野市立ヶ花0表 0
立ヶ花1号古墳 中野市立ヶ花・表 ●

立ヶ花表遺跡 中野市立ヶ花0表・城の越○ ○ ○

清水山窯跡 中野市立ヶ花。清水山3京塚 ○

池田端窯跡 中野市立ヶ花。清水山裏
立ヶ花遺跡 中野市立ヶ花・西原 ○

本誓寺遺跡 中野市立ヶ花0西原 Э

草間西原窯跡 中野市草間 0西原ほか Э

屋裏遺跡 中野市吉田裏 ○ Э

上の山窯址 中野市草間0上の山 ○

高山1号古墳 中野市草間。東山 ●

大久保窯跡 中野市草間。大久保 Э

大久保館跡 中野市草間・大久保 Э Э I

風巻遺跡 中野市安源寺・風巻0日 向 Э I Э I Э

茶臼峯砦跡 中野市草間0茶臼峯 Э
I
Э

茶臼峯窯跡 中野市草間・茶臼峯 Э I

牛出城跡 中野市牛出。西原0上川端 Э | Э

立ヶ花上川端遺跡中野市立ヶ花・上川端 ○

牛出窯跡 中野市牛出・芝野 | Э I

中原窯跡 中野市草間0中原
| ЭI

東池田窯跡 中野市草間0東池田
坂下窯跡 中野市草間。五里原 | DI

栗林3号古墳 中野市栗林・西原 | 事 |

栗林1号古墳 中野市栗林。西原
| DI

栗林2号古墳 中野市栗林・西原
|
DI

小丸山古墳 中野市安源寺・経塚 | DI

安源寺館跡 中野市安源寺。堀脇 | DI

安源寺遺跡 中野市安源寺0宮裏0峯 0

立道0清水ほか 〇
|

|

D 〇
|

D 〇
|

DI D

安源寺跡 中野市安源寺・北原・山畔
|
DI

安源寺城跡 中野市安源寺0城山 | DI

から池遺跡 中野市安源寺。売地0城山
| DI DI

片塩遺跡 中野市片塩・サ|1添。高屋敷。道下・寺前 |
DI

大徳寺遺跡 中野市片塩0サ |1添 0竹 ノ腰,タ テ,清水 Э I DI DI

浜津ヶ池遺跡 中野市栗林:大池平3片塩=池端=池南○ | DI

京塚古墳 中野市草間・西山
|
DI

五里原遺跡 中野市吉田・五里原

吉田宮脇遺跡 中野市吉田:宮脇:薬師前,森下ほか Э I | DI DI
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第 1章 調査の概要

第 1表 中野市 0豊田村周辺の遺跡地名表(3)

番号 遺跡名 所 在 地

旧

石

器

縄

文

早

縄

文

前

縄

文
中

縄

文

後

縄

文

晩

弥

生

中

弥

生

後

古

墳

奈

。
平

中

世

近

世

七瀬遺跡 中野市七瀬=宮前0棚畑=屋敷添 ○ ○

棚畑遺跡
寿徳寺跡

中野市七瀬0棚畑
中野市七瀬0棚畑

○

○

姥ヶ沢遺跡 中野市大俣 0姥 ヶ沢 ○ ○ ○

宮反遺跡 中野市大俣・宮反0東反 ○ ○ ○

大俣城跡 中野市大俣 =大林 ○

林畔1号古墳 中野市田麦0林畔 ●

林畔2号古墳 中野市田麦・林畔 ●

三ツ又遺跡 中野市田麦0三ツ又0北山 ○

中畝3号古墳 中野市田麦。中畝 ●

中畝4号古墳 中野市田麦。中畝 ●

中畝5号古墳 中野市田麦0中畝 ●

中畝1号古墳 中野市田麦0中畝 ●

中畝2号古墳 中野市田麦・中畝 ●

山の神古墳 中野市厚貝・袖山 ●

峯遺跡 中野市厚貝・峯

陣場遺跡 中野市厚貝0赤畑。袖山 ○ ○ ○

赤畑古墳 中野市厚貝・赤畑0袖 山 0
永峯古墳 中野市厚貝0峯 0
新井大ロフ遺跡 中野市新井 0大 ロフ

新井向原遺跡 中野市新井0金井境0下 新
井0土井畑ほか ○

間長瀬遺跡 中野市間長瀬・清水畑・野
池畔0大野池境

C

笠原向フ原遺跡 中野市笠原0向フ原0中道 C
ねごや遺跡 中野市壁田・山際0谷地 ○

笠原遺跡 中野市笠原。谷地0南 ○

きつね塚 中野市笠原0向 ヒ原

屋敷添遺跡 中野市越・屋敷添

関上遺跡 中野市越0屋敷添0反畑

梵天遺跡 中野市赤岩0梵天0馬場西
越西原・赤岩境 ○

神宮寺下遺跡 中野市赤岩0神宮寺下0馬

場西 美女ほか ○

神宮寺遺跡 中野市赤岩0神宮寺 ○ ○

村林遺跡 中野市赤岩0神宮寺 ○

赤岩古墳 中野市赤岩0扇平・北久保 ●

七ツ鉢遺跡 中野市赤岩0大道上

壁田城跡 中野市壁田・城坂0日窪ほか ○

正源寺跡 中野市壁田0社 口 ○

壁田遺跡 中野市壁田・宮下0社 口 ○ ○

高井県使神社跡 中野市壁田0社 口

古牧遺跡 中野市古牧0西之台

柳沢遺跡 中野市柳沢=塚穴=八幡塚屋敷添 ○

塚穴古墳 中野市柳沢・塚穴 ●

棚平旗塚遺跡 中野市柳沢0棚平
八幡塚古墳 中野市柳沢・八幡塚 ●

小丸山古墳 中野市柳沢0大久保 ●

田上寺の前遺跡中野市田上寺の前0111端 3宮の前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田上宮の前遺跡 中野市田上宮の前0中の官 ○ ○

大洞遺跡 中野市田上。大洞 ○

田上日向遺跡 中野市田上0宮の前 ○ ○

日向塚 中野市田上 0日 向 ○

日向3号古墳 中野市田上 0日 向 ●

日向2号古墳 中野市田上・日向 ●

日向1号古墳 中野市田上。日向 ●

木島氏山城跡 中野市田上・牧ノ入。日向=岩井・入山 ○

中小屋 中野市田上=牧 ノ入0岩井̀入山

月岡遺跡 中野市岩井 0月 岡 ○ ○

岩井城l」L 中野市岩井0下林
立ヶ花表山窯跡 中野市立ヶ花0表山。城ノ越 ○

高山2号古墳 中野市草間0東山 ●

高遠山古墳 中野市新野=嘉滝山=古屋敷 ●

中郷遺跡 中野市更科・中郷0南郷 ○ ○

道光砦跡 中野市間山・道光・柏木立 ○

寺上遺跡 中野市更科0寺上

間瀬場遺跡 中野市更科0間瀬場 ○

高梨氏城跡 中野市中野0小館 ○

中野県庁跡 中野市中野・旧庁・中町下
三好町遺跡 中野市西条。長屋塚 ○

寿町遺跡 中野市中野・岩船境0宮上

栗林遺跡 中野市栗林。北原,松原ほか ○ ○

七瀬双子塚古墳 中野市七瀬=南原 ●

七瀬1号古墳 中野市七瀬・中原 ●

七瀬2号古墳 中野市七瀬・中原 ●

前山古墳 中野市七瀬。中原 ●

七瀬3号古墳 中野市七瀬。前山 0
七瀬5号古墳 中野市七瀬0北原 0

番号 遺跡名 所 在 地

旧

石

器

縄

文

早

縄

文

前

縄

文

中

縄

文
後

縄

文

晩

弥

生

中

弥

生

後

古

墳

奈

・
平

中

世

近

世

七瀬北原墓址 中野市七瀬0北原

岩井2号古墳 中野市岩井・下林 ●

岩井1号古墳 中野市岩井・下林 ●

堀の内居館跡 三水村・普光寺 0久留馬 C
普光寺跡 三水村0普光寺 ○

前林遺跡 三水村 0普光寺。久留馬 ○

菖蒲田遺跡 三水村普光寺・菖蒲田 ○

岩袋遺跡 三水村普光寺 0岩袋 ○ ○

普光寺東原遺跡三水村普光寺 0東原 ○

五輪塚遺跡 三水村普光寺・五輪塚 ○

川上遺跡 三水村普光寺 0川 入

東柏原遺跡 三水村東柏原 ○

上今田遺跡 三水村赤塩。上今田 ○

上赤塩遺跡 三水村赤塩・上赤塩 ○

毛見遺跡 三水村赤塩・毛見
瘤屋敷遺跡 三水村赤塩・瘤屋敷 ○

大原遺跡 三水村倉井0大原 C
桜畑遺跡 三水村倉井0桜畑 ○

中畑遺跡 三水村倉井。中畑 ○

与四郎屋敷遺跡三水村倉チ卜・中畑 ○

関取場遺跡 三水村倉井・関取場
伊豆ヶ入遺跡 三水村芋リ ○ ○

寺村遺跡 三水村芋リ・寺村 ○

芋川氏居館跡 三水村芋サ0田中 ○

鼻見城跡 三水村芋リ・小野

天神遺跡 三水村芋リ 0天神 ○

若宮城跡 三水村芋リ0若宮 C
入土橋遺跡 三水村芋リ0入土橋

静間神社遺跡 飯山市静間 ○ C ○

中町郷谷遺跡 飯山市静間・郷谷 ○ ○

京ノ町遺跡 飯山市静間・中町 ○

田草川尻遺跡 飯山市蓮北原(静間)3下伍位野 ○ ○ ○ ○ ○

山の神遺跡 飯山市静間0法花寺 ○ ○

山の神B遺跡 飯山市静間0宮下 ○

田草オヤチ遺跡飯山市静間 ○ ○

伍位野遺跡 飯山市蓮 ○

荒船遺跡 飯山市静間0荒船
五里久保遺跡 飯山市蓮0五里久保 ○ ○ ○ ○

山根遺跡 飯山市蓮・向平 ○ ○

駒立遺跡 飯山市蓮 0日 向 ○

茂右ヱ門新田遺跡飯山市蓮0北原

深沢遺跡 飯山市蓮0深沢
狐山遺跡 飯山市蓮・沓掛
堀越B遺跡 飯山市蓮・堀越 ○

堀越A遺跡 飯山市蓮0堀越 ○ ○ ○

清川尻遺跡 飯山市静間・町尻 ○

勘助山古墳 飯山市静間・勘助山 ●

法花寺古墳群 飯山市静間0法花寺 ●

舟山古墳 飯山市静間・荒船 ●

五里久保古墳群 飯山市蓮・五里久保 ●

静間館址 飯山市静間・中町 ○

田草城址 飯山市静間0田草0背負田 ○

小田草城址 飯山市静間・棚 0小 田草 ○

蓮城址 飯山市蓮 0城山 ○

●は古墳
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 2章 牛出遺跡第 1地点

第 1節 遺跡 と調査の

遺跡の概要

牛出遺跡は長野県中野市大字北原1910他に所在する。 JR飯 山線立ヶ花駅の北東 1。 3Kmの千曲川に面

する地点にある。立ヶ花の狭除部まで千曲川の川幅は広大であるが、遺跡地付近では川幅を急に狭め、高

丘丘陵と豊田村の間を蛇行 しながら北流している。高丘丘陵と千曲川の間には、いくつかの段丘面が発達

する。第 1地点は最低位面の東端にあたり、約 2mの比高差で中位面に続 く。

第 1地点は、従来、牛出遺跡として周知されていた部分である。周辺は大正末期に耕地整理・用水路整

備が行われ、畑地から水田化され、その後、水田転作により、再度、畑作地 となり、暗渠排水設備等も施

行された。これらのうち、水田化にともなう削平は基盤層に達 し、とくに遺構の存在が予想される微高地

が削られ、谷部が埋められたことが予想される。なお、今回の調査以前に発掘調査は行われていない。

1994年度に当センターが調査 した牛出古窯遺跡では中世墓が 3基確認されており、第 1地点の集落跡と

の関連が想定される。また、1995年度と1996年度には中野市教育委員会が、牛出遺跡の西傾Jの千曲川新堤

防敷を発掘調査 している。報告書は未完であるが、中世を主に、平安時代後期・縄文時代の土器片などが

出土している。中世を中心 とする遺構が、周辺の微地形に沿って、広範囲に存在することを予想させる。

調査の概要

(1)調査範囲と調査方法

調査範囲 (第 3図) 周知の牛出遺跡の範囲は第 3図のように第 1地点を中心 とするものであったが、

前年度の試掘調査でその範囲がかなり異なることが予想された。本調査では、試掘で遺構・遺物が確認さ

れた地点を中心に調査範囲を設定したが、以後の調査によって試掘時の所見 と異なった点がある。しか

し、工事工程が迫っていたため、調査区の周辺部で充分な調査を行えなかった部分がある。

調査方法 検出面の確認および検出面までの掘 り下げを重機によって行った。検出面での出土遺物は 8

mグ リットごとに一括して取 り上げ、遺構を検出した場合は遺構単位で取 り上げた。また、掘立柱建物址

などのピットは空中写真測量を併用して実測を行った。

グリッドは長野県埋蔵文化財センター仕様 (第 1章 2節 2項)に より設定し、大々地区と調査区との関

係を第 3図 に示した。

(2)調査経過 (調査日誌抄 )

調査期間 平成 6年 9月 8日 ～同年10月 31日

9月 8日  重機による表土争Jぎ開始。

9月 12日 風呂屋遺跡から発掘機材などの移転作業。

9月 14日 遺構調査を開始。

9月 26日  掘立柱建物址と思われる遺構を3棟確認する。

9月 28日  前 日の雨のため半裁した柱穴は埋まり、検出した遺

構が不明となってしまい、再度遺構検出を行う事 と

なる。柱穴は多く検出されるが、掘立柱建物址が確

認できない。

9月 29日  グリッド杭の設定。 (株式会社こうそくに委託)

10月 3日  中島調査員が調査に加わる。
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第 2章 牛出遺跡第 1地点
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第 2節 中世・近世の遺構 と遺物

10月 6日  SE03(3号 井戸址)よ りかわらけ、珠洲焼き片   10月 21日  雨のため空撮中止。

が出土。                      10月 24日  空撮・空測 (株式会社こうそくに委託)。 信濃町上

10月 13日  P I T265よ り青磁椀の破片が出土。               ノ原遺跡に機材移動。

10月 14日  ロー リングタワー上から掘立柱建物址を探すが、確   10月 27日  井戸址の断割 り。作業員は 2人を残し、上ノ原遺跡

認できない。                         の調査に移る。

10月 20日  空撮の準備。                    10月 31日  井戸址断割 り部の埋め戻 しを行い調査終了。

(3)調査結果の概要

第 1地′点では耕地整理や耕作によって生活面は失われている。中世の掘立柱建物の柱穴多数 と溝 1条・

井戸址 12基を調査 した。柱穴と思われるピットが多数検出されたが、同一の建物の柱穴を認識するのは

困難であり、確実に認識できた掘立柱建物址はない。また、調査はできなかったが、調査区中央を横切る

コンクリー トで固められた現在の用水に沿って地山が溝状に窪んでお り、用水が中世からの溝の上に構築

されている可能性がある。中世遺構の検出面で縄文時代早期条痕文系土器数片、石鏃 2点、打製石斧 1

点、弥生時代大型蛤刃石斧 1点が出土したが、遺構は検出されなかった。

(4)基本土層 (第 4図 )

基本層序を以下に示す。遺構検出はⅣ層上面でおこない、縄文時代 と中世の遺物がⅢ層より出土した。

I層 表土耕作土層

Ⅱ層 暗褐色土層 (10YR3/3)。 しまった粘 りのある粘土層。

Ⅲ層 黒褐色土層 (10YR2/2)。 粘性有 り。

Ⅳ層 黄褐色土層 (2.5YR5/4)。 粘性が非常に強 く鉄分を含む。

第 2節 中世・近世の遺構 と遺物

1 掘立柱建物址

掘立柱建物址と推定されるピットを結線して第 7図に示した。掘立建物址は一定範囲に多数重複したと

思われ、確実に 1棟の建物址となるものを確認することはできなかった。

2 井戸址

SE01(第 5図) 直径195cm～ 220cm、 深さ450cmの 円筒形を呈する。遺構底面は礫層を掘 り抜き、

砂層まで達する。水は砂層の上の礫層より湧き出す。 1層 より打製石斧、石皿片、内耳鍋
°
(第 6図 17)、

珠洲焼きの甕が出土した。井戸枠等の構築物は確認されなかった。

SE02 直径240cm～ 270cm、 深さ476cmの円筒形を呈し、底面は砂層まで達する。なお、SD01が

本遺構のところで切れてお り、溝はSE02に かかわる施設と考えられる。検出面より75cmま でのところ

から珠洲焼の甕 (第 6図 14)、 内耳鍋 (第 6図 16)、 かわらけ (第 6図 1)、 青磁片が出土した。

SE03(第 5図) 直径170cm、 深さ400cmの 円筒形を呈し、底面は砂層まで達する。検出面から86cm

～136cmの 深さでかわらけ (第 6図 3)、 珠洲焼の破片が出土した。

SE04 直径170cm、 の円筒形を呈する。底面までの深さは不明。底部より常に水がわいている。検

出面より珠洲焼破片が出土した。

SE05(第 5図) 直径120cm～ 110cm、 深さ380cmの 円筒形を呈する。底面は砂層まで達 してお り、

水がしみ出しており常に土坑内に水が溜まる。出土遺物なし。
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第 2章 牛出遺跡第 1地点
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第 2節  中世・近世の遺構 と遺物

S E05
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3:小円礫層
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1
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:暗褐色土
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上 335.50 上 334.00
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1:暗褐色土
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2:黄褐色土
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4:青灰色シル ト

第 5図 牛出遺跡 第 1地点井戸址

Li33.40
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第 2章 牛出遺跡第 1地点

SE00 上部では直径150cm～ 160cmの 円形を呈 し、検出面からの深さ約160cmで平面形が方形を呈す

るようになる。深さ472cmで底面は透水層である礫層まで達する。検出面より石鏃 と古瀬戸 (第 6図 10)

が出土した。

SE07(第 5図)深 さ374cm、 検出面では130cm× 130cmの方形で、深さ約 2mで平面形は円形にな

る。下半部の壁面が崩落 したためオーバーハングした断面形になったもの と推定される。検出面より約

130cmの 深さで人頭大の礫 2点 と拳大の礫 1点が出土したのみ。

SE08 直径約160cm、 深さ99cmの円筒形を呈する。覆土中より珠洲焼破片、石皿片と磨石 3′点、石

鉢 (第 6図 19)が出土し、底面で招鉢 (第 6.図11)が出土した。

(S E02)

(S E02)1 (P687)2

(P265)

tb LUZり          16

ヒ    |  =_馴
(S E01)          17

第 6図 牛出遺跡

(P01) 9

(P208)

(P191)  15

′
‐２

１

団

14

|

(S・ E02)

７

ヨ

‐ ８

19

0   (1:4)  10cm

第 1地″点出土遺物 (中世 )
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第3節 まとめ

SE09(第 5図)検 出面での直径170cm～ 200cmの円形、深さ250cmま で掘 り下げたが、壁面が崩落

したため、調査を断念した。深さ約75cmで 9個の礫が出土し、大 きなものは径20cmである。他に出土遺物

はない。

SE10 直径110cmの円形。深さ145cmま で掘 り下げたがそれ以下は調査不能であった。水がしみ出し

ており、検出面より50cmま で水位があがる。出土遺物なし。

SEll 直径150cmの円形。深さ135cmま で掘 り下げたが、それ以下は調査不能であった。珠洲焼きの

招 り鉢 (第 6図 12)が出土した。

SE12(第 5図) 直径200cm、 深さ106cmの 円形を呈する。出土遺物なし。

SD01(第 4図)幅 70cm～ 105cm、 深さ13cm～ 14cmの U字状の断面形を示す。 SE02の 関連施設

と推定される。SE02か ら南東方向に延びており、調査区外へ と続 く。須恵器甕片が 2点出土したが、

SE02と の関 りから、中世以降の溝 と判断される。

出土遺物 (第 6図 )

1～ 4は かわらけ。 5～ 8は青磁で 7の底面にはスタンプ文が確認される。 9は 古瀬戸の鉢、10は古瀬

戸の平碗である。11は 暗褐色の内耳鍋の胎土に類似する在地産の指鉢である。12～ 15は 珠洲焼きで、招鉢

(12)・ 壺 (13)・ 甕 (14015)がみられる。16～ 18は 内耳鍋である。19は石鉢で片口である痕跡を確認

できる。図示したものは全て遺構より出土したものであり、いずれも14世紀末から15世紀の製品である。

この事から遺構は14世紀末から15世紀代のものが中心になると推定される。なお、図示したもの以外に古

瀬戸鉢 1点、かわらけ 8点、珠洲焼き甕破片 6点、在地系の招鉢 2点、内耳鍋破片 3点、近世陶磁器 9点

が出土している。は1)なお、近世陶磁器はいずれも遺構外の出土遺物である。

第 3節 まとめ

牛出遺跡の南西側700mに 牛出居館址と900mに 本誓寺跡がある。牛出居館址では井戸・建物などが確認

されている (中 野市教育委員会1995)。 牛出遺跡の南東側1.2kmに は大久保館址・茶臼山砦跡、東側1.5km

には安源寺居館址の伝承地、南西側 1。 6kmの 丘陵の南西端部には立ヶ花城址があり、1.2km南側には清水山

中世墓群、1.6km南東側に西山中世墓群が確認されている。牛出遺跡周辺は中世の遺跡が多く存在する。

牛出村の初出は中世本誓寺の由緒書に本誓寺が関東布川から中野に移 り、更に高梨氏に追われて笠原へ

と移 り、更におわれて高梨領牛出へ移転 したという記録がある (本誓寺文書)。 また文禄 3年 (1594年 )

に牛出村の備後分の内20貫400文 を舟丸某に宛てがっているという記載がある (「高梨頼親宛行状案」諸家

古案)。 この様に文献によって、中世末には村落が形成されていたことが窺われる。牛出の字名に北原、

東原、上原、西原、南原、屋敷添が残 り、牛出遺跡は字北原に位置する。

牛出遺跡第 1地点の建物址は、牛出の居館址と屋敷 (屋敷添え)を取 り巻 く村落が形成していたことを

窺わせる。

第 1地点の建物址群 (第 7図)は柱穴の様子から西側に開いたコの字状に配置された建物群が想定され

る。北側柱穴群は柱穴列が約 4m間隔で東西に 2列みられ、それと直交する形で約 2m間隔で 7列ある。

その約 lm外周には柱穴列がみられる。これらの中でも、北半の柱穴は建て替えが激しかったために多く

の柱穴がみられる。南北約10m東西約20m程度の東西棟が立替えを重ねた結果 と思われる。

溝
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第 2章 牛出遺跡第 1地点

東側の柱穴群は、これらに対して直角に建てられた南北棟であろう。しかし柱穴が多く、その先後関係

は切合・覆土の違いから明らかにできず、 2棟の建物が若干方向を変えて建て替えられたことが推定でき

る程度である。南側にも3棟前後の建物があったと思われる。

井戸址SE02、 SE10な どは建物址を切る形であるが、建物も立替によって位置を移動しており、

建物群と井戸は全体としてみれば同時期のものであろう。ただし、建物群に断絶期間がなかったとはいえ

ないので、時期の遅れる建物に伴う井戸が含まれる可能性は残る。建物址に囲まれた中央部に位置するS

E010SE03～ SE060SE090SE08は 建物址に関わる水源であったと思われる。しかし、

ここの建物と井戸との組み合わせは復元できない。コの字形に配置された建物群とこれらの井戸が、ひと

つの屋敷地を示すものとすれば、 607回の井戸の掘り直しが行なわれたことになり、屋敷地の継続期間

も長期であったと考えられる。それは建物の立替が2～ 3回以上と推定されることにも示されている。井

戸が同じ透水層を利用するために同じ位置に繰返し掘り直されたのは、おそらく崩壊あるいは洪水等によ

って使用不能となっても、屋敷地そのものは維持される必要があったからであろう。井戸の埋没状況は、

強い流れをともなわない温水による洪水を推測させる。このタイプの洪水は家屋を流失させるようなこと

はない。建物の立替回数に比べ井戸の数が多すぎるように思われる点は、現代でも時に見られる千曲川の

増水の特性によって説明できるかもしれない。また中央部の円形井戸跡とは形態の異なる方形のSE07
は遺跡の南側に位置し、他の井戸跡とは異なる。

出土遺物から推定すると、これらの建物址群と井戸址はおもに14世紀末から15世紀代の年代が与えられ

る。

註

(1)中 近世の遺物の分類 と年代は市川隆之調査研究員による。

参考文献

中野市教育委員会 1995『牛出城跡遺跡』
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 3章 牛出遺跡第 2地点

第 1節 遺跡 と調査の概要

1 遺跡の概要

牛出遺跡第 2地点は中野市大字牛出北原191ほかに所在し、同遺跡第 1地点の北西約200mに あたる。第

1地点と同じ段丘低位面の西端に立地し、さらに約 2m低い平坦面をはさんで千曲川水面に至る。第 2地

点と水面との比高差は約 5mと なる。

圃場整備等により、現状で本来の微地形をうかがうことは困難であるが、第 1地′点との間を小川が北流

し浅い谷状に低 くなるので、第 2地点は一見、自然堤防状を呈する。段丘面上の開析地形に、時には千曲

川本流からの温流による堆積も受けた結果であろう。遺構が残されていたのは、微高地状になって周囲よ

り高い部分である。

試掘によって遺跡範囲の拡大として取り扱うこととなった第 2地′点は、第 1地′点とは位置・遺跡内容が

隔たり、別遺跡の内容を示しているため、第 1地点とは別章で報告することとした。

なお、1994年度に当センターが調査した牛出古窯遺跡は第 2地点の南東約500mの距離にあり、本遺跡

とほぼ同時期の古墳時代初頭の集落が確認されている。

2 調査 の概要

(1)調査範囲と調査方法

調査範囲 (第 3図) 第 2地点は周知の範囲外であったが、試掘の結果、調査対象とした。調査に並行

して橋脚工事が行われたため、調査区を縦に 2分害Jす る調査工程 となった。また、調査区の幅が狭かった

こともあり、安全対策等により、用地際などで調査ができなかった部分がある。この部分は橋脚間であっ

て、構造物が構築されたわけではないので遺構は残されている。

調査方法 検出面の確認および検出面までの掘 り下げを重機によって行った。遺構の範囲が切 り合いや

覆土の土層区分が困難であったことにより、遺構ごとの区分は確実 とはいえない。そのため、古墳時代以

前の遺物は全′点出土位置を記録した。

グリッドは長野県埋蔵文化財センター仕様 (第 1章 2節 2項)に より設定し、大々地区と調査区との関

係を第 3図に示した。

(2)調査経過 (調査日誌抄 )

調査期間 平成 7年 5月 10日 ～同年 8月 23日

5月 10日  表土剥ぎ開始。                        ±。

5月 16日  Ⅲ層上部で遺構検出開始。               5月 3o日  遺構が無い部分を重機でIV層上部まで掘 り下げ、 S

5月 18日  平安時代の竪穴住居址を確認 (SB01002)。         B07・ 08を確認。

グリッド設定 (株式会社こうそくに委託)。        6月 5日  調査区南側を重機でV層上面まで掘 り下げたとこ

5月 25日  調査区東側 トレンチで古墳時代の竪穴住居址 (SB        ろ、古墳時代前期のタタキロの土師器甕が出土 (S

03)を確認し、その下層から縄文時代の土器が出        K02)。
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

6月 27日  調査区北側をV層上面まで掘 り下げる。牛出地区の   7月 28日  グリッド杭設定。調査区東側 をⅥ層以下 を掘 り下

住民約30名見学に訪れる。                   げ、縄文土器が出土。周辺を調査 したが他に遺物は

7月 5日  3日 間雨により調査が中断する。                確認されなかった。

7月 10日 週末の雨により調査区は水没し、ポンプで水抜きを   8月 8日  L25グ リッドで 小形丸底土器など多数の土師器

行 う。SBllの プラン確認。                 出±。後に、試掘坑で一部破壊された竪穴住居址で

7月 12日  大雨のため調査区は水没する。                  あることが半J明 (SB15)。

7月 19日  調査区北側縄文時代遺物包含層まで掘 り下げ、土器   8月 21日  調査区西側を重機でX層 まで掘 り下げる。Ⅸ層で石

2点出土。                          皿などの石器が出土するが、遺構は検出されない。

7月 27日  調査区東側の トレンチで縄文時代の遺物数′点が確認   8月 23日  機材を撤収し調査終了。

されたが、遺構は確認できなかった。

(3)調査成果の概要

第 2地点では、縄文時代の土坑 2基、古墳時代初頭の竪穴住居址 7棟、平安時代後半の竪穴住居址11

棟、中世の溝 2条を調査 した。中世、平安時代、古墳時代、縄文時代晩期及び中期の文化層が確認されて

おり、縄文時代中期の遺物は地表下約 2mか ら出土した。この他に栗林式土器が調査区の南偵1に 数片散在

していた。                                   '

縄文時代では狩猟・漁猟のキャンプ地、古墳時代初頭には牛出古窯遺跡で確認された集落 と関係する川

辺の副次的な小集落、平安時代後半期には自然堤防の微高地上に集落が広がっていたと思われる。

(4)基本土層

第 2地′点は第 1地′点に比べ堆積層が厚 く縄文時代の遺物包含層まで深さ2m以上あり、最 も多いところ

で 5枚の文化層が認められる。第 8図に土層と文化層との関係を示した。

調査区は千曲川河岸にあり、特に本遺跡付近は川幅が狭 くなり洪水が起こりやすい場所である。遺跡は

微高地上にはあるものの水につか りやすい立地条件であり、千曲川の増水により堆積 したシル ト・砂質土

が複数の文化層を形成していると考えられる。また、平安時代の床面のみを残す竪穴住居址 も認められる

ことから生活面は削られ失われている。他の時期の生活面も同様な状況 と推定される。

I層 表土耕作層

Ⅱ層 褐色砂層 (10YR4/4)。 表土下一面に確認。非常にきめが細か くサラサラしてお り、乾燥する

と硬 くしまる。千曲川の洪水の際の堆積層である。

Ⅲ層 暗褐色砂質層 (10YR3/4)。 乾燥するとカチカチになる。きめが細かい。

Ⅳ層 黒褐色土層 (10YR3/2)。 粘性有 り。粒子密である。

V層 黒褐色土層 (10YR2/3)。 Ⅳ層より色調が濃 くきめが細か く粘性有 り。

Ⅵ層 鈍い黄褐色粘質層 (10YR5/4or10YR4/6)。 粘質層。一部ボソボソしている。

VII層  褐色土層 (10YR4/4)。 かなりの粘性を持つ。土器や炭化粒が多く混入している。

ⅥⅡ層 黒褐色土層 (10YR2/3or7。 5YR2/2)。 硬 くしまった層。白色砂粒子が混入。

Ⅸ層 褐色粘土層 (10YR4/6)。 粘性を持ち褐灰色の色調の縦位筋状の部分がみられる。

X層 黄褐色粘土層 (10YR5/8)。 粘性を持ち褐灰色の色調部分 もみられる。

XI層 黄褐色粘土層 (10YR5/6)粘 性が非常に強 く、この層より地下水が浸出する。鉄分 を含む鈍

い黄褐色の部分 もみられる。
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第 2節 縄文時代・弥生時代の遺構 と遺物

第 2節 縄文時代・弥生時代の遺構 と遺物

遺構

縄文時代と思われる土坑が 2基検出されたのみである。

SK17(第 10図) X層 を掘り下げ中、方形のプランを確認したが、覆土より掘り込み面はⅥ層中と

推定される。0.lm× 1。 45m、 深さ0.4mで長方形のプランである。覆土は全体に粘土質で、炭化物が混入

している。出土遺物はないが検出層位より縄文時代の遺構と推定される。

SK19(第 10図) SB07の 竃の床下部分で検出した。1。 6m× o。 9m、 深さ0。 9mの隅丸長方形の

プランで断面がロー ト状である。底部の細長い掘り込みは埋め戻したようなブロック交じりの堆積状態で

ある。全体に粘性を帯びた覆土である。粘性のある土を上から掘 り取った跡であろうか。Ⅵ層より下から

ＳＫ‐７０ ＳＫ‐⑦|>

|ロ

⊆ 329.30

S K17

1:黒褐色 (10YR3/1)に 灰褐色シル ト混じり。
2:黒褐色 (10YR3/3)に 灰褐色シル ト混じり。
3:黄褐色 (loYR5/6)に 灰褐色シル ト混じり。
4:褐色 (10YR6/4)に 灰褐色シル ト混じり。
5:黄褐色粘土層 (10YR5/6)。
全体に僅かな炭化物粒子を含有する。粘土質出水が沸き出す。

S K19
1:黒褐色土に褐色小粒子混入。炭化物・焼土含有。
2:炭化物ブロック混じりの黒褐色土。 (柱根 P)

3:黒褐色土に炭化物ブロックと褐色土粒子混在。 (柱根 P)

4:黒褐色土に褐色土ブロック混在。 (柱根 P)

5:黒褐色土に褐色土ブロック混在。 4よ りもブロックが少ない。
6:黒褐色に大粒の褐色ブロックが斑に混入。 (柱根 P)

7:黒褐色土に褐色土粒子が20%混入。
8:褐色土に褐色土粒子が40%混入。
9:黒褐色土に褐色土粒子が60%混入。 (柱根 P)

10:7と 類似
11:7と 類似するが褐色粒子が多い。

生 330.70

0     (1:30) lm

12:11よ り褐色が強く褐色ブロックも多く混入。
13:暗褐色土に褐色や灰褐色のブロックが混入。
14:黒褐色土に褐色ブロックが斑に混入。
15:褐 色土層斑に暗褐色土ブロックが斑に混入。
16:暗褐色土で褐色ブロックが斑に混在。
17:灰褐色土で粘性を帯びている。
18:暗灰褐色土で粘質層
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第3章 牛出遺跡第2地点

検 出されたこ・とか ら縄文時代 の遺構 と思われ る。 出土遺物 な し。

2 出土遺物 (第 11図 1～ 22)

1は深鉢形土器口縁部である。口縁下に太い沈線が巡る。胎土は粗 く砂粒子が多く含まれている。色調

は橙色。 2は LRの縄文地文の間に懸垂する沈線がある、深鉢形土器の胴部破片である。色調は橙色。 1
02は縄文中期後半のものと思われる。

3～ 11は 同一個体 と思われ、無節の太い撚 りの縄文を縦方向に転がした深鉢形土器である。胎土は砂粒

子が多く含有 しており焼成は良好で硬い。内面は丁寧にナデ調整されている。色調は鈍い橙色。12は 底部

である。胎土は細かい砂粒子が多く含有 している。色調は褐色である。13は 波状口縁部である。口縁下に

沈線が巡る。口径が小さく壺型土器 と思われる。14は 無文土器口縁部である内面に沈線が巡る。胎土は細

かい砂粒子を多量に含み、色調は褐色である。焼成は良好で硬 くしまっている。15は 小型の土器の胴部で

営

月

〃

″
〃
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日
＝
『

115

19

第11図  牛出遺跡 第 2地点縄文
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第 2節 縄文時代・弥生時代の遺構 と遺物
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第12図  牛出遺跡 第 2地点出土石器
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

ある。太い沈線が平行 して巡 り、その下に列点文が巡る。やや湾曲した胴部である。胎土は砂粒子を多量

に含み色調は黒褐色である。16は鉢型土器の口縁下の破片である。口縁下に太い沈線が巡る。体部には条

痕文がみられる。色調は明赤褐色で、胎土は砂粒子を多く含む。器壁は厚 く焼成は良好である。17は 口縁

部下に 4本の大めの沈線が平行 して巡る。胎土は暗褐色で器壁が厚 く、内外面丁寧にナデられている。 4

単位の波状口縁 と思われる。18は 口縁下に刻み目のある隆帯を巡らし、その上にボタン状の貼付文が施さ

れている。胎土は粒子の粗い砂粒子を含む。色調は暗赤褐色で、表面がビスケット状にボロボロし、割れ

面が壊れ易 くなっている。

3～ 18は 縄文晩期の土器である。 3～ 11は 地元産の土器 と思われる。晩期後半の13は 大洞C2式土器、

15は 大洞Cl～ C2式土器、17は 佐野式のいわゆる粗製無文土器である。18は 晩期初頭の宮崎遺跡 2号住

居類似の土器で大洞B― C併行期の土器である。

19は 日縁部が小さく開き、ナデ肩で、胴部が下膨れになった壺形土器である。地文は縄文で、太い箆描

沈線文 と刺突文 と櫛描沈線文で、頸部から胴部下半まで帯状に文様が施されている。20は折 り返した口唇

部に櫛状工具による烈点文で刻みがなされ、胴部に櫛描羽状文が施文されている。21022は 壺型土器のナ

デ肩部の破片である。19～ 22は弥生中期栗林式の土器である。

遺物出土状況 弥生時代の遺物はV層 中で古墳時代の遺構検出を行った際、古墳時代遺物 と同レベルで

出土した。遺構はなく、遺物が所々にまとまって出土した (第 11図下)。 遺物量は少なく同一個体の破片

が散在 している。

縄文時代晩期の遺物は、V層から出土したもの (第 11図 16017)と 、M16グ リッドのVII層 から集中して

出土した (第 11図 3～ 15018)も のがある。また、R02007の ⅥⅡ層から縄文時代中期後半の土器片が散乱

して出土し、 L20グ リッドのⅨ層中から石皿と磨石が出土した。

弥生時代から縄文時代の遺物は長期的居住 としての明確な遺構をともなわず、調査地が集落の周辺部に

あたるか、あるいは千曲川の水辺での狩猟採集活動等の一時的居住を示すものと思われる。
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第 3節 古墳時代の遺構 と遺物

第 3節 古墳時代の遺構 と遺物

竪穴住居址・竪穴状遺構

SB03(第 13図 )

遺構の構造 :土層観察のためにⅢ層上面に設定 した調査区東壁の トレンチを掘 り下げたところ、Ⅳ層上

面あたりから完形の土師器小型甕 (第 13図 )と 潰れた状態の赤彩壺が出土した。他遺構 との切 り合などに

より、地山と覆土の区別がつきにくく、遺物分布範囲・出土状況から遺構範囲を推定 しながら検出を行っ

た。北西側のSBllを 切っている。SB13は SB03の 床面精査中に黒色土の広が りとして検出され

ており、SB13の 覆土と思われ、SB13の 方が古い遺構 と思われる。

一辺約5。 4mの方形と思われるが、東側半分は調査区外のため不明である。覆土は黒褐色土 (Ⅳ層)に

焼土と炭化物粒が混入している。柱穴はPlと P2が確認され、覆土は褐色土が僅かに混入し竪穴の覆土

と同様のものであった。炉、周溝などは検出されなかった。

出土遺物 :住居の中央部分にほぼ完形の小型甕 (1)が床面上に置いたような状態で出土した。赤彩さ

れた壺 (6)は破片が住居全体に散っていた。なお、箱清水式の系譜上にある土器は他に見られない。そ

の他の遺物は破片資料のみである。また、平安時代の内面黒色処理された土師器小片が数点出土 した。

遺構の時期 :本遺構の時期は出土土器から古墳時代初頭期のものと思われる。

SB10・ SK03(第 14図 )

遺構の構造 :SK03を 検出中にSK03を 取 り巻 く方形の黒褐色のプランを確認 し、SB10と し

た。しかし、地山と遺構覆土の識別が困難で実測図に示した遺構の形状が明確に確認された訳ではない。

また、床面の検出も困難であった。SB10は 4.05m× 4。 4m、 検出面からの深さ15cmの 方形を呈する。

柱穴・炉址が認められないことから竪穴状遺構 とする。遺物出土状況からSK03は SB10に 付属する

施設と考えられ、0。 42m× 0.37m、 深さ0。 14mの 円形を呈する。

出土遺物 : 図示 した高杯 (1)・ 壺 (2～ 4)の他にハケ調整の甕 0壺 と高杯の破片が少量出土した

のみである。 1は 口唇部内面を面取 りしており、外面はケズリがみられる。 2は 口唇部を面取しており、

外面にハケ調整が認められる。本遺構内より出土した同一個体 とおもわれる胴部破片から、胴下半部にわ

ずかな稜をもつ 4に類似する器形と推定される。 304は 同一個体 とおもわれ、いずれもSK03と その

周辺から出土した。胴下半から底部にかけてはSK03か ら出土したものとSB10の 覆土上層の破片と

接合 していることから、SK03に は赤彩された壺が正位に立った状態で置かれていたものと思われる。

遺構の時期 :古墳時代初頭。

SBll(第 15図 )

遺構の構造 :SB01の 調査終了後、SB03北 側壁面を検出中にSB03の 立ち上が りの上の部分か

ら1個体の壷が潰れた状態で出±。その回りを精査 したところ北西側に一辺の立ち上が り部分を検出。し

かし、北東側はSE01や SB01に 、南東側はSB03に よって破壊されておリプラン全体の規模など

は不明である。柱穴は不明。SK13と したものが炉 と思われ、0.85m× o.65m、 深さ0.15mで上部に焼

土・炭化物層がある。なお、SBllは SB03に よって切 られる。

出土遺物 :ハケメ調整の壺 (1)の破片が床面より出土した。図示したものの他に赤彩された壺、遺構

外出土の第19図 405の ような胴下半部に屈曲をもつ壺などの破片が見られ、器形を知 りうるものは古墳

時代初頭の土器の様相を示す。また、平安時代の土師器小破片を数点混入している。
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1

2

3

4

5

6

:黒褐色で焼土と炭化物遺物を多数出土する。
:褐色粘土ブロック。
:黄褐色粘土ブロック。
:暗褐色土ブロック。
:粘質褐色土ブロック。
:黒褐色土。

・ No.1～ NQ 5の 出土地点

O No.6の 出土地点
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第13図  牛出遺跡 第 2地点 S B03
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第 3節 古墳時代の遺構 と遺物
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01
:黒褐色土に若干褐色土が加わる。
:黒褐色土に炭化物粒子を混入。
:黒褐色土に褐色土僅かに混入。遺物が多く出土。

:黒褐色土に褐色土混入。
:黒色が強い黒褐色で
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4

5

Ｂ
一

o     (1:60)     2m

第14図  牛出遺跡 第 2地点 S B10
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

′
に
ヽ

ヽ
、

、

、

、

、

L33Q50J

りつ
０

Ｐ

G330.50H

憑

● 1の出土地点

Ａ
一

m

:黒褐色土 (Ⅳ層)中に焼土や炭化物、褐色土粒子を多く混入
:1よ りも黒色の強い黒褐色±。やや固い。
:1に類似する黒褐色土。炭化物粒子が混在し遺物も出土する。
:赤橙色土で焼土の一部と思われる。 (S K13覆土 )

:5よ り赤色に近い層 (焼土層)。 (S K13覆土)

0  (1:4)  iOcm

第15図 牛出遺跡 第 2地点 S Bll

遺構の時期 :古墳時代初頭。

SB12

4。 lm× 4.45mの 方形。立ち上がりや床面は明確に確認できず、地山と区別が難しい覆土で黒褐色土中

に炭化粒が混入する。ピットを5ヶ 所確認したが柱穴は特定できず、炉址も検出されない。出土遺物は少

なく、竪穴状遺構とする。

V層中から検出されたため古墳時代の遺構と思われる。
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第3節 古墳時代の遺構と遺物

SB13

SB03の 床面を検出中に南東側に黒色を帯びたプランの一部を検出した。5。 92m× 5.52m、 深さ10cm

の方形を呈する。覆土は黒褐色土に炭化ブロックを混 じる。ピットを1lヶ 所確認 したが柱穴は特定でき

ず、炉址も検出されず、竪穴状遺構 とする。検出面では古墳時代の遺物が出土したが、覆土中にはほとん

ど遺物がみられない。出土遺物より古墳時代初頭の遺構 と思われる。

SB15・ SK18(第 16図 )

遺構の構造 :調査区壁面の断面で深さ60cm掘 りこみを確認 したが、床面まで重機で削ってしまったため

平面形を提えることができず、炉址 と柱穴の掘 り方と思われるピットのみ確認した。 SK18は 1.3m×

1.8m深 さ8cmの 不定形な形状で、中にSB15の 柱穴 Pl、 P3がみられた。なお、SK18は 平安時代

の遺物も出土しており、不定形な土坑部分は平安時代の遺構の可能性がある。遺物は完形に近いものが多

く、いずれも床面の遺物である。平安時代の住居 SB16が 覆土中に掘 りこまれていることが調査区壁面

の土層断面で確認された。

出土遺物 (第 16図 1～ 11):甕 (103)、 壺 (20708)、 内湾 口縁鉢 (4)、 小型土器 (609
～11)な どが出土した。 1は頸部 と胴部の境に 5条の櫛描直線文を、胴部には櫛描波状文を施文する。 7

は赤彩されてお り、胴部内面に指頭圧痕がみられる。本遺構に伴う遺物は図示したもののみである。

遺構の時期 :古墳時代初頭

SB17・ SB18(第 17図 )

SB17と SB18は 発掘現場では明確なプランは捉えることができず、遺物の分布状況から整理作業

段階で遺構名を付 したものである。炉・柱穴等は不明で住居址であるかどうかはわからないが、遺物の出

土状態・依存状況は一定のまとまりを示 している。

SB17は SB07と SB14の プラン確認中に調査区の西側壁に多くの土器片が散在 していた部分で

ある。この遺物集中部分は東傾Iが SB06C、 南側はSB14、 北側はSB07の 平安時代の住居により

破壊されていて、これらの住居内の覆土にも古墳時代の土師器が散在している。発掘中には遺構がはっき

りせず、遺物の出土位置のみを記録することに努めた。上層の暗褐色土 (炭化物 と焼土粒を多く含む)で

は古墳時代 と平安時代の土器片が出土し、下層の黒褐色土 (炭化物粒を多く含む)では古墳時代の遺物が

出土した。

SB18は SB07の プラン確認中にSB07の 北側にあたるⅣ層上面レベルから古墳時代の遺物が多

数検出された部分である。平安時代の竪穴住居址のSB07の 覆土からも赤彩壺などの古墳時代の土師器

が出土している。SB07が SB18を 破壊したためSB18の 覆土中の遺物がSB07の 覆土にまとま

って混入したと思われる。

第17図にSB17・ 18及びその周辺の平安時代の遺構内より出土した古墳時代土器を示した。遺物分

布図の番号は実測図の図版番号に一致する。これらの遺物の多くは古墳時代前期のものであるが、 305
06は古墳時代中期の遺物 と思われ、混和材をあまり含まない胎土で他の遺物 と区別される。また、 30

6は 内面黒色である。土器の詳細は遺物観察表に示した。

遺構の時期 :SB170SB18と もに古墳時代初頭のものが多く見られることから、古墳時代初頭の

遺構 と推定される。

2 土坑

SK02(第 18図 )

R09の 南東側はⅢ・Ⅳ層では遺物がほとんど出土せず、V層面まで掘 り下げて遺物が出土した部分を
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

一
A‐

上 331.50

黒褐色土層 (Ⅳ層)

焼土粒子や土器などを含む暗褐色土層。 (S B18寵覆土)

焼土、土器、炭化物を含む暗褐色土。 (S B18竃覆土)

焼土に炭化物混じり層。 (S B18竃覆土)

黒褐色土層。 (S B18覆土)(S B18竃覆土)

焼土ブロック。(S B18竃覆土)

焼土。 (S B18竃覆土)

:焼土ブロック混じりの暗褐色土層。 (S B18竃覆土)

:焼土ブロック混じりの黒褐色土層。 (S B18覆土)

:焼土

黒褐色土に褐色ブロック混じり。

黒褐色土 (V層 )

炭化物 (木炭のようなブロック)

黒褐色土 (V層 )

暗褐色土層 (砂質)。

1:焼土 (赤褐色土)。 (S B15覆土)

2:焼土の中に暗褐色土。(S B15覆土)

3:焼土ブロックと炭化物混じり。 (S B15覆土)

(S B18の ピット覆土)

を多量に含む。暗褐色砂層。撹舌L層 。

Ｂ
一

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

V層 とⅥ層の中間にあたる地層で砂質。

黒褐色土中に土器や炭化物を含む。 (S B15覆土)

黒褐色土に褐色ブロックを含む。 (S B15覆土)

黒褐色土中に土器や炭化物を含む。 (S B15覆土)

黒褐色土中に褐色土を含む。 (S B15覆土)

/ °
♂ ＼

第16図  牛出遺跡 第 2地点 S B15
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第 3節 古墳時代の遺構 と遺物

S B08
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(S B17)

0  (1:200)  5m

(S B07)
B14)

4

(S B18)
(S B07)

9

(S B14)

(S B18)

牛出遺跡 第 2地点 S B17

6o
O15

i2o。
°5

10   13    s B07

(S B17)

(S B18) (S B07)

(S B07)

(S B07)

(S B18)

(S B18)

(S B17)

5

(S B07)

｀
て「

~~11『

11'「

~~三

Z19

(S B18)

第17図
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S B18と その周辺の出土遺物
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

精査した:不整形で、円形と楕円形のピットを2つ合わせたような形態。規模は0。 7m× o.35m、 検出面

からの深さ14cmである。浅い部分からは胴下半部を伏せた甕が出土している。覆土は黒褐色土に焼土と炭

化粒が多量に混入している。甕はタタキ調整で、底部には木葉痕がみられる。

生

頃   J

OI

生 330.20      J

01

01

Cm

o     (1:30)    im

第18図 牛出遺跡 第 2地点 S K02

イ  ギ

第19図  牛出遺跡 第 2地点遺構外の遺物

ヽ
――
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第 4節 平安時代の遺構 と遺物

小 結

竪穴住居址 3棟、竪穴状遺構 2基、遺構と思われる遺物集中箇所 2、 土坑 1基が検出された。いずれも

古墳時代前期である。遺構外の出土遺物 (第 19図 )も 竪穴住居址と同時期のものであり、出土遺物からは

古墳時代前期の比較的短期間に営まれた集落址と考えられる。しかし、SB03と SBllの ように切 り

合う遺構もあり、ある程度の時間的な差は考慮する必要もある。また、炉址が確認された竪穴住居址は 2

棟で柱穴も確認されない竪穴状の遺構もある。また、調査区中央部のピット群が竪穴住居址に隣接するな

ど遺構のありかたが牛出古窯遺跡の集落と類似する。牛出古窯遺跡の集落は一段上の段丘面に立地してお

り、約500m離れている (第 3図 )。 時期もほぼ同時期と考えられ、両遺跡の関係が注目される。

第 4節 平安時代の遺構 と遺物

竪穴住居址

SB01(第 20図 )

遺構の構造 :Ⅲ層上面より炭化物 と遺物を多く含むプランを検出。SB02aの 壁面を破壊 してお り、

西側のSE01に よって破壊されている。東北側は調査区外になるが一辺約5。 2m、 深さ約0。 2mの方形 と

思われる。P10P6が 柱穴と思われる。なお、P2030708は 本遺構の施設ではないと思われる。

表土争Jぎ後、中世の溝であるSD01検 出の際に土師器の杯 と椀が完形のまま出土。遺物は 4層 中から

出土してお り、 4層下面が床面であったと思われる。土層断面によれば床面のわずかな覆土を残 して上部

の覆土は消失していると判断される。

出土遺物 (第 20図 1～ 7、 第40図 3):土師器杯 (1～ 3)、 椀 (405)、 灰釉陶器段皿 (6)、 自磁

皿 (7)が出土した。1は底部回転糸切 りを失敗 し、底部を補強している。5は 内面黒色処理されてお り、

405と も外傾が強 く、椀身外面のロクロ痕が明確である。

紡錘車の軸 と想定される棒状鉄製品 1点 (第40図 3)、 鉄滓 2点が出土した。

SB02a・ b(第 21～ 24図 )

遺構の構造 三Ⅲ層上面で遺物が集中し焼土が多く含まれる部分を確認。当初一つの遺構 と思われたが、

2棟の竪穴住居址が重複 していることが判明した。SB02aの 壁の立上 りがSB02bの 覆土中に認め

られ、SB02bの 方が古い。遺構の切 り合関係からSK080SK100SKll→ SB02b→ SB

02a→ sBolの 新旧関係が確認された。SB05は SB02bの 覆土中に構築されており、SB02
bよ り新 しいことは確認されるが、SB02aと の前後関係は明らかではない。 b住居の北側の攪舌L部分

の下には深い柱穴 (P80P9)が 残存していたが本遺構の施設か否か解 らない。

SB02aは 5.5m× 5.3m、 深 さ25～ 30cmの 方形 を呈す る。竃は西壁に認め られ、主柱穴はPl、

P15、 P29、 P28、 P26で ある。床面は炭化物交じりの暗褐色土で硬 くない。

SB02bは 一辺5.8m、 深さ25～ 30cmである。竃は不明である。主柱穴は P30、 P32、 P12、 P29、

SB01-P5、 P12、 P31である。床下が茶褐色砂層なため床面 との差が明確である。床面は軟質であ

る。

SK14は 竃を調査中に竃口南東側に確認された。0。 94m× o.9m、 深さ0。 35mの平面円形で、招 り鉢

状の土坑である。SB02a・ bの付属施設と考えられる遺構で、黒褐色土に焼土や大きめの炭化物 と平
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

L331.00J

:暗褐色土に焼土と炭化物と褐色粒子が多く混じった層。
:1の暗褐色土に比べ焼土や炭化物が細かい粒子となって混入。
:暗褐色土に焼土と炭化物が多量に混入。
:暗褐色土に多量の炭化物ブロックを含み、焼土ブロックが入り交じる。部分的に焼土ブロックが多いところがある。
:暗褐色土に黒褐色土が混入して焼土や炭化物の小粒子を多量に含み、遺物が多く出土する。
:黒褐色土に褐色ブロックが混じる。炭化物や焼土粒を含む。

⊆ 331.50

O       tl :60,       2m

2

6 o (1:4) tocm:
第20図 牛出遺跡 第 2地点S B01

安時代の土器片が混在 しており、SB02aの 床下に確認された。竃の灰捨て場 と思われる。

遺物出土状況 :10017の杯 と椀が竃の横に並んだ状態で出土し、27028の 甕が竃内で潰れた状態で出土

している。31032は 現代攪舌L層から出土してお りSB01あ るいはSB05の 羽釜の可能性 もある。 80

11024029は SK14下 層、 304014024は 同上層より出土した。35は P21か ら、12は P26か ら出土し

た。22は SB05に 伴 う遺物の可能性もある。なお、13は SKllの 検出面から出土した。

出土遺物 (第 23024図 1～ 36、 第40図 109011013):土 師器 では杯 (1～ 13)、 椀 (14～ 20)、 鉢

(24)、 小型甕 (21～ 23)、 甕 (25～ 30)、 羽釜 (31～ 33)、 甑 (34)が、須恵器では甕口縁破片 (35)が 出

土した。この他に土師質土錘 (36)が出土した。SB02a覆 土から緑釉陶器の皿破片 2′点も出土してい

る。

杯は約 3法量あり底部は回転糸切 り無調整である。椀は 3法量あって、そのうちには黒色処理 をほどこ

すものとそうでないものがある。17～ 20の椀は内面黒色処理されており、19は 十字形の暗文がみられ、20

は十字に区切られた暗文の中に木の葉状の暗文 と綾杉状の暗文がみられる。甕・鉢・羽釜・甑類はすべて

ロクロ整形である。24の鉢は胴下半部がケズリである。27～ 29の胴下半部にはタタキ調整がみられる。30

032は 胴下半部にタタキ調整の痕跡がみられる。35の須恵器破片は酸化焔焼成である。36は SB07の 土
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第 4節 平安時代の遺構 と遺物

壱
PzePL長

1

0
Ｐ・９
０
◎

P18

◎

Ｐ３２θ

Ｐ２４
◎Ｐ６

◎

S B02b

⊆ 331.00

Ｐ‐
◎

野◎
　Ｐ２〈鴨）Ｐ３

Ｐ３００

S B02a

◎ P馬

1:暗褐色砂層中に焼土と炭化物を含む。
2:暗褐色土に焼土と炭化物粒子が混入した層。
3:暗褐色土に l cm径の焼土ブロック、と炭化物ブロックが多量に含有
4:焼土。天丼部落下部分。
5:炭化物が多く含まれる灰層。

6:2に類似する。暗褐色土に焼土と炭化物が混入した層。
7:3に 類似する。焼土と炭化物がブロック状に多量に含有。
8:黒褐色土に焼土や炭化物が混入した層。

9:黒色土に黄褐色粘土ブロックが混じる。焼土や炭化物が多量に含まれる。
10:褐色土に焼土ブロックが混入。
11:褐色土に炭化物混入。

12:褐 色砂層。暗褐色ブロック混入。

Ｐ．
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ωω書

Ｄ
一

|ロ

第21図 牛出遺跡 第 2地点 S B020 S K14

(土層注記は第22図 に記載)
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

錘 (第34図 10～ 26)よ りも大きく重い。同じ形態のものが長野市石川条里遺跡や松原遺跡で発見されてお

り、伴出遺物は古墳時代前期のもので、土錘は古墳時代前期のものと推定される。

鉄製品では、鉄鏃 1点 (第40図 1)、 刀子 1点 (9)、 餃具 (か こ)1点 (11)、 紡錘車の軸 と推定され

る棒状鉄製品、用途不明のリング状の断面方形の鉄製品 (13)が出土した。

S B02b

飴
」5 Fη｀

l ヵ

1

2

3

4

5

6

7

8

:焼土と炭化物ブロック。
:暗褐色土焼土と炭化物が多数混入。

:暗褐色土にわずかな焼土と炭化物混入。遺物包含層。

:暗褐色土 (Ⅲ層)

:暗褐色土中に焼土と炭化物が多数混入。遺物が多数包含している。

:黒褐色土に焼土と炭化物ブロックが混入し、やや固くなった層。

:3よ り黒褐色に近い色調の層で遺物が多数混入している。

:黄褐色砂層と暗褐色のブロックがまだらに混じった層。

黄褐色の方の割合が多い。さらさらしたした層である。

9:8に 類似するそうで暗褐色土の割合が多い層。

10:褐色10YR4/6の砂質層。

第22図 牛出遺跡 第

29

11:黄褐色粘土ブロック。

12:褐色粘土ブロック。

13:暗褐色土の5に 類似する層。遺物の混入が少ない。

14:黒褐色土中に暗褐色ブロックが斑に混入。

15:黒褐色土に焼土や大粒の炭化物、土器が混入。
16:黒褐色土に褐色ブロックが斑に混入。

17:黒褐色土に褐色小ブロックが斑に混入。少量の焼土と炭化粒子を含む。
18:焼土ブロックに炭化物混入。

19:黒褐色土に炭化物と焼土ブロック混入。(SB01の覆土)

20:黒褐色土に20mm径 の焼土や炭化物ブロックが混入。
21:黒褐色土 (10YR2/2)に 褐色ブロックが多く含む斑な層。

2地点 S B02遺物出土状況
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8

▼・ 冒 (

第23図 牛出遺跡 第 2地点 S B02出土遺物 (1)
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第 3章 牛出遺跡第 2地点
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0   (1:4)  10cm
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＼  レ`
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、
ム

34 0(1:3)5cm

第24図 牛出遺跡 第 2地点S B02出土遺物(2)

時期 と性格 :SB02の aOb住居 とも時期差の少ない建て替えられた住居と思われる。遺物から平安

時代後半のものと思われる。

SB04・ SK09(第 25026図 )

遺構の構造 三Ⅲ層上面より炭化物や焼土微粒子と遺物を多く含む層を確認。住居址覆土と考えたが、ⅡI

層と非常に類似 して区別できないため、東側に トレンチを入れたところ、床面と壁面を確認した。遺物の

出土状況などからプラン全体を把握した。西北壁は明確なプランがつかめなかった。壁面に粘土ブロック

を混入した様子が土層では確認できたが、覆土とⅢ層の違いが明確でなく、壁面を面で追うことができな

かった。東佃Iは調査区外のため未調査。

一辺約4.4m、 深さ約30cmの 方形 と思われる。竃は北壁にあり、石組竃と思われるが、東側が未調査な

ため全形は不明。柱穴はPl、 P2、 SK09(調 査中は土坑 として登録)である。 SK09は 直径0.7

mの 円形で深さ0.52mである。

遺物出土状況 :竃内からは23の甕が出土した。完形品の土師器杯・椀が多く、竃中からは406080

17013019、 竃周辺の北西側からは2030509010015が 出土し、竪穴住居址中央部には11014020

の椀が出土した。Pl上面からは7が、SK09で は25～ 27が出土している。SK09が 柱穴とすれば、
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上 331.00

1:黒褐色土に黄褐色土ブロックと焼土・炭化物粒子混じり。土器多数出土。

2:黒褐色土。

3:POl覆 土。黒褐色土に褐色ブロックが斑に混入。底部付近に土師器杯 (第 図 7)が伏せた状態で出土。

4:SK09覆 土。褐色土に褐色ブロック混入。

Ｂ
一

S K09

上 330.50

1:黒褐色土に褐色ブロックをごく僅かに混入。

炭化物や焼土粒子を含む。

2:1に 大粒な褐色ブロックが混入。

3:黒褐色土に斑に褐色ブロック (30%)混入。

Ｂ
一

0    (1:60)

第25図 牛出遺跡 第 2地点 S B04

名 31.00

25

- 45 -一
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

S B04

l〒|
9

¬  ノ

S K09

o (t: l) locm

-

第26図 牛出遺跡 第 2地点 S B040 S K09出土遺物

住居廃絶時に柱 を抜いた後、意識的に入れられたものではないか と思われる。22の甕は検出面のⅢ層より

出土 した。

出土遺物 (第 26図 1～ 24025～ 27):土師器杯 (1～ 10)は 1～ 6、 708、 9010の 3法量に分けら

れる。土師器椀 (11～ 20)は 13、 14～ 16020、 17018、 19の 4法量に分けられる。13～ 19は 内面、20は両

面が黒色処理 される。12は 口縁部が非常に大 きく鉢の可能性 もある。外面のロクロ痕が顕著で、 SB01

の第20図 405の椀に形態が類似する。13は 高台がやや高めであるが全器高は低 く、外傾する。法量は異な

るが17018と 同形態である。これらは土師器盤に類似する器形である。14～ 16019020は 腰の部分がやや

丸みを帯びる形態であり、前者の形態の椀 とは異なる。

21～ 24は土師器甕である。21は小型甕であり、22は 日縁部が外反する長胴の甕である。23は 回縁部が直

立し胴部の張る器形で、胴部下半にタタキ調整がみられる。24は 両面黒色処理された甕である。22と 23の

甕の形態差は時期差 と思われ、23の方が時期を新 しくする。

25～ 27は SK09内 出土の土師器杯で、25は 6に、26は 7に 類似し、27は 9010に法量が類似する。

時期 三SB02と 同様の平安時代後半の様相を持つ住居址である。12の椀 と同形態の椀を出土するSB

01も 時期を同じくすると思われる。
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SB050SK04・ 05・ 07(第 27028図 )

調査経過 と遺構の構造 :Ⅲ層上面で杯など完形品に近い形のものが出±。 トレンチなど縦横に入れ精査

したが、プランが明確できず、Ⅲ層の検出面をわずかに掘 り下げた時点で住居址床面が露出した。壁が残

存せず、千曲川の洪水によって覆土が流されたものと思われる。東側はSB09に よって破壊 されてい

る。SB05の 床面の検出中にSK04、 SK05が 検出された。これらの土坑はSB05と 関連する可

育ヒ性がある。

柱穴はSK07(発 掘時に土坑 として登録 )、 P10、 P5、 P7、 P6と 思われる。石組の竃が南東側

にみられるが、焼け石が散乱しており破壊されている。床面は黒褐色土に焼土炭化物が混入している貼 り

床である。柱穴と遺物出土状況から一辺約 5mの方形の竪穴住居址 と推定する。

SK04は 2.2m× 2.2mの不整形土坑で底面 も凸凹である。深さは0.3m。 覆土上面にSB05の 床面

が一部残存してお り、下層は黄褐色土ブロックを混在させた暗褐色土の砂質層である。

SK05は 0.5m× 0.7m、 深さ0。 17mの 円形を呈する。上層に焼土が混入しているが、下層は暗褐色土

に褐色ブロックが交 じり焼土がなく、 SB05の 床面の土 とは異なる。遺物はほとんど上面より出土す

る。20cm大の偏平な礫がSB05床 下にみられ、その脇に甕が潰れた状態でみられた。下層に遺物はな

い。

SK07は 1.2mの円形プランで内径0.5m× o。 7mの断面ロー ト状で、深さ0。 3mである。 SK04に よ

って半分破壊されていた。覆土はSB05の 他の柱穴 と同様な覆土である。SB05の 柱穴である。

遺物出土状況 :10は SK05の 上面や SB05の 床面からも出土している。3は Ⅱ層中から完形で出土

している。洪水の際千曲川方向に流されたものと思われる。11の羽釜は竃から出土している。 SK04の

上面や、SK07の 上面にあった遺物はSB05床 面の遺物 と思われる。1・ 607011出 土状況からSB

02の遺物の可能性がある。

出土遺物 (第28図 1～ 19):SB05出 土の土師器は杯 (1～ 6)・ 椀 (708)・ 片口鉢・甕 (90

10)・ 羽釜 (11)が みられる。杯は、 102(9.6～ 10三 2.5cm)、 304(11:3m)、 5(14:4cm)の 3

法量みられる。 6は 内面黒色処理、8は両面黒色処理されている。SK05出 土の土師器小型甕 (17)は

SB05の 甕 と違い口縁部が外傾 している。SK07よ り出土した土師器杯 (18019)は SB05の 杯 5

に法量が類似する。

SK04で は黒色処理された杯 (12)、 黒色処理された片口鉢 (13)、 小型甕 (14)、 長胴の甕
´
(15016)

が出土した。15016は 同一個体の可能性がある。

SK05で は小型甕 (17)、 SK07で は杯 (18019)な どが出土した。

時期 と性格 :遺物から平安時代後半期の住居址 と思われる。

SB06(第 29～ 32図 )

調査経過 三Ⅲ層上面よりR02の 北西側に焼土の部分 を確認。周辺に遺物が集中出土し、またR01の 南

東側にも完形の土師器杯が多く、プラン確認を行った。しかし住居址の明確な範囲をつかめなかった。さ

らに掘 り下げた段階では、北東側に遺物の集中部分が見られ、破片の遺物が多くなり、遺構のプランを確

認した。

遺構の平面形状 と竃と思われる複数の火床面から、 3棟の竪穴住居址の重複 したものと判断し、整理作

業の段階でR02の 焼土部分をSB06a、 南側に確認された方形プランをSB06b、 北側のものをS

B06Cと した。遺物は分布範囲と高低差で所属する遺構を区別した。SB06a・ bは遺物 とその分布

状況のみ提示 した。

遺構の構造 :SB06aは 焼土のみである。 SB06bは 床面と南西側の端に竃の底面が検出された。
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S B02b

◎P8◎
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P6◎
:灰赤色土。焼土や炭化物粒含む。
:焼土ブロック
:褐色砂層に暗褐色土含有。

⊆ 331.00

“

/

三
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Ш
‐

Ｄ
一

Ｂ
一

K04
・ヽ

S K05

L331.00

Ｓ

ヘ

Ａ
一

Ｂ
一

Ｂ
一

生 331.50

暗褐色土に褐色ブロックを僅かに含む。

暗褐色砂層に褐色の大きなブロックが所どころに含まれる。

2よ りも多くのブロックが含まれる。

黄褐色土に暗褐色土混じり。 o    (1:30)    lm
暗褐色土に褐色土・炭化物・焼土プロックを含む。

暗褐色土に焼土・炭化物粒子を含む。

褐色砂層。 1:暗褐色土に焼土を含。
2:暗褐色±20%褐色ブロック混入。

第27図 牛出遺跡 第 2地点 S B050 S K04005007

Ｂ
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7
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第28図 牛出遺跡 第 2地点 S B050 S K04005007出 土遺物
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第29図 牛出遺跡 第 2地点 S B060 S K15遺物出土状況

33 S B06C竃

一- 50 -一



第4節 平安時代の遺構と遺物

SB06bの 床下からSB06Cの プ
)ラ

ンが検出された。SB06Cは 4.35m× 4。 lm、 深さは25cmの方

形を呈する。北東壁の東隅寄 りに煙道 と竃の心材に用いられた思われる石が破壊 された状態で確認され

た。竃の回はやや凹んでお り、甕などが多 くみられる。主柱穴はP3,P12,P9,Pllの 4本 と思われる。覆

土は暗褐色土中に黄褐色粘土ブロックを斑に含有する。

SB06Cの 付属施設 と思われるSK15は 約0.6m× 0。 7m× o.2mの 深いもの と、0。 7m× o.4m×

0.08mの 浅いものが切 り合った不定形である。 SK15内 にSB06Cの 竃付近の遺物が流れ込んでお り

(第29図右下 )、 竃の灰を一時置 くための土坑に土器が流れ込んだと推測される。土師器杯・長胴甕等 (第

32図 41～ 46)が出土した。

SB06Cの 覆土中にSB06bの 床が構築されていることから、SB06C→ SB06bの 構築順が

明らかとなったが、これらとSB06aと の構築順は確認できなかった。

遺物出土状況 (第29図):1～ 8011～ 15は SB06b床 面から出土した。29も 層位的にSB06bの 可

能性がある。 SK15の 45は 16と 形態が類似 してお り、SK15上 面より出土した。15028036は平面分

布ではSB06bで あるが、床面より深い層で出土した。

SB06Cの 竃では31033034035038の 甕が、竃周囲では17024025が出土した。SB06中 央部か

らは39040の 甕 と甑が出土している。第32図 41042の 甕の接合破片の多くはSB06Cの 竃口元から出土

口
|

曇
ｏｏ

ｏ
‐

Ｂ
一

E一 F
l:焼土。

2:黄褐色土に暗褐色土混じり。

3:黒褐色土に褐色土が混入。

L331.00

上 331.00

C― D
l:暗褐色土に1～ 2 cmの炭化物ブロックを多量に含む。

2:黄褐色粘土ブロックを多量に含む暗褐色土層。炭化物粒子を含む。

3:粘土ブロック

4:暗褐色土に大粒の黄褐色粘土ブロックが斑に多量に含有。

第30図 牛出遺跡

Ｆ
一

5:3に類似するが黄褐色粘土ブロックが少ない。
6:黒褐色土に細かな褐色ブロックを多量に含む。
7:黒褐色土。
8:黄褐色粘土ブロックの中に暗褐色土が斑に混入。床面。
9:黒褐色粘質層。

第 2地点 S B06C

Ｅ

一　
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Ｐ
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第3章 牛出遺跡第2地点

しその一部が SK15の 下部か ら出土 している。

出土遺物 (第 31・ 32図 1～ 46):1～ 28030～ 46は 土 師器、29は 灰 釉、30は 緑 釉 で あ る。 1～ 80

11～ 13・ 15は外傾度が きつ く、器壁厚手の杯であ り、 1～ 8、 11～ 13、 15の大 きさで 3分類できる。14は

内面黒色処理 されている杯 であ り、器壁が薄い。17～ 25は器壁の薄い杯 で腰部が少 し湾曲す る形態であ

る。24025は 内面黒色処理で12～ 14の大きさに類似する。26～ 28は椀であり、26027は 内面黒色処理され

ている。27は 口縁部 と底部が欠損しているが、26よ り大きいと思われる。29は灰釉の皿で、30は緑釉の稜

皿である。31～ 33は小型甕。34・ 35は鍋型土器で同一個体 と思われるが、接合せず器高は不明636は 羽釜

で、鍔が一巡 りせず3～ 4カ 所に短 く切れるタイプである。37は鍔が一巡 りする羽釜である。

38039041～ 45は長胴の甕、40は甑である。38の 口縁部は肥厚 し内湾する。39は 口縁部が玉縁状であ

る。41042は 口唇部に丸みがあり、肉厚で類似する。43044も 日縁形態が類似する。同一個体の可能性が

ある。45は SB06の 16039の 口縁形態に類似する。40は上越地方 (旧正善寺川遺跡 図版161 新潟県

埋蔵文化財調査報告書第60集 1994)に みられる甑である。甕の口縁部のようにくの字状の器形を甑の底

部開口部 としている。 2孔一対で 4つの穿孔部分 を持ち、胴部は膨らみを持ち、胴部から口縁部 まで余 り

つぼまらず、日縁部は底部開田部よりも大きい。口縁部は折 り曲げ口縁で月巴厚する。

41～ 45は長胴甕である。41042は 口唇部に丸みがあり、肉厚で類似する。43・ 44は 同一個体の可能性が

ある。45は 16039に 口縁形態が類似する。46は椀であり、内面 と口縁部に赤彩されている。

棒状鉄製品 1′点 (第40図 5)と 鉄滓 1′点が出土した。

遺構の時期 :出土遺物より何れも平安時代後期 と思われる。SB06Cは 10世紀代、SB06bは 11世

紀代 と思われる。SB06aは 伴 う遺物が限定できず、時期は不明である。

SB07(第 33034図 )

遺構の構造 :西側は調査区外のため未調査。方形で規模は6.5m× (4。 5)mであるが、遺構の北西側に

は柱穴がなく、砂質土が貼られ他の床部分よりも約 6 cm高 くなっている。床面上は全体に大粒の炭化物が

多くみられた。 P10P50 Pl10 P200 P230 P250 P26・ P27は深 く掘 りこまれていることから柱穴

と思われる。他にもピットが多数検出されており柱穴であることも考えられる。このように柱穴の数が多

いことから、上部構造の建て直しがあったと推定される。主柱穴は、配置関係からP10P19・ P24・ P

25、 またはP50 Pl10 P190 P26な どの組み合わせが考えられるが、建て直しによる柱穴の変遷を実証

するデータは得ることができなかった。柱穴の掘 り方は上方が太い円柱状で、下方は細い円柱形態であっ

た。また柱穴の部分は床面で焼土が確認され、柱が建ったままで火を受けた状態が窺えた。南東壁に焼土

と焼け礫が纏まって出土した。竃と思われるが、破壊されていてはっきりした構造がつかめなかった。 S

K20は 長軸0.75m深さ0。 45mの楕円形のような形状の土坑で、上面にSB07の 覆土がみられる。下半

部は南北に堆積状況が違い、北側は埋め戻 したような堆積であり、南側は柱穴のような部分がみられる。

SB07の 施設と考えた。

遺物出土状況 :1の杯 と7の羽釜は下層覆土中から出土し、 203の 杯は柱穴内から出±。 8は床下壁

際から出±。土錘はほとんどがまとまり、覆土下層から出土している。

出土遺物 (第 34図 1～26):1～ 8は 土師器、 9は 須恵器、10～ 26は 土錘である。 1～ 4は杯で、 1

～ 3は器壁が薄 く、 4は器壁がやや厚 く口縁部が外反している。 506は椀で、 6は 内外面黒色処理され

ている。 7は鍔が巡る小型の羽釜である。 8は手づ くねの小型甕で、丸底であり、出土状況から時期の違

いも考えられる。 9は須恵器の凸帯付四耳壺である。10～ 25は 同形態の土錘である。なお、26は遺構外

(R18グ リッド)出土の土錘で、 SB07出 土の土錘より約 2倍の長さがある。

鉄鏃 1′点 (第 40図 2)、 棒状鉄製品 1′点 (4)、 楔形鉄製品 1′点 (7)、 鎌 Pl′点 (8)、 用途不明の鉄製
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第31図 牛出遺跡 第 2地点 S B06出土遺物 (1)
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＼_/‖

第 2地点 S B06出土遺物 (2)

一- 54 -一

0   (1:4)  10cm

劇44

第32図 牛出遺跡



調査区外

第 4節 平安時代の遺構 と遺物

C― D
l:暗褐色砂層中に焼土と炭化物粒子を多く含む。
2:黒褐色土に焼土や炭化物小ブロックを多く含む。
3:黒色土に焼土や炭化物の大ブロックを含む。
4:焼土や炭化物小ブロックを多く含む暗褐色砂質層。
5:黒褐色土に褐色ブロックが混入した砂質層。

炭化物粒子を含む。

E― F
l:焼土炭化物混じりの暗褐色土。焼土化した煙道部。
2:赤褐色土に炭化物ブロックと焼± 5 mmブ ロックが斑に混入。
3:2に炭化物の大きなブロックが混入。
4:黒褐色に炭化物、焼土、褐色ブロックなどが斑に混入。

::量娼雹童[留鰈革量童:避[[先
鼎征の量が多胤, いの 争

7:焼土に炭化物や褐色土が混入 (竃下面)

K20 8:3と 褐色土が混じった層

O PSＣ

一

Ｐ

ωω‥
D

S K20
1:炭化物・焼土の小粒子を多量に含む。

|ロ |ロ

」⊆ 3鋼 .Oo
Ｄ
一

2:黒色の強い黒褐色土に焼土ブロック状に含む。
3:焼土と炭化物が層を成している。
4:褐色土層
5:2よ り黒色の薄い2に 類似する層。
6:5よ り焼土の量が多い層。
7:黒褐色土に褐色ブロックが混在。
8:褐色付 くに焼土炭化物ブロック混入。
9:8よ り褐色土の色調の強い層。
10:黒褐色土層

第33図 牛出遺跡 第 2地点 S B070 S K20
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第34図 牛出遺跡 第 2地点 S B07出土遺物 と出土状況
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第4節 ‐
平安時代の遺構と遺物

品 1点 (12)、 鉄滓 2点が出土 した。

時期 と性格 :出土した遺物がほとんど破片であり、竃内にも遺物が残っていない。柱穴上面が火を受け

たような状態であるが、遺物の状況から火災によるものではなく廃棄 した後に焼失した可能性があろう。

また、北西側から南東側に位置をずらして立て直しを行った住居 と思われる。

時期は平安時代後期の住居 と思われる。

SB08(第 35図 )

遺構の構造 :ほ とんど床面 も残存 しないような状態であったが、5.2m× 5.25mの 方形 と思われる。竃

は西側中央にあり、石組竃であったと思われ、礫が散舌Lし ている。P20P3は 浅い柱穴 と思われる。 S

K16は 竃脇の焼土灰捨て土坑 と思われる。

遺物出土状況 :覆土が失われてお り遺物は少ない。 102は 床下、 3は SK16と 竃内から出土した。

1は ほぼ完形品である。

出土遺物 (第 35図 1～ 3):1～ 3は 土師器の杯である。 3は内外面黒色処理されている。 102は 器

壁が厚い外傾の強い杯である。 1は SB06の 第31図 2に 法量や形態が類似 し、 2は SB06の 第31図

18～ 20の法量や形態が類似 している。他に鉄滓 1点が出土した。

時期 :出土遺物より平安時代後半の住居址である。

SB09(第 35図 )

遺構の構造 :東側は発掘区域外にて未調査。一辺3。 8mの方形であると思われる。SB05の 床面確認

中にSB05の 床を切った形でSB09の プランを確認。南コーナー部分のSK06は SB05よ り古い

土坑である。竃は確認されず、ピットは 6ヶ所確認しており、深 くはない。床面は砂層ブロックが混入し

た硬 くない面である。壁高は13cmで地山が砂層で崩れ易い。

遺物出土状況 :Pl上面に墨書された杯 (第 35図 5)が潰れて出±。6は壁面で出土している。

出土遺物 (第 35図 4～ 6):4～ 6は 土師器の杯である。 5は 内面黒色処理されている。外面に「今」

の墨書がみられる。 6も 内面黒色処理されている。

時期 三SK06、 SB05よ りも新 しいが、大きな時期差のない平安時代後半の住居 と思われる。

SB14(第 36～ 38図 )

遺構の構造 :5.Omの方形のプランで、西側部分が調査区域外。北東側部分はSB06bに よって壁面

が壊されている。竃は砂岩 と粘土で築かれた石組の竃であったと思われるが原形をとどめない。ピットを

7ヶ所確認 した。床面は軟 らか く、同一面 として検出できなかったが、床面形成前の掘方面が確認でき

た。

遺物出土状況 :竃付近から甕や羽釜など多くの煮沸具が出土 した。竃の回りには椀や杯などの食膳具が

多くみられる。平安時代の土器に交じって多数の古墳時代の土器片が混入している。

出土遺物 (第 37・ 38図 1～ 43)三 1～ 17021023～ 43は土師器、18は須恵器、19020022は 灰釉陶器で

ある。 1～ 6014016017は 杯である。 203以外は法量が一定ではない。 506は他の杯よりも法量が

大きい。 6は内面 ミガキがみられ黒色処理されていたと思われ、底部外周ケズリがみられる。16は 内外面

黒色処理されている。17は 内面赤彩されている。 7～ 13015は椀である。 7～ 13は 内面黒色処理されてい

る。18は 高台付き杯である。19の灰釉陶器は光ヶ丘産の皿と思われる。20は漬け推卜けの皿である。22は短

頸の瓶である。21は 内面 ミガキのある鉢。23は 内面黒色処理された口頸が くの字状になる鉢である。24は

小型甕。25～ 28032～ 35038～ 39は長胴の甕である。35は胴部にケズリがみられる。39～ 43の拓本は長胴

甕のタタキロである。39は大きめの格子目であり、40～ 43は 横位の平行タタキロである。38は 平行タタキ

目を縦位に施 している。36は平底の小型甕の底部 と思われる。29は 鍔が巡るタイプの羽釜である。30031
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A― B
l:暗褐色砂層に焼土 と炭化物粒子混入 (SB08覆 土 )

2:黒褐色土に焼土や炭化物 1-2 cmプロックが多量に混入。
.3:暗

褐色土に大 きな焼土ブロックや炭化物が多量に混入。

4:2に 類似。焼土プロックがやや少ない。

5:黒褐色土に焼土混入。

6:黒褐色土に焼土ブロック混入。

7:暗赤褐色が混 じった黒褐色土。

8:粘 土。

9:焼土。

1:黒色±。黒褐色土に焼土や炭化物粒子や

ブロックが混入。

2:炭化物層

3:黒褐色土層に褐色ブロックや焼土を含む。

o     (1:60)    2m

SB09

S馴

生 S B09

:暗褐色土に褐色砂層ブロック斑に混入。

:暗褐色土に褐色砂層プロックが多く斑に混入。

:暗褐色土に褐色土 と焼」1と 炭化物ブロックが混入。

第35図 牛出遺跡 第 2地点 S B080 S B09
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第 4節 平安時代の遺構 と遺物

は甑底部の開 田部である。他に、鍬・鋤先の破片 (第 40図 6)1′点、砥石 (第 12図 7)が 1′点出土 した。

時期 と性格 三遺物の様相か ら平安時代後半の ものと思われ る。

SB16

調査区の西壁際の SB15覆 土上層に竃の一部分 を確認 した。 しか し、竪穴住居の大半は調査 区外にあ

り、地層断面によって位置を把握す るのみに終わった。 この遺構 を調査後の整理作業中にSB16と して

登録 した。土師器の甕、土師器の杯・椀、黒色処理 された杯・椀・甕の破片が出土 した。

SB19

調査区南隅の調査区域外 との境の壁面付近のⅢ層下面からⅣ層上面にかけて、小 さな破片遺物が集中出

土 した。明確な遺構の確認ができないため遺物の出土位置を全て記録 した。地層断面にもはっきりした遺

構の立ち上が りを確認できなかったが、遺物の出土位置はほぼ方形の範囲を示 し、竪穴状の遺構があった

可能性 を認めて、整理作業時にSB19と した。全体図に遺物分布範囲のみを示 した。

出土遺物は土師器の杯・椀・甕、黒色処理 された杯・椀などの破片である。平安時代半ばから後半の時

期の遺構 と思われる。

01

ο
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lご([」)

11製 4

⑨

５

13・

P6
2L  li

．晶

ｏ
‐

上 331.00
Ｆ
一

Ｂ
一

L331.00

1:暗褐色土層。焼」1と 炭化物 とf11器 片 litじ り。

2:黒褐色」1に 焼」1ブ ロックと炭化物 ,i古 じり。

3:焼土プロック。 カチカチに岡まっている。

4:焼 土 と感想 した粘土が l■
rllま って斑に見られる。 (竃袖部分 )

5:焼けイi(砂ガ|)

第36図 牛出遺跡 第 2地点 S B14

0    (1:60) 2m

黒褐色」1で焼土や炭化物、遺物混 じり。

6に 類似するが黒色が強い。

黒褐色」1に 炭化物焼土粒子がわずかに混 じる。

黒褐色」1。

赤褐色焼土

ン

0123占 り
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27

15

28

第37図 牛出遺跡 第 2地点 S B14出土遺物 (1)
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5
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0   (1:4)  10cm

第38図 牛出遺跡 第 2地点S B14出土遺物(劾

2 土坑

SK01(第 39図 )

1.3m× o.6mの隅丸の長方形。深さ約10cmである。覆土中には拳大の河原石が配列される。覆土には焼

土や炭化物粒が混在しているが、河原石は火を受けていない。火葬骨などの埋葬が推察される。断面中央

-61-



第 3章 牛出遺跡第 2地点

生 330.80

:暗褐色砂層。焼土炭化物ブロック混合
:1と Ⅲ層中間層的

S K12

生 330.70

S K10

01

:暗褐色土に褐色土が30%混入。炭化物を含む。(SB02床面)

:黒褐色土に褐色±40%混入。焼土や炭化物含。

:黒褐色土に褐色±40%を 混入。焼土や炭化物含。

S K06

A331.00 1:暗褐色土に炭化物ブロック混入。褐色土粒子 も含む。
(土層05の竃横の小土坑と思われる)

2:焼土層 (土層05の竃横の小土坑と思われる)。

3:炭化物層 (土層05の竃横の小土坑 と思われる)。

4:焼土層 (土層05の竃横の小土坑と思われる)。

5:暗褐色土に褐色土粒子が20%混入 (土層05の竃横の小土
坑と思われる)。

6:暗褐色土土層 (皿層)。

7:暗褐色土に褐色土粒子20%混入。
8:暗褐色土に焼土・褐色ブロック (20%)が混入。
9:黒褐色土に炭化物粒子が混入。  

・

10:暗褐色土に褐色土 (10%)が混入。 (壁 が崩れたものと
思われる。)

0  (1:4) 10cm

S Kll

上 329.70

:黒褐色土 (7.5YR2/2)。 黒褐色土の粒子は粗くぼそぼそしている。土器が多く含有。
:黒褐色土に褐色土 (Ⅵ層)ブロックが混入。

0     (1:30)
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1:黒褐色土に炭化物 (l cm)を 含。

2:褐色土層に黒褐色土が斑に混入。
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第39図 牛出遺跡 第 2地点 S K010060 10011
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第3章 牛出遺跡第2地点

SKll(第 39図 )

SB02の 床面検出中に確認。切 り合いはSB02の 柱穴 P26が SKllを 切っており、SB02よ り

も古い土坑 と思われる。1。 3m× 9。 5m深さ0.25mの 楕円形を呈している。覆土上部より平安時代の遺物や

大きな礫が出土した。平安時代後半で性格不明の土坑である。

SK12(第 39図 )

SB06Cの 西側プランを確認中楕円形のようなプランを確認。0.85m× 0。 53m、 深さ0。 25mの不定形

な断面箱型の土坑である。平安時代の遺物 と古墳時代の遺物が混在 している。 SB06Cの 遺構を切って

おりそれよりも新 しい遺構である。SB12か ら出土した遺物はSB06Cと SB17の 遺物が攪舌Lさ れ

て混入したものと思われる。

金属器 (第 40図、第 2表 )

牛出遺跡第 2地点では鉄鏃 2点(紡錘車の軸 と推定される棒状鉄製品 5点、鍬・鋤先 1′点、楔形鉄製品

1点、鎌 Pl点、刀子 1点、餃具 (か こ)2点 、用途不明の鉄製品 2点が出土 した。その他鉄滓が13点 出

土 した。鉄滓はSB01006007008の 遺構内と、 R02006・ 07グ リッ ドより出土 した。

第2表 牛出遺跡 第2地点鉄製品一覧表

図版番号 出土地ン点 器種名 整理番号 取上番号 備  考 図版番号 出土地′点 器種名 整理番号 取上番号 備  考

第40図 3 SB01 棒状鉄製品 295 第40図 2 SB07 鉄 鏃 277

SB01 鉄 滓 第40図 4 SB07 棒状鉄製品 254

SB01 鉄 滓 140 第40図 7 SB07 楔形鉄製品

第40図 1 SB02 鉄 鏃 731 第40図 8 SB07 釧熊P

第40図 11 SB02 帯金具 573 SB07 鉄 滓

第40図 13 SB02 不 明 455 SB07 鉄 滓

第40図 9 SB02 刀 子 519 SB08 鉄 滓

SB02 不明 (鉄片) 第40図 6 SB14 鍬・鋤先 Pitl内 出土

SB02 棒状鉄製品 R02グ リッド 鉄 滓 79 5′点

SB02 不明 (鉄片) R06グ リッド不明 (鉄片)

第40図 5 SB06 棒状鉄製品 285
床面出土。断面方形
の部分もみられる。

R06グ リッド 鉄 滓

SB06 鉄 滓 279 第40図 10 R06グ リッド 帯金具 5013

第40図 12 SB07 不 明 R07グ リッド 鉄 滓

第 5節 中世の遺構 と遺物

遺構

SE01(第 41図 )

Ⅲ層中では明確なプランがつかめず、SB01検 出中に床レベルから明確な円形プランが検出された。

南北約 1。 9m、 東西1.5m、 深さは検出面より1。 4mの楕円形を呈する。覆土上部は側壁が壊れて堆積 した

後に埋め戻 した様子が窺える。覆土上層よりSB01の 覆土に包含されていたと思われる平安時代の遺物

が出土したが、他に出土遺物はなく遺構の時期は不明確であるが、SB01の 覆土や遺物が混入している

様子からSB01以 降で基本土層Ⅱ層堆積以前の遺構 と思われる。第 1地点の井戸址に類似 し、その関連

から中世の井戸と推定される。

SD01・ SD02(第 8図 )

SD01と SD02は 約9.6mの間隔で平行 して走る溝である。褐色砂層 (Ⅱ 層)中に暗褐色土の帯状

の部分 を検出した。 SD01は 幅50cm前後、深さ 6～ 10cm、 長さ約37mを 確認 した。SD02は 幅80～
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第 5節 中世の遺構 と遺物

140cm、 深さ約10cm、 長さ14。 4mを確認した。SD02よ り青磁・珠洲焼きの甕 (第42図 203)が 出土

した。出土遺物より中世の溝 と推定され、第 1地点の中世の建物址群 と関連する遺構 と思われる。

01

8

01

L331.50

:暗褐色土に中に褐色粒子が同量まだらに混入。
:黒褐色土に黒色炭化ブロックを含む。一部に褐色土粒子が含まれる。
:2に わずかな褐色粒子を含む。所々に炭化物粒子が含まれる。固くしまっている。
:黒褐色土に炭化焼土褐色粒子を多量に混入させている。ボソボソしている。
:3に褐色ブロックが多く含まれる。 3よ り暗褐色土に近い色調であり、炭化物が含まれる。

6:5に 類似するが、黒褐色土で褐色土ブロックが含まれ斑である。
7:黒褐色土に同量の褐色ブロックが含まれ、焼土や炭化物が含まれる。
8:6に 類似し褐色ブロックがわずかに多い。
9:8に 類似 8よ り褐色ブロックが多い。
10:9に 類似。黒褐色土と褐色ブロックの量が同量で斑。
11:10に 比べ褐色ブロックが小さく黒褐色である。
12:褐色土に黒褐色土が斑に混入。側壁が崩れたものと思われる。
13:褐色ブロック。
14:黒褐色土中に褐色の大きなブロックが詰まった層。
15:10類似した層。径 5 cmの褐色ブロックが含まれ、10よ りもぼそぼそしている。
16:褐色ブロックが黒褐色土より多く斑な層。ボソボソした層。
17:15に類似した層。
18:褐 色粘土層。やや くすんだ感じの層。
19:16に類似。この層から水が染み出してくる。
20:褐色粘土層に暗褐色層が混入している。
21:褐色粘土層中に黒褐色土が層を成してサンドイッチ状に混在に。
22:黒褐色土中に褐色と黒褐色土の混合した層がサンドイッチ状に混在。
23:褐色と黒褐色土が層状に混入。黒色の植物炭化層が見られる。
24:黒褐色土に褐色土が斑に混入。

第41図 牛出遺跡 第 2地点 S E01

出土遺物 (第 42図 1～ 4)

口
|

Ｂ
一

m

1と 2は 中世青磁碗で、連弁文がみられ、 1の連弁にはソギがあり

にタタキがみられ、内面にははっきりした円形の当て具がみられる。

甕の破片と思われる。 4は珠洲焼きの招 り鉢の破片と思われる。

、古い要素がみられる。 3は綾杉状

胎土やタタキの状態か ら珠洲焼 きの

＼田| ∠

0  (1:4)  10cm

第42図 牛出遺跡 第 2地点中世出土遺物
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

第 6節 成果と課題一善光寺平北部の古墳出現前夜―

中野市・飯山市・長野市北部など、善光寺平北半部では、近年、畿内庄内式に並行する段階の資料の蓄

積が進展した。当センターでも中野市内の大規模開発に伴う調査の結果、当該期の遺跡として、七瀬・栗

林遺跡の報告書干J行以来、先年には沢田鍋土遺跡・牛出古窯遺跡などを報告し、本書でも牛出遺跡を掲載

している。本書が一連の調査の最後の報告であるため、これらの相互関係についてまとめておきたい。

1 段階設定

七瀬・栗林・安源寺・牛出・牛出古窯・沢田鍋土・がまん淵の各遺跡は、中野市内の高丘丘陵に位置

し、半径 2 km程度の範囲に所在する。後述するように各遺跡のおかれた歴史的状況によって外来系土器と

の関わり方が異なることは予想されるものの、土器様相がほぼ同一の状況を示す範囲は、ここで取り上げ

る諸遺跡の分布範囲を越え、少なくとも飯山市・長野市北部には及びそうである。中野市内の間山遺跡は

当然それに含まれるであろう。

七瀬遺跡では、在来器種の様相に基づいて1～ 3段階を設定し、そのうち第 2段階を古・新に三分し、

第 3段階も三分できる可能性が指摘された。この段階設定の他地域との並行関係は、搬入土器あるいは外

来系土器の型式を基準として、おおむね第 2段階を加賀の漆町編年 304群、濃尾の廻間編年 I式に、第

3段階をそれぞれ506群、Ⅱ式にあてた。さきの牛出古窯などの報告においては、同様の視点から各遺

跡の時期的位置について、おおむね、がまん淵の後に沢田鍋土・牛出古窯を置き、がまん淵を七瀬第 2段

階 (新 )、 沢田鍋土を第 3段階、牛出古窯を第 3段階後半に、それぞれ中心を置くものとした。いずれの

遺跡も継続期間が短く、遺跡内において土器様相に大きな変化はない。

以上の遺跡に牛出遺跡他の資料を加えて、次のように段階設定する。なお、この段階設定は土器の様式

的検討を目的とするものではないが、この地域における歴史事象を位置付けるための前提として行うもの

であり、必然的に様式変遷に対する理解を含んでいる。ここでそれを示すだけの準備がないため、その内

容については別稿で提示したい。

第 1段階 (七瀬SB40130が まん淵SD01)
七瀬第 2段階 (古)に相当する。七瀬SB4013・ がまん淵SD01に は在来甕の球胴化傾向や北陸

系土器の様相に違いが認められる。初めて北陸系土器が組成に一定の比率を占めることから、これを第 1

段階として、それ以前との間に画期を見た。しかし、この段階の土器交流は、以後の庄内並行期の土器の

広域交流に対する一般的評価とは、意味が異なるものと思われる。これ以前の検討を行っていない今、こ

の段階をもって土器の様式的画期と主張するつもりではない。七瀬の報文では北陸系甕の比率の多寡が、

時期的変遷と相関することを明らかにしたが、外来系土器のありかたは遺跡・遺構によって異なることも

予想される。外来系の漸増のみを新古の根拠とはできないであろうが、資料がそろえば、在来器種の形態

・組成によって、古相・新相に細分し得ることが予想される。
|が

まん淵SD01は集落を画する環濠であり、出土土器は集落廃絶時に一括投棄されたと考えられるも

のであり、以後のものが含まれる可能性はほとんどない。がまん淵遺跡の住居址資料も同様である。これ

らのなかには、前段階にさかのぼる可能性のあるものも含まれるが、集落の継続期間は短期間であったと

考えられる。

第 2段階 (七瀬SB140栗 林28住 )
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第 6節 成果と課題

七瀬第 2段階 (新)に相当する。七瀬SB14で は北陸系の甕が一定量存在し、在来の高不の低脚化等

が見られる。甕以外では外来系土器は目立たないが、高不・鉢等の小型器種が少数存在する。

第 3段階 (七瀬 SB16)

七瀬第 3段階の前半に相当する。外来系甕、 とくに東海系の比率が高い。ガヽ型器台・小型高不等は少な

いが、確実に存在する。壺 0甕類は多様であり、七瀬SB16で はS字甕A類を伴 う。櫛描文の在来系壺

・甕類の比率は外来系を下回る。

ー

訳

率 多 : ミ

/

澁

雨

W

睾/  讀」
第43図  (上から)1020304段 階の土器 (七瀬遺跡)1:8
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

七瀬 SB160SB17は 細分の可能性を考えながらも一括されたが、在来甕・高不、外来系の壺・甕

・高不・器台等の様相が異なることをもって前者をこの段階にあてる。

第 4段階 (七瀬SB17、 牛出古窯SB08010)

これ以後定着する小型器台等が一定の組成を占めるものを第 4段階とする。七瀬 3段階の新 しい部分を

含む。多様な小型器種が存在するが、組成は定着していない。

在来甕・高不・器台の形態、甕の組成から、七瀬 SB17を 古相、牛出古窯SB08010を 新相 とし

て細分できる。

第 5段階 (牛出SB03018、 牛出古窯SB04005006007009)

櫛描文の在来系壺・甕類はさらに減少 し、在来甕はこの段階半ばで消滅する。甕は多様 となり、布留傾

向甕類似の甕も見られる。赤彩の大型壺は伝統的構成を残すが、パレス壺などの影響の下に再構成された

ものであろう。これもこの段階をもって消滅する。

在来甕の有無、高不・器台等の変化から、牛出古窯 SB05006を 古相、SB04007009を 新

′́″

翡

、)ヽ心、

ドミ＼
ぎヽ
くヾ ＼

ヽ

白

第44図  4段階の土器 (上 :〃「町遺跡 S122、 下 :柳町遺跡 SDl)1:8
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(上から)40506段 階の土器 (牛 出古窯遺跡・牛出遺跡)1:8第45図
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

／

じ

ヽこ/

第46図  6段階の土器 須多ヶ峯遺跡S16、 下 :安源寺遺跡前方後方形周溝墓)1三 8

相として細分できる。牛出SB03018は 後者となろう。

第 6段階 (牛出古窯SB03、 間山27住 )

櫛描文の壺・甕類は存在しない。壺・甕・高不・器台・鉢等で多様性が失われ、定型化の傾向がつよま

る。間山27住では東海系有段口縁壺 OS字甕が見られる。二重回縁壺は七瀬SB17(第 4段階古相)で

北陸系として存在が指摘されたが、第 5段階では有段あるいは二重回縁壺は明瞭でない。

牛出古窯SB03と 問山27住 を比べると、前者の方が古相となろうか。

第 7段階

第 7段階は具体的資料をあげられないが、第 6段階に後続する畿内系小型土器群の定着期である。

以上の段階設定において、様式的画期がどの時点に認められるか検討の余裕がないが、第 1段階は北陸

系土器の流入と在地甕の球胴化等、第 2段階は北陸系甕等の定着、第 3段階は東海系土器の流入、甕の軽

薄・球胴化、在来の有稜高不の消滅、小型器台等の登場、第 4段階は外来系小型高不・小型器台の定着、

第 5段階は在来系の壺・甕の消滅とそれに変わる多様化、新器種の登場、第 6段階は多くの器種における

定型化というような点で特徴を指摘できる。これらのうち、新形式の登場という′点で、他より大きな変化

がうかがえるのは、 1と それ以前、 2と 3の間、 4と 5の間、 6と それ以後であろうか。しかし別の視点

から見れば、 5と 6の間の変化も大きい。東海系土器は小型器種・甕を中心に第3～ 4段階に目立ち、検

討を経ていないが、新器種導入の主因と見える。また、直接的系譜ははっきりしないが、 5段階に布留式

系の要素の登場が目立つ。一方、北陸系土器は甕・壺類を中心に、 1段階以降継続的に影響を与えてお

り、在来系土器の変容の主因となっている。

これらの段階設定は、箱清水式前後の千野・青木編年、他地域の編年とは表のように対応するという見

通しを持つ。他地域との並行関係の細部については検討不十分であるが、結果的には、各段階はおおむね

畿内庄内式の細別に、各段階の新古は濃尾の廻間編年 I～ Ⅲ式の各段階にほぼ対応する可能性があろう。

2 集落の様相

前項で取り上げた集落遺跡は、現在「延徳田んぼ」と通称される低湿地帯周囲の扇状地・丘陵上に所在
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七瀬

が まん淵 ≡

環濠埋没 ≡

≡ 牛出

一一一一
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安源寺周溝墓

北陸系土器

東海系土器

北平 1号墳

弘法山古墳

森将軍塚古墳

大星山 3号墳

古

　

　

ｏん
　

　

新

V4

V5

第 6節 成果 と課題

第47図 各遺跡の動向

する。しかし、遺跡に隣接して水田地帯が存在するのは、七瀬・安源寺・がまん淵であり、間山は扇状地

の扇央部にあって、低湿地に直接は接していない。また、栗林・牛出古窯・牛出は河岸段丘上にあり、(千

曲川には近いが水に恵まれない。現状の水田域が、当時も同様であったとはいえないにしても、七瀬遺跡

での水田遺構存在の可能性からも、七瀬・安源寺・間山など、比較的規模が大きく継続的な集落遺跡の周

辺に水田適地が存在 したことは確実であろう。一方、栗林・牛出古窯・牛出は竪穴住居数棟程度からな

り、継続期間も短い小集落 と考えられる。立地の点で千曲川の河川交通などとの関係を考えさせ る。ま

た、がまん淵はいわゆる防御的集落であるが、規模・継続期間から見て拠点的集落ではない。千曲川との
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第 3章 牛出遺跡第 2地点

関係においては、栗林などと同様であり、加えて、善光寺平南部を遠望する位置は示唆的である。低地帯

の西北部では、七瀬・安源寺が中核的集落であり、栗林・牛出古窯 0牛出・がまん淵はそれとの関係で成

立した集落であろう。同様に南西部では、他の遺跡は明らかでないが、間山を中核 とするのではなかろう

か。ほかの遺跡と比べて、七瀬 と安源寺は立地がやや異なり、前者は扇端部 と丘陵の間の狭長な湿地帯に

面する比高数メー トルの崖錐面にあるのに対 し、後者は広大な低湿地に面する比高40mの 丘陵上にあっ

て、環濠が存在する可能性 も指摘されている。

1段階直前にがまん淵が形成され 2段階に廃絶するが、七瀬はそれ以前から継続し4段階までに廃絶す

る。安源寺の上限下限は明確でない部分があるが、 1段階以前から5段階以降まで、栗林は 1～ 5ないし

6段階、牛出古窯は 4～ 6段階、牛出は 4ないし5段階に存続している。 3段階の七瀬では東海系土器の

波及の影響が大きい。牛出・牛出古窯の前半期の外来的要素 も、東海に求めてよいだろう。一方、七瀬で

の北陸系土器は 1段階から一定程度の比率で継続的に見られるが、 3段階以降は減少傾向にある。栗林で

は、 1段階で北陸系土器が見られる。七瀬のような継続的集落では外来系土器が一定量存在 しても、在来

系土器の基本的組成に大 きな変化がないのに対 し、小集落では特にその初期において在来系土器の影が薄

い。

これらの遺跡の位置的・時間的関係をまとめれば、次のようになろう。

① l段階あるいはその直前に南方を意識した位置に、がまん淵の防御的集落、西・北方を意識した位置

に栗林の集落が形成される。

② 2段階にがまん淵の集落が放棄される。

③ 3段階に東海系土器が波及して土器様相が大きく変容するが、集落に変化は見られない。

④ 4段階に栗林より千曲川上流部に牛出・牛出古窯の集落が形成され、それと前後して七瀬集落が放棄

され る。

⑤ 5～ 6段階に栗林・牛出・牛出古窯の集落が放棄される。安源寺も同様であった可能性がある。

⑥ 6段階にも間山の集落は継続するようであるが、 7段階以降は集落立地が変化するようである。

土器様相からは、北陸・東海地域との交流がこの地域の社会の動向に大きな影響を及ぼしていることが

うかがえる。そして、土器の様相変化には箱清水様式の継続・変容過程という一面がある。集落遺跡の動

向にも、外部との関係に規定された在地集団の動向を見てよいだろうか。

がまん淵集落の立地や環濠などに社会的緊張を見るとすれば、 1段階の北陸系土器は、社会的緊張状態

の中でもたらされた可能性があり、その原因が善光寺平南部との関係にあったことを、がまん淵の位置は

示しているのかもしれない。また、がまん淵が放棄された直後に形成された栗林の小集落は、その北陸系

土器の強い影響からも、移住を含めて一層の関係の緊密化を示している。しかし、その母村ともいえる関

係を想定し得る七瀬遺跡では前段階からの漸進的な変化が続いている。そして、環濠集落が放棄されて間

もなく、東海系土器が波及する。

集落の様相においては、以上のように20406段 階に画期ともいえる変化を認めることができる。と

ころで、ここで用いる段階の設定においては 1と それ以前、 2と 3の間、 4と 5の間、 6と 7の間の変化

が大きいのではないかと予測した。ただ、その内容については検討していないので、それが様式的画期で

あるかどうかは課題である。いずれにしても、土器様相に大きな変化が起こる直前に、集落動向に変化が

認められるということになろうか。土器の様相変化は外来系土器の波及と密接にかかわっている。土器と

集落動向の変化が一致しないことから、土器に見られる他地域との交流の緊密化は、対外的交流機能の転

換点において、この地域の置かれた歴史的・地理的位置に規定された選択の結果と考えたい。ただ、土器

様相に見られる東海あるいは畿内および北陸との交流には質の違いがうかがえる。
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善光寺平南部の篠ノ井遺跡群の環濠 もがまん淵遺跡と同時期に埋没したと考えられ、 1段階から2段階

における対外関係の変化は、善光寺平一円に共通する要因があったのかもしれない。 3段階における東海

系土器の直接的波及は極めて限られた範囲と考えられるが、以後その系譜を引 くと思われる土器は、在地

的変容を遂げながらかなり広範に分布するようになる。飯山市域では北陸系を主体 としながらも、東海に

系譜をたどり得る在地化 したものが見られる。

3 外来系土器 と墳墓

この地域の前方後方墳は、中野市蟹沢古墳・飯山市勘介山古墳・法伝寺 2号墳などが知 られ、松本市弘

法山古墳の例から、その年代を本稿の 5段階あたりに考える向きが多いが、今のところ、明確な根拠はな

い。山頂あるいは丘陵頂部に立地するこれらの古墳に対 して、長野市篠ノ井遺跡群等の前方後方形周溝墓

は全長15～ 20m程度で自然堤防上など平地に立地している。この周溝墓 と比較すると、安源寺遺跡の前方

後方形周溝墓は立地・規模が、長野市北平 1号墳は低い墳丘 と前方部の不明瞭さが、類似する。後者は、

山頂に立地する墳丘墓 としては初源であろう。

弘法山古墳出土土器は東海系を主体 としている。それに先立つ北平 1号墳の土器は、同じく東海系土器

といっても、弘法山古墳 と比べれば在地化 してお り、在来系土器 も多い。篠ノ井遺跡群では、ここでいう

第 2段階から第 6段階までの前方後方形周溝墓の展開が明らかにされているが、出土土器の様相には東海

系の要素はうすい。 6段階のSDZ3に は底部穿孔の二重回縁壺が見られる。安源寺遺跡の前方後方形周

溝墓 も6段階であろうが、その土器様相は畿内系 と見られる。

松本市上木戸遺跡に認められる東海系土器の第 1次拡散が、 4段階と見られる弘法山古墳の築造 とかか

わるものとし、七瀬遺跡の 3段階について同様な類推が可能であれば、中野市域に弘法山古墳同様の墳墓

が所在する可能性は大きい。蟹沢古墳はその候補 となろう。これに対 して、善光寺平南部の状況は第 1次

拡散の直接的影響はいまだ明瞭ではない。 3段階の東海系土器の第 1次拡散が七瀬遺跡などに直接及んで

いる事実 と、その直後から量的多寡はあるとしても、善光寺平―円の墳丘墓や一部の集落で在地化 した東

海系土器が見られることから、その間接的影響は広範なものであったと考えられる。これは、交流のルー

トとその到達′点、到達点とその周辺地域の東海地域 との関係の差異、それが地域社会に及ぼした影響の質

的差を示 しているのではなかろうか。例えば、外来系集団の定着地では、その集団が造墓活動に直接的に

参画する可能性はよりつよい。

弘法山古墳 と善光寺平の前方後方形周溝墓を比べた場合、後者の出土土器の様相や立地からは、前方後

方形 という形態上のイメージの在地での展開を見ることはできても、その出現や展開を新たな墓制への画

期 として評価することはむずかしい。山頂に立地する北平 1号墳の東海系土器の間接的流入とも言える様

相は、周溝墓の在地での自立的展開の中で、山頂 というイメージのみがもたらされたことを示すものでは

なかろうか。北平 1号墳が弘法山古墳より時期的にさかのぼるであろうことは、第 1次拡散の影響を間接

的にしか受けなかったが故に、イデオロギーの根本的変革に要する準備期間を必要 としなかったためとも

考えられよう。これは、北平 1号墳を弥生墳丘墓の在地的展開の中で評価するということである。

篠ノ井遺跡群の周溝墓は同時期に地域首長墓 としての前方後円墳等が周辺に存在する可能性がつよい。

弘法山古墳や森将軍塚古墳は共同体外部 との関係を契機 として出現したものである。これらの周溝墓は、

地域首長権のもとにあってそれより102段階下位の小集団の造営になるものであり、古墳出現前から共

同体内部において意義付けられてきた墓制を古墳出現以後も受け継 ぐことにより、共同体の社会構造やイ

デオロギーの変化 しなかった部分を表現している。同時に、その首長権の成立基盤の基礎的単位を体現す

るものであって、前方後円墳出現後は、それを頂点とする階層制に組み込まれたことを示 しているものと

- 73 -



第3章 牛出遺跡第2地点

考 えられ る。

外来系土器の流入様相の差、在地における前方後方形周溝墓の展開からすれば、善光寺平南部地域で

は、墳墓のイデオロギー的変革を示すものとしての弘法山古墳に類するような前方後方墳が、 5段階以前

に存在する可能性はうすいことになろう。もしそうであれば、南部地域の姫塚古墳などの前方後方墳は、

この地域において 6段階に出現したと考えられる畿内的前方後円墳以前の墓制というより、その階層制に

すでに組み込まれたものとして築造された可能性があろう。姫塚古墳は川柳将軍塚古墳に近接し、それと

の首長系譜が予想できる。前後いずれとしても、川柳将軍塚との年代差は、ここでいう数段階以上ではな

いと考える。

安源寺遺跡の前方後方形周溝墓と法伝寺 2号墳は墳丘形態が良く似ており、規模も共に23m程が想定さ

れている。立地もさほど違いはなく、山頂立地というより、集落周辺の立地といえそうである。法伝寺 2

号墳の年代的な根拠はほとんどないが、出土土器には4段階以前に見られるものにちかい高不脚部が見ら

れる。これらが在地での展開がたどれる篠ノ井遺跡群の前方後方形周溝墓に類するものと考えられるなら

ば、その墓制の意義は同様であった可能性もある。ただ、飯山市域においては北陸系土器の様相が異な

り、その後の展開も中野市域とは異なる可能性が大きい。少なくとも後者では、これらと同時期に、その

上位に位置付けられる地域首長墓としての前方後円墳の存在も考えられることになろう。内容が明らかで

なかった高遠山古墳の近年の調査成果は、 506段階の前方後円墳としての可能性をつよめている。

弘法山古墳周辺において、以後の首長系譜が不明確な理由は、その地域首長権存立の対外的必然性が消

滅した時、なお内部的変革が達成されていなかったが故であろう。このような共同体内外の政治的条件の

不一致は、善光寺平南部では森将軍塚の築造される時期に解消され、この段階をもって前代以来の社会構

造・イデオロギーが変革されたものと思われる。

以上、古墳出現期の中野地域を弘法山古墳周辺や善光寺平南部地域と比較してきた。この地域に限ら

ず、それらにおける土器・墳墓等の様相の違いは、先述したような、東海・畿内さらに北陸地域から見

て、それぞれの時点で、いずれが地域交流のフロンティアであったかによって、導かれたものではない

か。例えばこの地域では、 1段階における北陸、 3段階における東海、 5段階における畿内との関係であ

る。その交流のルー トに沿う他の地域は、フロンティアの時期的展開と、そこにおいて地域毎に求められ

た役割の違い、それに対する主体的選択の結果が、異なっていたはずである。すでに指摘されている、こ

の地域における外来系土器・集落の動向と前方後方形墳墓、さらに前方後円墳とのかかわりを考えるにあ

たってのひとつの視点であろう。
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牛出遺跡遺物観察表
遺物観察表几例

1.弥生時代後期・古墳時代前期遺物観察表の胎土覧の記号は以下の通りである。

胎± 1:石英・長石など直径 l mm以上の大粒の鉱物を多量に含み、鉄分が凝固した褐色の粒が見られる。

2:石英・長石など直径 l mm以下の小粒の鉱物を多量に含み、鉄分が凝固した褐色粒が見られる。特に雲母が多く見られる

ものを②とした。

3三 石英・長石など鉱物粒の他に、鉄分が凝固した褐色の粒子が多量に含まれるもの。

4:石英・長石な。ど直径 l mm以下の小粒の鉱物を多量に含み、褐色の粒子は見られない。特に雲母が多く見られるものを④

とした。

5:石英・長石など直径 l mm以上の大粒の鉱物を多量に含み、褐色の粒子は見られない。

6:鉱物粒があまり含まれず、洗練された胎土。

7三 鉱物粒があまり含まれず、鉄分が凝固した褐色の粘がみられる。

調整 ナデA三 指などで撫でるもので、器面が綺麗に仕上げられるもの。(ナ デと表記)

ナデB:撫でた部分が窪み、ナデの単位が明瞭に見られ、その単位内には繊維束をひいたような条線が認められるもの。

ナデC:指で撫でた凹凸が明瞭に見られるもの。粘土を掻き取ったように見えるものもある。

ナデD:工具を用いて撫でたと思われ、浅い条線が認められる。条線はハケBの ように明瞭には認められない。

2.平安時代の須恵器・土師器観察表では、残存率の数字は32分の1の倍数を示し、 2は 2/32を 示す。また、焼きひずみが激しい

ものは、できるだけ焼きひずみを修正し本来の形状を想定し測定した。なお、杯 B・ 蓋の器高AOBは 以下のように測定し、他の器

種はいずれかの欄に器高の数値を記載した。

杯B:器高Aは高台を除いた杯部のみの数値。器高Bは高台を含めた数値。

蓋 :器高Aはつまみ部を除いた数値。器高Bはつまみ部を含めた数値。

3.整理NQは遺物に黄色で記注しており、実測図番号と一致する。

古墳時代遺物観察表

図版番号 遺構名 器種分類 外 面 調 整 内 面 調 整 色 調 胎 土
整理
番号

備 考

第13図 1 SB03 小型土器 ハ ケ メ ナ デ 1005 完 形

第13図 2 SB03 小型土器 不 明 不 明 1009

第13図 3 SB03 高杯 ナ デ ナ デ 1104

第13図 4 SB03 壺形土器 口縁ナデ、胴部ィヽケメ 口縁ハケとナデ、胴部ナデ 1004

第13図 5 SB03 甕形土器 ハケ とケズ リ P ケズ リ 1002

第13図 6 SB03 壺形土器 赤彩・ ミガキ ナデ、胴下部ハケ 1083

第14図 1 SB10 高杯 ケズ リ ナデ又は ミガキ 1105

第14図 2 SB10 壺形土器 ハ ケ メ ハ ケ メ 1090

第14図 3 SB10 壺形土器 T字文、簾状文、ボタン

状貼付け、赤彩

ナ デ 1085

第14図 4 SB10 壺形土器 ミガキ・赤彩 ナ デ 1087

第15図 1 SBll 壺形土器 ハケ・ナデ ナデD 1088

第16図 1 SB15 甕形土器 櫛描直線文・波状文、

頸部 ミガキ又はナデ
不 明 橙 色 1068

第16図 2 SB15 甕形土器 ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい橙色 1033

第16図 3 SB15 甕形土器 上半ハケ、下半ケズリ ナデD 橙色、黒斑 ④ 1022

第16図 4 SB15 内湾口縁鉢 ナ デ ナ デ 橙 色 1025 27L

第16図 5 SB15 ナ デ ナ デ 橙色、黒褐色 1028

第16図 6 SB15 小型土器 C ミガキ 口縁 ミガキ、胴部ナデ 橙 色 1035

第16図 7 SB15 壺形土器E 赤彩・ ミガキ 口頸部赤彩、胴部ナデ 橙 色 1036

第16図 8 SB15 壺形土器E ミガキ ミガキ 橙色、明赤褐色 1092

第16図 9 SB15 小型土器 C ナデ又はミガキ ナ デ 橙色 1034

第16図 10 SB15 小型土器 C ミガキ ミガキ 橙色 ④ 1062

第16図 11 SB15 小型土器 C ミガキ、ナデ ナ デ 橙色 1037

第17図 1 SB14 壺形土器A2 ハケ、 ミガキ・赤彩、口

唇部波状文

ハケ、 ミガキ・赤彩 橙 色 1084

第17図 2 SB17 壺形土器 ナ デ ナ デ 浅黄橙色 1086

第17図 3 SB07 壺形土器 ミガキ ナデ (黒色) 赤褐色 1013 内湾の口縁
と思われる

第17図 4 SB18 P 壺形土器 赤彩 赤彩 1059 古墳中期

第17図 5 SB07 ナデB ナ デ 黒～にぶい橙色 1074 古墳中期
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遺物観察表

古墳時代遺物観察表

図版番号 遺構名 器種分類 外 面 調 整 内 面 調 整 色 調 胎 土
整理
番号

備 考

第17図 6 SB07 ナ デ ミガキ、黒色 にぶい橙色 1016 古墳中期
第17図 7 SB17 高杯 赤彩 赤彩 1093

第17図 8 SB18 壺形土器 不 明 不 明 黄橙色 1067

第17図 9 SB14 甕形土器 ナ デ ナデ P 黒色 1102

夙号17Eコ 10 SB07 甕形土器 P ナデD ナデD にぶい褐色～褐色 1063

舞等17Eコ 11 SB18 甕形土器 頸部ハケ、胴部ナデorナ デD 口縁～頸部ハケ、胴部中ナデ にぶい褐色 1069

第17図 12 SB07 甕形土器 ハケ、 ミガキ P 口縁ハケ、胴部ハケ→ナデ 橙～にぶい褐色 1011

身彗17Eヨ 13 SB07 壺形土器 P ナ デ ナ デ 橙 色 1012

男号17Eコ 14 SB18 甕形土器 ナデ、胴下部ケズリ ナデ、ナデD にぶい褐色～黒 1065

窮等17Eコ 15 SB07 甕形土器 ハ ケ ナ デ 橙～にぶい褐色 1072

男117Eコ 16 SB17 甕形土器 P ナデorミ ガキ 不 明 外は黒、内は橙～黒色 1091

窮等17Eコ 17 SB18 高杯 ハケ→ナデ ミガキ 橙 色 1057

第17図 18 SB18 高杯 ミガキ ミガキ 橙 色 1070

身等17Eコ 19 SB07 器 台 不 明 ナ デ 橙 色 1066

男117Eコ 20 SB14 器 台 不 明 不 明 橙色～黒 1103 特に混和材
が多い

第18図 1 SK02 甕形土器 タタキ ナ デ にぶい褐色 1078 底部木葉痕
第19図 1 ⅡIR9 壺形土器 ハケ、口縁上部横ナデ ハケ、口縁上部横ナデ 橙色、黒斑 1051

第19図 2 IIIR8 甕形土器 ハケ、口縁上部横ナデ 不 明 橙 色 1077

第19図 3 III]R13 壺形土器 C 口縁上部ナデ・下部ハケ 口縁上部ナデ・下部ハケ 暗褐色～灰黄褐色 1054 口唇部刻み
第19図 4 IIIR9 壺形土器 B ナ デ ナデ・ハケ 橙 色 1099

第19図 5 ⅡIR8 壺形土器B ナ デ ナ デ にぶい黄褐色 1046

第19図 6 ⅡIR8 鉢形土器 ナ デ ナ デ 橙 色 1048

第19図 7 ⅡIR3 不 明 ナ デ ナ デ 橙 色 1045

第19図 8 ⅡIR8 鉢形土器 ナ デ ナ デ 橙 色 1047

第19図 9 ⅡIR9 器台 P ミガキ ミガキorナ デ 橙色 ④ 1049

第19図 10 IⅡ R3 高杯 ケズリ・ナデ ナデorミ ガキ にぶい黄橙色 1096 口唇内肖Jぎ
第19図 11 ⅡIR8 高杯 赤彩 0ミ ガキ 赤彩・ ミガキ 1095 口唇内肖Jぎ
身尋19Eコ 12 ⅡIR8 高杯 ミガキ ケズ リ P 橙 色 1075 6子 L

第19図 13 IIIL19 高杯 ミガキ 不 明 橙 色 1076 3子 L

平安時代遺物観察表

図版番号 遺構名 種 類 器種
径

ｍ＞
口

＜
ｃ

底径
(cm)

器高
A

(cm)

器高
B

(cm)

器高
C

(cm)

調 整 土
色調
(外 )

鋼
的

硼祥般

風径嫉
存率
/32

整理
番号

備 考

第20図 01 SB01 土師器 椀
底 回転糸切 りを失敗、内面
よ り底部 を補強 している。

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色

第20図 02 SB01 土師器 杯 5.8
ロクロナデ、底回転糸切 り 細かい長石・石英・茶色粒を多

く含む。金雲母多含む 橙 色 橙 色

第20図 03 SB01 土師器 杯 5。 8
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(粗 い )

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第20図 04 SB01 土師器 椀 13.4
ロクロナデ、内面 ロクロナ
デ で、丁 寧 に ナ デ られ て
る。

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。小石 も含む

暗赤褐
色

にぶい

黄橙色

第20図 05 SB01 土師器 椀、内黒 15。 1
ロ クロナ デ、内黒、ミガ キ
不明、器壁薄い、

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第20図 06 SB01 灰 釉 段 皿 14.4 灰 釉 、漬 し塗 り 非常 に緻密
灰 白

灰 オ
リープ 312

第 20図 07 SB01 白磁 皿 白磁 非常 に細かい粒子 白色 32

第23図 01 SB02 土師器 杯
ロクロナデ、底回転糸切り
(細かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 02 SB02 土師器 杯 10.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(糸田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。金雲母含む

橙

第23図 03 SB02 土師器 杯 10.6
ロクロナデ、底 回転糸切 り
係田かい )

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 04 SB02 土師器 杯 10.0
ロクロナデ、底回転糸切 り
(細かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 05 SB02 土師器 杯 10.6
ロクロナデ、底回転糸切り
(細かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

浅貢橙
色

第23図 06 SB02 土師器 杯 11.4
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(糸田かい )

茶色粒 。長石 。石英粒 多 く含有。
かな り細かい粒子。

橙

第23図 07 SB02 土師器 杯 12.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(糸田かい )

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。粒子が粗 い 橙 黒色 22 32

第23図 08 SB02 土師器 杯 12.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(細かい)、 口唇部面取 り

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

にぶい

黄橙色
32

第23図 09 SB02 土師器 杯 10.1 5.0
ロクロナデ、底回転糸切り
(細かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 10 SB02 土師器 杯 12.8 4.8
ロクロナデ、底 回転糸切 り
係田かい )

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 11 SB02 土師器 杯 14.0 5.5
ロクロナデ、底回転糸切り
(細かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 12 SB02 土師器 杯 13.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(糸田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第23図 13 SB02 土師器 杯 13.2 5.5
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(糸田かい )

にぶい

橙色
22

第23図 14 SB02 土師器 椀 14.0
ロ クロナ デ、底 部 欠損、口

縁外反

1～ 2mm砂粒 多量に含有。外面ザ
ラザ ラ。粒子が粗 い、金雲母含む 橙
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平安時代遺物観察表

図版番号 遺構名 種 類 器 種
口 径

(cm)

底径
(cm)

稲
Ａ＜ｃｍ＞

器高
B

(cm)

器高
C

(cm)

調 整 土
色調
(外 )

色調
(内 )

口縁残
存率
/32

氏径残
存率
/32

整理
番号

備考

第23図 15 SB02 土師器 椀 14.5 6.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り

係田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

昔精仲l

浅黄橙
色

24

第23図 16 SB02 土師器 椀 14.5
ロ クロナ デ、内黒 ミガ キ、
内面 口縁部暗赤褐色

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色
黒 色 27

第23図 17 SB02 土師器 椀、内黒 12.2
ロクロナデ、内黒放射状
ガキ、

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

浅黄橙

色
黒 色

第23図 18 SB02 土師器 椀、内黒 14.4
ロクロナデ、内黒 ミガキ、
外面黒色班上半部 ミガキ

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい
橙色

黒 色

第23図 19 SB02 土師器 椀、内黒
ロクロナデ、内面|十」形
ガキ、高台欠損

非常 に緻 密 にぶい

黄橙色
黒 色

第23図 20 M-17 土師器 椀、内黒 12.7
ロクロナデ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。
橙 黒 色 32

第23図 21 SB02 土師器 小型甕 12.4
ロクロナデ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。
橙
´

第23図 22 SB02 土師器 小型甕
ロクロナデ、底回転糸切
り、日縁なし、

細かい長石 0石 英・茶色粒を多
く含む。

暗赤褐
色

第23図 23 SB02 土師器 小型甕 18.0
ロクロナデ 細かい長石・石英・茶色粒を多

く含む。
暗赤褐
色

37

第23図 24 SB02 土師器 鉢 21.7
ロクロナデ→体部下半ケ
ズリ

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。   

′ 赤褐色
暗赤褐
色

第23図 25 SB02 土師器 甕 23.0
ロクロナデ、口縁玉縁 細かい長石・石英・茶色粒を多

く含む。
橙

第23図 26 SB02 土師器 甕 23.6
ロ クロナ デ、内 ミガ キ (横

位 )

茶色粒・長石・石英粒多く含有。
かなり細かい粒子。

橙

第23図27 SB02 土師器 甕 23.2
ロクロナデ→胴下半平行
タタキ、

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。

にぶい
橙色

にぶい
黄橙色

第23図 28 SB02 土師器 甕 22.5
ロクロナデ 石英粒 を多 く含 み、大小 の砂粒

多量に含有。

にぶい

橙色

第23図 29 SB02 土師器 甕 24.0
ロクロナデ、胴下半格子ロタタキ、内面あて

具痕→ナデ、日縁端部面取り
細か い長石 。石 英 。茶 色粒 を多
く含む。

にぶい

橙色
にぶい

情角1

第24図 30 SB02 土師器 甕 20.3
ロクロナデ→胴下半格子
ロタタキ

細 か い長石・石 英・茶 色粒 を 多
く含む。

橙

第24図 31 M-17 土師器 羽釜
ロクロナデ 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。
橙

第24図 32 SB02 土師器 羽 釜
ロクロナデ、体部下半平行
タタキ

石英粒を多く含み、大小の砂粒
多量に含有。

橙

第24図 33 M-17 土師器 羽 釜 21.0
ロクロナデ 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。内面スベやか 橙

第24図34 SB02 土師器 甑 23.0
ロクロナデ→ 内あて具痕、外
タタキ→底部 口縁 ロクロナデ

石英粒を多く含み、大小の砂粒
多量に含有。

橙

第24図 35 SB02 須恵器 甕
ロクロナデ、櫛描波状文 と

沈線、酸化エン焼成
ヲF常に微細な砂粒含有。

赤褐色

第24図 36 SB02 土師器 土 錘
穿孔あ り 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。
浅貢橙
色

第26図 01 SB04 土師器 杯 10.5 3.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。粒子粗 い
橙

第26図 02 SB04 土師器 杯 10.5 2.8
ロクロナデー底回転糸切
り係田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含石。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第26図 03 SB04 土師器 杯 11.0 5.3
ロクロナデー底回転糸切
り係田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。金雲母含む

橙 232

第26図 04 SB04 土師器 杯 11.0
ロ クロナデー底 回転 糸切
り係田かい )

細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多
く含む。

橙

第26図 05 SB14 土師器 杯 11.4 5.5
ロクロナデ、底 回転糸切 り
(糸田かい )

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第26図 06 SB04 土師器 杯 11.0
ロクロナデー底 回転 糸切

り鮮田かい )

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第26図 07 SB04 土師器 杯 12.0
ロクロナデー底回転糸切
り係田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第26図08 SB04 土師器 杯

ロクロナデ、底回転糸切 り(糸田
か い)、 日縁部 内外赤彩、口唇

部スス付着

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色
265

第26図 09 SB04 土師器 杯 13.0
ロ クロナデー底 回転 糸切

り(糸田かい )

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙

第26図 10 SB04 土師器 杯 13.0 5。 5
ロ クロナデー底 回転 糸切

り(糸田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 32

第26図 11 SB04 土師器 椀
ロクロナデ、高台付 1～ 2 nlm砂 粒多量に含有。外面ザラザラ。から細か

い長石。石英・茶色粒を多(含む。に近い 橙

第26図 12 SB04 土師器 剣史P 21.4
ロクロナデ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。
橙 241

第26図 13 SB04 土師器 椀、内黒 12.8
内黒 ミガキ、底 回転糸切 り

痕

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 黒 色 26 227

第26図 14 SB04 土師器 椀、内黒 12.0
内黒 ミガキ不 明瞭、口縁端
部 に炭化物付着

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 黒 色 32

第26図 15 SB04 土師器 椀、内黒 12.0
内黒 ミガキ、外 口唇部 ミガ

キ (横位 )

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙 32

第26図 16 SB04 土師器 椀、内黒 11.5
内黒 ミガキ、外 口縁 ミガキ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。
浅頁橙

色
黒 色

第26図 17 SB04 土師器 椀、内黒 13.8 7.2 4.0 5.5
ロ クロナデ 内黒 ミガ キ不
明瞭

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色
黒 色

第26図 18 SB04 土師器 椀、内黒 13.5 4.0
内黒ミガキ、外口唇部 ミガ
キ(横位)

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙 黒 色 225

第26図 19 SB04 土師器 椀、内黒 14。 2 6.6
ロクロナデ 内黒 ミガ キ不
明瞭

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色
黒 色 257

第26図 20 SB04 土師器 椀、両黒 11.0
両黒内外 ミガキ(口 縁横
位、放射状)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

黒 色 黒 色

第26図 21 SB04 土 師器 甕 12.8 ロクロナデ 非常 に微細 な砂粒含有。 橙

第26図 22 R―‐03 土師器 甕 18.0
ロクロナデ 非常 に微 細 な砂 粒 含 有 。 暗赤褐

色

第26図 23 SB04 土師器 甕 16.0
ロクロナデー胴下半格子
ロタタキ

細か い長石・石 英・茶 色粒 を多
く含む。

橙 244

第26図24 SB04 土師器 甕、両黒 14.0
ロクロナデー両黒ミガキ 細か い長石・石 英・茶 色粒 を多

く含む。
黒 色 黒 色 255

第26図 25 SK09 土師器 杯 11.0
ロ クロナデー底 回転 糸切

り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第26図 26 SK09 土師器 杯 11.0
ロ クロナデー底 回転 糸切

り、器壁薄手

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

に』れヽ

橙色
22
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平安時代遺物観察表

図版番号 遺構名 種 類 器種
口 径

(cm)

底径
(cm)

器高
A

(cm)

柵Ｂ＜ｃｍ＞

器高
C

(cm)

調 整 胎 土
色調
(外 )

色調
(内 )

口縁残
存率
/32

熙径残
存率
/32

整理
番号

備 考

第26図 27 SK09 土師器 杯 12.0
ロ クロナ デー底 回転 糸切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。金雲母含む

橙 220

第28図 01 SB05 土師器 杯 4.0
ロ ク ロナ デ 底ヾ 回転 糸 切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。白雲母等 多

橙

第28図 02 SB05 土師器 杯 10.0
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

暗赤褐
色

第28図 03 SB05 土師器 杯 11.0
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザラザ ラ。

橙

第28図 04 SB05 土師器 杯 11.2
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。金雲母含む

橙

第28図 05 SB05 土師器 杯 14.0 5。 7
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。金雲母含む

橙 55

第28図 06 SB05 土師器 杯、内黒
ロクロナデ、内 ミガキ、日縁欠
損、底回転糸切 り(糸田かい)

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙 25 49

第28図 07 SB05 土師器 杯
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、高台

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 橙 色

第28図 08 SB05 土師器 椀、両黒 12.2 4.3
ロ ク ロ ナ デ、内 ミガ キ、両 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外

面ザ ラザ ラ。
黒 色 黒 色 53

第28図 09 SB05 土師器 甕
ロクロナデ、胴下半部 ケズ

リ(横位 )

石英粒を多く含み、大小の砂粒
多量に含右。

暗赤褐
色

にぶい

橙色

第28図 10 SB05 土師器 甕 22.4
ロクロナデ 細かい長石・石英・茶色粒 を多

く含む。
橙 62

第28図 11 SB05 土師器 羽 釜 17.0
タタキ→ナデ、胴部 ケズ リ
(締位 )

石 英粒 を多 く含み、大小 の砂粒
多量に含有。

暗赤褐
仲l

黒 色

第28図 12 SK04 土師器 杯、内黒 15.0
ロクロナデ、内 ミガキ、底
ヘラケズリ、欠損

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 黒 色

第28図 13 SK04 土師器
片口鉢、
内黒

24.4
ロクロナデ、片口、内黒
ガキ

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。粗い粒子

橙 黒 色

第28図 14 SK04 土師器 甕 14.5
ロクロナデー胴下半ケズ
リ

細かい長石。石英・茶色粒 を多
く含む。

橙

第28図 15 SK04 土師器 甕 22.6
ロクロナデ、口縁端部面取
り

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。

橙

第28図 17 SK05 土師器 甕 13.0
ロクロナデ 非常 に微細 な砂粒含有。金雲母

含む
暗赤褐
色

第28図 18 SK07 土師器 杯 13.0
ロ クロナ デー 内面 ミガ キ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外

面ザ ラザ ラ。
橙 214

第28図 19 SK07 土師器 杯 6.0
ロクロナデ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外

面ザ ラザ ラ。

にぶい
橙色

24

第31図 01 SB06 土師器 杯(皿 )

ロクロナデ、底 回転糸切 り

(不明瞭 )

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

にぶい

昔精色
浅黄橙

“

:

第31図 02 SB06 土師器 杯(皿 )

ロクロナ デー底 回転 糸切
り、細難 なつ くり

1～ 2mm砂粒多量に含有。外面ザラザラ。と細かい長石
石英̀茶色粒を多(含む。の間 橙

第31図 03 SB06 土師器 杯(皿 ) 2.5
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁厚手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 323

第31図 04 SB06 土師器 杯(皿 ) 2.4
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁厚手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 32

第31図 05 SB06 土師器 杯(皿 ) 4。 4
ロクロナデ、底 回転糸切 り 1～ 2mm砂粒多量に含有。外

面ザラザラ。 橙

第31図 06 SB06 土師器 杯(皿 ) 2。 7
底 回転糸切 り 細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多

く含む。褐色粒子大
橙 32 67

第31図07 SB06 土師器 杯(皿 ) 2.2
ロ クロナデー底 回転 糸切
り、粗 雑 な回転 糸切 り、器
壁厚手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。 橙 32

第31図 08 SB06 土師器 杯(皿 ) 10.2
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、器壁厚手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第31図 09 SB06 土師器 杯 4.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り 1～ 2mm砂粒多量に含有。外

面ザラザラ。
赤
色

明
褐

第31図 10 SB06 土師器 杯 10.2
ロ ク ロナ デ、底 回転 糸 切
り、内面黒色斑付着

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

にぶい
橙色 32

第31図 11 SB06 土師器 不 14.0
ロクロナデ 細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多

く含む。
赤
色

明
褐

第31図 12 SB06 土師器 杯 15.0
ロクロナデ、底欠損、器壁
厚手

茶色粒 。長石・石英粒多 く含有 し、黒
色lmm多 く混入。か な り細 か い粒
三『ln

にぶい

橙色
暗赤褐
色

第31図 13 SB06 土師器 杯 14.0
底回転糸切 り 細 か い長石 。石 英・茶 色粒 を多

く含む。
橙 32

第31図 14 SB06 土師器 杯、内黒 14.0
ロクロナデ、内黒、内面
ガキ

非常 に微 細 な砂 粒 含 有 。 にぶい

昔滑角1

黒 色 328

第31図 15 SB06 土師器 杯̀鉢 ? 20.0
ロ クロナ デ、口縁 外 反、器
壁厚手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙
暗赤褐
色

148

第31図 16 SB06 土師器 甕 18.2
ロクロナデ 細かい長石・石英・茶色粒 を多

く含む。
暗褐色

第31図 16 SK04 土師器 甕 22.6
ロクロナデ、口縁端部面取
り SB05-63同 一個体

細かい長石・石英・茶色粒 を多
く合す,^

第31図 17 SB06 土師器 杯 12.2
ロ クロナ デー底 回転 糸切
り

細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多
く含む。

橙 204

第31図 18 SB06 土師器 杯 12.8
ロクロナデー底回転糸切
り係田かい)

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 25 207

第31図 19 SB06 土師器 杯 13.2
ロクロナデ、底 回転糸切 り 茶色粒・長石・石英粒 多 く含有。

かな り細かい粒子。

にぶい
橙色

にぶい

橙色
22

第31図 20 SB06 土師器 杯 13.0
ロクロナデー底回転糸切
り

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙 32

第31図 21 SB06 土 師器 杯 14.4 ロクロナデ、底 回転糸切 り 非常に微細な砂粒含有。 橙

第31図 22 SB06 土師器 杯 14.6
ロクロナデー底回転糸切
り係田かい)

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙

第31図 23 SB06 土師器 杯 14.0
ロ クロナ デ、底 欠 損、器 壁

薄手
非常に微細な砂粒含有。

暗褐色
暗赤褐
色 327

第31図24 SB14 土師器 杯、内黒 15.2
ロ クロナ デ、内黒、内面
ガキ不明瞭、外面赤彩

非常に微細な砂粒含有。 にぶい

橙色
黒 色

第31図 25 SB06 土師器 杯、内黒 16.0
ロクロナデ、内黒 (薄手 ) 非常に微細な砂粒含有。 浅黄橙

色
黒 色

第31図 26 SB06 土師器 椀、内黒 15.0
ロ クロナ デ、内黒 1～ 2mm砂粒多量に含有。外

面ザラザラ。
にぶい
黄橙色

黒 色

第31図27 SB06 土師器 、
里
〔

鉢
内

ロクロナデ、内黒 ミガキ 1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラn

にぶい
昔精角1

黒 色

第31図28 SB06 土師器 椀
細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多
く含む。

明褐色
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図版番号 遺構名 種 類 器 種
口 径

(cm)

底径
(cm)

器高
A

(cm)

粕
Ｂ＜ｃｍ＞

粕
Ｃ＜ｃｍ＞

調 整 土
色調
(外 )

鋼
ω

口縁嫉

存率
/32

嘲祥般
整理
番号

備考

第31図 29 SB06 灰 釉 皿
推し

残
漬
痕撃岬腑

台
重

高
内

非常に緻密 にぶい

黄橙色
灰オリ
ープ色

第31図 30 (SB061 緑 釉 稜 皿 12.0
緑 釉 細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多

く含 む。非 常 に微 細 な砂 粒 含
有。

にぶい
黄橙色

357

第31図 31 SB06 土師器 小型甕 14.0
ロクロナデ 非常に微細 な砂粒含有。

赤褐色
暗赤褐
色

第31図 32 SB06 土師器 小型甕 17.0
ロクロナデ 非常に微細 な砂粒含有。 にぶい

黄橙色

第31図 33 SB06 土師器 小型甕 18.0
ロ クロナ デ、内面 ス キ メ、
底部外周ケズ リ(横位 )

非常に微細な砂粒含有。
橙

第31図 34 SB06 土師器 鍋
内外ナデ 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。 暗褐色 355

第31図 35 SB06 土師器 鍋
内外ナデ 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。 暗褐色

第31図 36 SB06 土師器 羽釜
ナ デ 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。
8鈍い黄色
橙いろ 295

第31図37 SB06 土師器 羽 釜 28.2 ロクロナデ、口縁内湾 ヲF常 に微 細 な砂 粒 含 有 。 4、 明褐色

第32図 38 SB06 土師器 甕 22.5
ロクロナデ、日唇部面取 り

(平 )口 縁内湾
細かい長石・石英・茶色粒 を多
く含む。

にぶい

橙色

第32図 39 SB06 土師器 甕 25.6 28.4
ロ クロナデ、胴下半平行 タタ
キ、内面同心円文アテ具痕

細かい長石・石英。茶色粒 を多
く含む。 332

第32図 40 SB06 土師器 甑 24.0 21.2
ロクロナデ、胴部格子ロタ
タキ、口縁部有段、穿孔 2

細かい長石。石英・茶色粒 を多
く含む。 暗赤褐

色

第32図 41
SB06
(SK15内 )

土師器 甕 20。 7
ロクロナデ、胴下半平行 タ
タキ (糸田かい )

非常に微細 な砂粒含有。
橙 橙 色

第32図 42
SB06
(SK15内 )

土師器 甕 24.6 28.6
ロクロナデ、胴下半平行 タ
タキ、器壁薄手

非常 に微細 な砂粒含有。
橙 橙 色 32

第32図 43
SB06
(SK15内 )

土師器 甕 19。 8
ロクロナデ 細かい長石・石英。茶色粒 を多

く含む。 橙 334

第32図44
SB06
(SK15内 )

土師器 甕 19。 5
ロクロナデ 細かい長石・石英・茶色粒 を多

く含む。 橙 338

第32図 45
SB06
(SK15内 )

土師器 甕 17.8
ロクロナデ、外面スス付着 細かい長石・石英・茶色粒 を多

く含む。 赤褐色 333

第32図 46
SB06
(SK15内 )

土師器 椀 16.0 5.2
内外 国縁赤彩、内 ミガキ不
明瞭

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

明 赤
褐色

第34図 01 SB07 土師器 杯 4.2 272

第34図 02 SB07 土師器 杯 4.3
ロクロナデ、底部回転糸切
り

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。 黒色 黒 色 273 Ⅷ

鴻
瑞

第34図 03 SB07 土師器 杯 11.0 5。 2
ロクロナデ、底部 回転糸切
り(稜 あ り)

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。 赤褐色

第34図 04 SB07 土師器 杯 12.0 平行 タ タキ。胴下 半部 破 片 細 か い長石・石 英・茶 色 粒 を多
く含む。

橙 172

第34図 05 SB07 土師器 椀
ロクロナデ。高台部分 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。
赤褐色 24

第34図 06 SB07 土師器
椀 ・

両黒

ロクロナデ。ミガキ不明瞭 1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

黒 色 黒色 32

第34図 07 SB07 土師器 羽 釜 16.2
ロクロナデ。胴下半部 スス

付着
石英粒 を多 く含 み、大小 の砂粒
多量に含有。

暗赤褐
色

第34図 08 SB07 土師器 小型甕 10.2 非 ロクロ。ミガキ風の粗 い

ナデ。丸底。
き夕うが糸田かいが、/Jヽ 石や粗 い砂
粒が混入。

にぶい

橙色
橙 色 292

第34図 09 SB07 須恵器
凸帯付四
耳壺

体部平行 タタキ。内面ハ ケ
メ。四耳部欠損

茶 色粒 。長石 。石 英粒 多 く含有。
かな り細かい粒子。

灰 白 275

第34図 10 SB07 土師器 土錘 3.9 手ずくね

第34図 11 SB07 土師器 土錘 手ずくね

第34図 12 SB07 土 師 器 土錘 手 ず くね

34図 13 SB07 土 師器 土錘 手ずくね
34図 14 SB07 土師器 土錘 手ず くね

|

第34図 15 SB07 土師器 土 錘 手ずくね
|

第34図 16 SB07 土師器 土錘 手 ず くね
|

第 34図 17 SB07 土 師器 土錘 手ず くね
|

第 34図 18 SB07 土師器 土錘 手ず くね
|

第34図 19 SB07 土師器 土 錘 手ずくね
|

第34図 20 SB07 土師器 土 錘 手ずくね
|

第 34図 21 SB07 土 師器 土錘 手 ず くね
| 372

第 34図22 SB07 土師器 土錘 手ずくね
|
373

第34図 23 SB07 土師器 土錘 手ずくね 374
第34図24 SB07 土師器 土錘 手ずくね 375

34図 25 SB07 土師器 土錘 手 ず くね

34図 26 R18 土師器 土錘 5。 2 手ずくね 377

第35図 01 SB08 土師器
杯
(皿 )

ロ クロナデー底 回転 糸切
り(細かい)、 器壁厚手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙

第35図 02 SB08 土師器 杯 17.5
ロクロナデー底回転糸切り(粗 い

)、 底径が

大きい、底部に輪痕、器壁厚手
1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。

橙

第35図 03 SB08 土師器
杯 、

両 黒
16.0

ロクロナデー底回転糸切り(細 かい)

―ミガキ不明瞭
1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

黒色 赤 黒 155

第35図 04 SB09 土師器 杯 12.5 12.5
ロクロナデ、底回転糸切
り、

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

橙 274

第35図 05 SB09 土師器 杯、内黒 13.2
ロクロナデー底 回転 糸切
り、器壁薄手、墨書文 字 あ
り、内黒

茶色粒 。長石・石英粒 多 く含有。
かな り細かい粒子。 橙 黒 色

第35図 06
SB09
(SB05)

土師器 杯、内黒 13.2
ロ クロナ デ、内 ミガ キ、底
回転糸切 り

1～ 2mm砂粒多量に含有。外
面ザラザラ。 橙 黒色

SB05で

取り上げ

第37図 01 SB14 土師器 杯 11.8
ロナデー底 回転 糸切 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。
橙

第37図 02 SB14 土師器 杯 12.4 3.2
ロ クロナ デ、底 回転 糸 切 り

係田か い )

茶色粒・長石・石英粒多く含有。
かなり細かい粒子。

にぶい
肝

“

1

第37図 03 SB14 土師器 杯 12.0
ロクロナデ、底 回転糸切 り
係日かい )

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。

にぶい

橙色

第37図 04 SB14 土師器 杯 12.0
ロ クロナデー底 回転 糸切
り、口縁端部面取 り

茶色粒・長石・石英粒多く含有。
かなり細かい粒子。

橙
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遺物観察表

平安時代遺物観察表

図版番号 遺構名 種 類 器種
口 径

(cm)

底径
(cm)

器高
A

(cm)

器日
B

(cm)

器高
C

(cm)

調 整 土
色調
(外 )

鋼
的

口縁娠

存率
/32
轍祥規

整理
番号

備 考

第37図 05 SB14 土師器 杯、内黒 15.0
ロクロナデー底 回転 糸切

り、内黒 ミガキ不明瞭
茶色粒・長石・石英粒 多 く含有。
か な り細かい粒子。

橙 黒 色 23

第37図 06 SB14 土師器 杯、内黒 16.2
内黒 ミガキ、高台欠損 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外

面ザ ラザ ラ。

にぶい

黄橙色
黒色 104

第37図 07 SB14 土師器 杯、内黒 14.5
内黒 ミガキ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外

面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色
黒色

第37図 08 SB14 土師器 杯、内黒 12.0
ロクロナデ、内黒ミガキ 茶色粒・長石・石英粒多く含有。

かなり細かい粒子。
浅黄橙
色

黒色

第37図 09 SB14 土師器 椀ヽ内黒 15.0 螺
痕ナデ、初

口
転

ク
回

口
底

ガキ、 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

橙色
黒 色 32

第37図 10 SB14 土師器 椀、内黒 16.0
内黒 ミガキ、口縁丸縁 1～ 2mm砂粒多量に含有。外

面ザラザラ。
にぶい

昔滑角l

黒 色

第37図 11 SB14 土師器 椀、内黒
ロクロナデ、内黒 ミガキ、
暗文放射状

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。

にぶい

昔橙色
黒色

第37図 12 SB14 土師器 椀、内黒 10.2
内黒 ミガキ、不明瞭 1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外

面ザ ラザ ラ。

にぶい
橙色

黒色 105

第37図 13 SB14 土師器 椀、内黒
ロ クロナ デ、内黒 ミガ キ 1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外

面ザ ラザ ラ。

にぶい
昔滑

“

1

黒色

第37図 14 SB14 土師器 杯 17.0
外
薄

縁
や

口
ゃ

く
壁

強
器

デ
、損
、

ナ
欧

口

立
ロ

ク
底

口
反
手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含 有。外
面ザ ラザ ラ。 橙 149

第37図 15 SB14 土師器 椀
ロクロナデ 茶色粒・長石・石英粒 多 く含有。

か な り細かい粒子。

にぶい

橙色

第37図 16 SB14 土師器
杯 、

両 黒

切糸転回
キ

底

ガ

ナ デ
、

ヽ
内ミ

ロ
里
（

ク
両

非 常 に微 細 な砂 粒 含石 。
黒 色 黒 色 288

第37図 17 SB14 土師器 杯、内黒 12.2
赤彩、ロ クロナ デ、底 部 欠
損、器壁薄手

茶色粒。長石・石英粒多く含有。
かなり細かい粒子。

にぶい
橙色

第37図 18 SB14 須 恵器 杯 B 底部 回転糸切 り、高台付 き 粒子が細かし 灰 色

第37図 19 SB14 灰 釉 皿 14.0
灰釉漬 し掛け 非常 に緻密 １

釉 157

第37図 20 SB14 灰 釉 皿

ロ クロナデー底 回転 糸切
り(細 か い)―器壁薄手、陵
あ り

非常 に級密 ２

釉

第37図 21 SB06 土師器 鉢 18.0 10。 1
ロクロナデー底 回転 糸切 り

(粗 い)― 内 ミガキ (横位 )

茶色粒 0長石・石英粒 多 く含有。
か な り細かい粒子。

暗赤褐
任1

第37図 22 SB14 灰 釉
脚

一霊
11.5

灰釉、ハケ塗 り 非常 に緻 密 釉 オ
リー
ブ

励
色

第37図 23 SB14 土師器 、
里
（

鉢
内

32.0
ロ クロナ デー下半部 回転
ヘ ラケズ リ、内黒

細 か い長石・石 英 。茶 色粒 を多
く含む。金雲母

暗赤褐
色

黒色

第37図 24 SB14 土師器 小型甕 11.8
ロクロナデ 非常 に微細 な砂粒含有。 にぶい

橙色
にぶい
黄橙色

第37図 25 SB14 土師器 甕 18.0
ロクロナデ 細かい長石・石英。茶色粒を多

く含む。
橙 86

第37図 26 SB14 土師器 甕 19。 2
ロクロナデ 細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多

く含む ^

暗赤褐
角:

橙 色

第37図 27 SB14 土師器 甕 20.8
ロクロナデ、胴下半平行 タ
タキ、実N080同 一個体

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。

橙 87

第37図 28 SB14 土師器 甕 24.8
ロクロナデ、口縁端部面取
り、器壁厚手

細 か い長石・石 英 。茶 色粒 を多
く含む。

橙 276

第37図 29 SB14 土師器 羽 釜 23.0
ロクロナデ 石英粒を多く含み、大小の砂粒

多量に含有。
にぶい
橙色

128

第37図 30 SB14 土師器 甑 16.7
ロクロナデー胴下半平行
タタキ

石英粒を多く含み、大小の砂粒
多量に含有。

暗赤褐

“

i

にぶい

橙色

第37図 31 SB14 土師器 甑 17.0
ロクロナデ 茶 色粒 。長石・石 英粒 多 く含 有

し、黒 色lmm多 く混入。か な り
細かい粒子。

橙 267

第38図 32 SB14 土師器 甕 20。 2
ロクロナデー胴下半粗い
平行タタキ

細 か い長石 。石 英・茶 色粒 を多
く含む。

橙

第38図 33 SB14 土師器 甕 25.2
ロクロナデー胴下半粗い
平行タタキ

細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多
く含む。

第38図 34 SB14 土師器 甕
ロクロナデー胴下半縦位
ケズリ

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。

暗赤褐
色

第38図 35 SB14 土師器 甕 10.0
内面ハケ、外底外周ヘラケ
ズリ

細 か い長石 。石 英 0茶色粒 を多
く含む。

橙

第38図 36 SB14 土師器 甕 9.5
底 と底外周ヘ ラケズ リ 非常に微細 な砂粒含有。

赤褐色
にぶい

滑色

第38図 37 SB14 土師器 甕 21.6
ロ クロナ デー胴下半 タ タ
キ

細 か い長石・石 英・茶 色粒 を多
く含む。

赤
色

明
褐

第38図 38 SB14 土師器 甕
ロクロナデー胴下半平行
タタキ

細かい長石。石英。茶色粒 を多
く含む。

赤褐色
にぶい
橙色

第38図 39 SB14 土師器 甕
胴下半変形格子 ロタタキ、
内あて具痕

細かい長石・石英・茶色粒を多
く含む。

にぶい

黄橙色

第 38図 40 SB14 土師器 甕 100

第38図 41 SB14 土師器 甕
平行 タタキ、底破 片、内 あ
て具痕、整理 N087同個体

細かい長石・石英。茶色粒を多
く含む。

にぶい
橙色

第38図 42 SB14 土師器 甕
ロクロナデー胴下半格子
ロタタキ(粗い日)

細かい長石・石英。茶色粒を多
く含む。

第38図 43 SB14 土師器 甕
ロクロナデ 石英粒 を多 く含み、大小 の砂粒

多量に含有.赤褐色
明褐色

第39図 20 SK06 土師器 杯 10.0
ロ クロナデー底 回転 糸切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。白色粒子 多

橙 223

第39図 21 SK06 土師器 杯 10.0
ロ クロナデー底 回転 糸切
り、器壁薄手

1～ 2mm砂 粒 多量 に含有。外
面ザ ラザ ラ。白色粒子 多

橙 32 224
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第 4章 韮山遺跡

第 4章 韮山遺跡

第 1節 遺跡 と調査の概要

1 遺 跡の概要

韮山遺跡は下水内郡豊田村大字上今井字韮山237他に所在する。千曲川左岸の米山山塊から続 く丘陵の

東端に立地じ、千曲川 との距離は約250m、 比高差は約40mである。遺跡の一部は河岸段丘から続 く平坦

面にも広がる。標高は360m～371mである。

調査地は、東端が国道117号線に隣接する平坦部 と、東へ舌状に張 り出した台地状の地形 とからなる。

平坦部はリンゴ畑になっているが、以前は丘陵から段々とつづ く水田であった (下段畑地)。 丘陵部の水

田化は中腹を横走する用水が整備された後である。水田からリンゴ畑への転作はおよそ20年前のことであ

る。この際、階段状の水田を削平したため、西側の水田との段差は約 2mと なっている。なお、東に張 り

出した舌状の台地は水田となっている (上段田地 )。 また、国道東側に見られる谷の先端が、下段畑地で

あり、国道建設さらに水田改善はより深い谷であったものが、埋立てや崩落により現状の平坦地を形成 し

たものと考えられる。

上信越自動車道建設に伴 う長野県教育委員会の事前踏査により、中世蔵骨器が出土したということから

遺跡とされていた。遺跡に隣接する国道117号線の南東部には経塚の小字名 も残っている。

2 調査 の概要

(1)調査範囲と調査方法

下段畑地を 1区、上段田地を2区 とする。 1区では重機によるトレンチ調査を行った。東西方向に 3本

の トレンチを掘ったが、地表下20cmで礫層となり、遺構・遺物は確認されなかった。 2区は重機による表

土争jぎ を行い面的調査を実施した。また、斜面部での窯跡や中世墓地などの存在が予想されたため、 1区

を取 り囲む斜面に重機によるトレンチ調査を行ったが、遺構・遺物は確認されなかった。

なお、 1区上部の尾根が蔵骨器の出土地点と思われるが、用水路より上部は用地内外 とも調査以前に削

り取られ、尾根そのものが失われていたため調査対象としなかった。

(2)調査経過 (調査日誌抄)

調査期間 :平成 6年 4月 7日 ～4月 18日
4月 7日  1区 トレンチ調査開始。                4月 14日 水田部調査。

4月 11日 発掘調査開始式。豊田村ケーブルテレビの取材。    4月 15日 水田面検出、写真撮影。

4月 12日  2区表土争Jぎ。                    4月 18日 遺物取 り上げ。大谷地遺跡へ機材搬出。

4月 13日  2区で旧水田の畦を検出、土師器 0陶磁器片出土。

(3)調査結果の概要

1区では遺構・遺物は確認されなかった。 2区では等高線に沿って弧状の畦が 2本確認され、陶磁器片

・土器片が少数出土した。畦は近年の造成以前の水田のものと思われる。調査地の斜面上方は造成前の様

子をとどめる休耕田があり、その区画と方位・間隔等が一致する。出土遺物はスクレイパー、内耳鍋、近
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第 1節 遺跡と調査の概要

第48図 韮山遺跡 調査範囲

0             (2:3)            10cm

第49図 韮山遺跡 出土遺物

ヽ

ヽ

ヽ

(1:3000) 100m

塁妻: 調査範囲
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第 4章 韮山遺跡

世陶磁器などで、畦以外の遺構は認め られず、伝承にあった蔵骨器 と関わる中世墓地の遺構 も検出されな

かった。

第 2節 出土遺物

スクレイパー 2″点、景J片 11点、奈良・平安時代の須恵器・土師器 3′点、内耳鍋 1′点、橋 り鉢など近世陶

磁器16点が出土した。第49図 102は安山岩のスクレイパーで、 1は 自然面を打面とした横長の最j片 を素

材 とし、二側縁に調整加工が見られ、調整加工が及ばず素材争J片 の鋭利な縁辺を残す部分 もある。調整加

工は主に背面に施されてお り、主景j離面には数回の景J離が認められるのみである。一部欠損している。 2
は横長の景J片 を素材 とし、主争j離面の二側縁に調整加工が見られる。打面は調整加工により失われてい

る。これら 2″点の石器は素材争j片 の形状 と大きさ、調整加工が類似 してお り同一時期のものと思われる。

また、縄文時代の土器が出土していないことから、旧石器時代の石器である可能性がある。また、景J片 は

黒曜石 2点・チャー ト7点・玉髄 1点・安山岩 1点で、これらも旧石器時代の遺物である可能性がある。

第 3節 まとめ

調査当初想定した中世墓地にかかわる遺構・遺物は発見されず、蔵骨器出土地′点と思われる場所は既に

削平されており、中世墓地に関する資料は得ることができなかった。また、わずかな遺物が採集されたの

みであったが、旧石器時代 と奈良 0平安時代 と思われる遺物が出土してお り、調査地の周辺にこれらの時

期の遺構が存在する可能性 も考慮 しておきたい。
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第 1節 遺跡と調査の概要

第 5章 風呂屋遺跡

第 1節 遺跡 と調査の概要

遺跡の概要

風呂屋遺跡は、下水内郡豊田村大字上今井字風呂屋3012-1ほかに所在する。千曲川は、これよりやや

上流部より長野盆地 と飯山・木島平間の峡谷状の地形に入 り、川幅を狭めながら蛇行 している。風呂屋遺

跡は、この千曲川を見下ろす、左岸の段丘上、南北約350m、 東西約150mに 広がっている。これまでに縄

文時代中期後期の土器や石器、弥生時代の大形蛤刃石斧、平安時代の灰釉陶器などが採集され中世の空

堀、土塁も知 られていた。

遺跡の周辺には、上今井、替佐などの集落の発達をみるが、本調査区は上今井の北、中世の遺構などが

知られる段丘面よりさらに一段高いテラス状の緩斜面上にある。この地形は、調査区西側に迫る米山山児

の急峻な斜面の「地滑 り」による堆積物によって形成されたものと考えられるが、調査区は上今井城址北

側の小さな谷の谷口に位置するため、東南に緩やかに下る浅いす り鉢状の くぼ地を形成 している。標高

は、390mか ら380mを 測 り、千曲川までの直線距離は約500m、 比高差は約60mあ る。

調査の前までリンゴ畑として利用されてお り、その耕作者は、畑地にするために明治以降に削平され、

また飯山線建設に際しては、大 きな石が運び出されたという。

「風呂屋」 と言う地名については、豊田村誌に『上今井には城山と南城 と言つている城山…とふろや し

き (古屋敷の訛か)と 称する館趾 と内堀の二つの館趾がある。』 (264p)と の記述があり、中世の館跡に

結びつけた伝承が見られる。

調査の概要

(1)調査範囲と調査方法 (第 50図 )

本遺跡においては、4000ザ の発掘調査を実施 した。本調査に先立って用地内を試掘調査 した結果、土師

器片、縄文土器片及び黒色土の落ち込み数力所を確認した。そこで調査区を設定し、重機による表土景Jぎ

の後に、面的な掘 り下げによる調査を実施した。

基準′点 (A-1グ リッドの交′貞)を 、国家座標 (第ⅥⅡ系)X=-16。 320、 Y=84.200に 設定し、長野県

埋蔵文化財センターの仕様に従い、調査区内に方位に合わせた 8mグ リッドを設定し遺物の取 り上げ、実

測を行 った。

(2)調査経過 (調査日誌抄 )

調査期間 平成 6年 6月 22日 ～同年 9月 30日

6月 22日  発掘調査開始。 土師器、縄文土器片の散発的出

土。                         6月 30日  D-23024025検 出。縄文土器多数出土。 J-2・
6月 23日  J-203で 石列を確認。石棺墓、石室、井戸など        3の 石列掘 り下げ、南側に更に小礫群を検出。

の可能性を想定。                   7月 7日  D-23024・ 25掘 り下げ。D25よ り土偶検出。 J―

6月 29日  D-23・ 24掘 り下げ。縄文土器片出土。 J-203        2・ 3の石列を横穴式石室と確認。

の石列掘 り下げと写真撮影。
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7月 8日  D-23024、  I-2・ 3掘 り下げ。縄文土器多数出   8月 30日  古墳全面清掃。側面図作成。 SB01掘 り下げ、土

土、住居趾確認できず。調査区南側の I-17・ 18・        師器不出土、写真撮影取 り上げ。

19ト レンチ調査。包含層なし。             8月 31日  古墳石室空撮。

7月 13日  I-3グ リッドより磨製石斧、打製石斧 4点相次い   9月 1日 豊田村村長、教育委員会来訪。古墳移転の打ち合わ

で検出。古墳の石室掘 り下げ。                  せ協議。SB01か まど掘 り下げ、断面図作成。古

7月 14日  D-23・ 24025、 I-203掘 り下げを継続 した        墳、裏ごめ石をはずす。

が、遺構確認できず。古墳石室周辺の調査を開始。   9月 5日  SB01完 掘。

7月 18日  豊田村ケーブルテレビ取材あり。            9月 6日  古墳、石室周辺の面的掘 り下げ。 SB01床 下の面

7月 21日  I-4か ら土師器瓶を検出。石室周辺に トレンチを        的掘 り下げ。 ともに縄文土器片多数出土。

入れたところ、外側から新たに石列を検出した。二   9月 12日  古墳、裏ごめ石撤去、側壁を残し面的な掘 り下げを

重の酉己石 となっている可能性がある。              進める。

7月 22日  豊田村教育委員会視察。  I-4か ら土師器が集中   9月 13日  古墳裏ごめ石、配石取 り外し。 J-102・ 306

して出土した。                         ・ 7縄文遺物包含層の掘 り下げ。

7月 28日  I-4の 土師器集中部分において住居趾を検出。石   9月 14日 古墳石室平面図作成。 J-1020306・ 7縄文

室周辺の配石を検出。                     遺物包含層の掘 り下げ、縄文土器多数出土。

8月 3日 住居趾 (SB01)か まど、遺物などを検出。古墳   9月 21日  古墳石室全景撮影。古墳石室周辺の掘 り下げ、縄文

石室内で須恵器出土。                     土器片と石器出土。

8月 4日  古墳石室内より小型壺出土。             9月 2ヽ2日  古墳石室写真撮影。石室解体。石室下の黒色土を掘

8月 9日 神村理事、樋口参事来訪。                   り下げる。縄文土器、石器多数出土。

8月 10日  古墳南側 J-607検 出。縄文土器多数検出。      9月 26日  古墳下の黒色土の掘 り下げ。縄文土器、石器多数出

8月 12日  古墳羨道部掘 り下げ。                     土

8月 18日 石室側面図作成。                   9月 29日  古墳下の黒色土の掘 り下げ完了。

8月 27日  現地説明会実施。見学者約130名。豊田村ケーブル   9月 30日  全面清掃し空撮空測準備。

テレビ取材。                     10月 5日  空撮空測を実施。調査終了。

(3)調査結果の概要 (第 51図 )

今調査によって遺構 としては、豊田村初の古墳 (風呂屋古墳 と命名)1基、平安時代の竪穴住居趾 1棟

を検出した。また縄文時代中期の土器石器を多く検出することができた。

古墳は、後の畑地の造成などによって、上部を既に失い全容を知ることはできなかったが、横穴式石室

を有する古墳時代後期の円墳である。石室及び周辺から古墳時代後期の土器及び金属器数点と平安時代の

土器数′点を検出した。縄文時代の遺構は地滑 りなどによって失われたものと思われるが、遺物は多かっ

た。縄文土器及び石器は、中期前葉から中葉に位置付けられよう。同時期 と思われる土偶 も30′点ほど出土

した。縄文土器はそのほとんどが破片資料であり全形をうかがえるものは少ないが、北信地方ではこの時

期の資料は比較的少なく、重要な資料 となろう。

(4)土層の状況と基本土層 (第 52図 )

調査区は、地滑 りの多い地域に属 し、また小さな谷の出口に当たる。そのため谷上流部からの崩落によ

ると思われる土砂の堆積 と浸食の痕跡を複雑に残している。そこに北及び西側斜面から土砂が崩落し、狭

い範囲であっても土層は複雑に変化する。特に、遺物包含層が存在 した調査区北半分 と、それのない南半

分の地域 とでは、大きな相違が見られた。

Ⅱ層は縄文時代から平安時代の遺物の包含層である。古墳は、Ⅱ層中から石室の石積みが始まり、平安

時代の住居趾は、Ⅱ層を掘 り込んで作られていた。

次に、複雑な本調査区内の土層形成については、以下の様に考えられる。

地形的には、比較的傾斜の急な斜面の途中に、テラス状の平坦な地形が形成され、調査区東側は斜面下

部にも関わらず、やや盛 り上がった丘状の地形が見られるという特徴がある。また調査区内には、地表か

らかなり深い部分にも、細か く均質な砂層が、厚みと広がりを持って堆積 している。以上の点から、この

テラス状の平坦な地形は、調査区南端を流れる小さな谷川による浸食堆積の結果 とは思われにくい。むし
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第50図 風呂屋遺跡 調査区とグリッド配置図
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ろ、北と西から迫る米山山塊の地滑りとそこから供給された土砂の堆積によって、形成されたものと考え

る方がよい。砂層は、米山山塊を形成する、第二紀層のものである。調査区南端を流れる谷川は、大雨な

どの際、上流部から礫なども押し流して、急激な堆積をもたらしたのではなかろうか。また、畑地やリン

ゴ畑として利用されたことによって削平された部分もかなり多いと考えられる。

以上の要素から調査区は大きく二つの地区に分けて考えることができる。すなわち地滑りなどによって

遺物を含む堆積物が供給された地区と、その供給がなかったか浸食などによってそれらが失われ堆積物に

よって埋められた地区である。これを簡単に図示すると第52図 のようになる。遺物包含層は、地滑りなど

によって供給された堆積層の一部と考えられ、縄文時代中期以降、古墳築造までの間にそれ以前の生活面

や地形が失われたのではないかと思われる。また、遺物は本来の位置から大きく移動しておらず、この周

囲が集落域であったことを示すものと思われる。そして、古墳と平安時代住居の存在からも、 7世紀以降

は地形的に安定していたことがうかがえる。

1号住居址

風呂屋 占墳

゛
ざ

0 (t:aoo) 10m

第51図  風呂屋遺跡 遺構配置図
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第52図 風呂屋遺跡 基本土層

m

Ia層 :HueIOYR5/6   黄褐色土

粒状極小の砂混じり粘土

堅 く縮まっているが粘 りは少ない

母指頭大の礫を含む、  (表 土)

Ib層 :Hue2.5YR3/3 暗オリーブ褐色土

粒子の細かな砂質
しまりはよいが米占りは少ない

母指頭大の礫を含む (表土)

Ic層 :Hue10YR3/3   にぶい褐色土

砂質、こぶしから人頭大の礫を多量に含む
Id層 :Hue7.5YR4/2 灰褐色土

砂混じりの粘土層
母指頭大の礫を含む (表土)

Ⅱ層 :Hue10YR3/2  黒褐色土

砂混じりの粘土

締まりはよいが粘 りは少ない (包含層)

Ⅲ層 :Hue10YR4/4  褐色土

砂を少し含む粘土 粘 りは少ない

Ⅳ層 :Hue10YR5/3  にぶい黄褐色土

粘土層だが粘 りは少ない

V層  :Hue10YR5/8  黄褐色土

細粒砂、栂指頭人の小礫をまれに含む
Ⅵ層 :Hue10YR3/2  黒褐色土

細粒砂 縮まりは良好だが粘性はない

VⅡ 層 :Hue10YR3/4  暗褐色土

細粒砂 縮まりは良好だが粘性はない

4

Ⅵ

Ⅶ
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第 2節 縄文時代の遺物

1 土器

(1)土器の出土量とその分布

「地滑 り」または「土砂崩落」と考えられる堆積層から出土したため、各時期の遺物が混在 し、時期に

よる分層はできず、遺構 も検出されなかった。そこで調査区全体 として計量した。その分布については、

中地区 (8mグ リッド)を単位 として、出土量を第53図 で示す。

縄文時代早期 縄文時代前期

50000g以上

4000o g～ 49999g

30000g～ 39999g

20000g～ 29999g

10000g～ 19999g

1000g～ 1999g

lg～ 999g

第53図  風 呂屋遺跡 縄文時代土器出土分布図
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第 2節 縄文時代の遺物

①調査区全体の土器の出土量

時    期  破 片 数  破片数の比率  重量 (g)重 量による比率

縄文時代早期    220    0。 8%    5,085    1.8%

縄文時代前期    139    0。 5%    3,160    1。 1%

縄文時代中期   26,385    99.7%   275,959   97.1%

合    計  26,744          284,204

≪後期の土器は極端に少ないので省略する。≫

以上の様に破片数でも重量においても出土した土器は、縄文時代中期に位置付けられるものがほとんど

である。数値上早期が前期 を上回っているが、これは早期の 1個体が多数の破片に割れて出土し、また厚

く重量があるためである。破片から見た場合早期より前期の方がイ団体数は多い。縄文時代中期の土器は、

出土遺物の主体をなし分布や出土状況から見て比較的短期間に残された土器群 と思われる。

②出土分布 (第53図 )

早期・前期・中期の土器 ともに、調査区の北半分に偏る。時期別に見ると早期の土器が狭い範囲に重点

的に出土したかに見えるが、これは 1個体の約半分がまとまって出土したためである。これをのぞくと早

期、前期、中期 ともに調査区の北部、緩斜面 と急斜面との境 目を中心にした範囲に出土している。

(2)土器の記述方法

同一の包含層から各時期の土器が出土した。しかも出土土器のほとんどは破片資料であり、全体の器形

をうかがえるものは極めて少ない。

出土量の大半を占める縄文時代中期の土器は、各部分の破片資料を参考に以下のような器形が推定され

る。

a)上部に向かってやや開 く円筒形の胴部の上に、外傾 した口辺に直立 した日縁がつ くもの。その中

にはキャ リパー形の口縁 を持つ もの もある。

b)円筒状で底部より外反するもの。

C)やや胴部がふ くらむ器形で口縁部がほぼ直立またはやや外反するもの。

d)胴部上部がふ くらみを持ちキャリパー形の口縁を持つもの。

e)波状口縁を持つもの。

復元できる個体が少ないためこれらの器形を分類の基準にはできないが、破片資料が主体のため本稿で

は以下のように、まず早期、前期、中期、後期に大別 し、施文方法および文様要素によってそれらを細別

して記述する。

第 I群 早期 絡条体圧痕文が施されるもの

第Ⅱ群 前期

第 1類 沈線による波状文を持つもの

第 2類 竹管文を持つもの

第 3類 縄文施文のもの

第 4類 無文のもの

第 5類 細い粘土紐を張 り付けた施文を持つもの

第Ⅲ群 中期

第 1類 単沈線を中心に施文したもの

第 2類 半裁竹管による施文を持つもの
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A種 浅 い平行沈線 で施文 した もの

B種 半裁竹管の半隆起線による施文をしたもの

a 口縁部付近

1 半隆起線を縦位に密に引き並べたもの

2 半隆起線による「U」 字状文または逆「U」 字状文を施文したもの

3 蓮華状文を施文 したもの

4 横走する半隆起線を持つもの

5 横位無文帯

b 下降する隆帯の上部につ く装飾突起

C  月同音5

1 地文が無文又は縄文施文されるもの

(1)下降する隆帯又は半隆起線による縦区画を持つもの

直線的半隆起線のモチーフによるもの

曲線的な半隆起線のモチーフを持つもの

9淋区手文 (連結部)のモチーフを持つもの

(3)B字状文のモチーフを持つもの

に)区画の周辺に刺突文を持つもの

2 縄文以外の施文の胴部 (沈線による綾杉、斜格子など)

3 半隆起線による細かな区画が施される胴部

第 3類 縄文のみを施文のもの

第 4類 指頭圧痕を施文したもの

第 5類  その他

A種 地文を持たず隆帯のみで施文されたもの

B種 粘土紐の貼 り付けなどによる立体的な文様を持つもの

C種 内面に施文されたもの

D種 底部に圧痕を持つもの

第Ⅳ群 後期

(3)土器の概要

今回の調査では、早期の絡条体圧痕文土器、前期、中期、後期の縄文土器が出土したが、主体は中期前

葉と中葉である。

第 l群 早期絡条体圧痕文が施されるもの (第 54図 1～ 4)

以下は縄文時代早期末に位置付 くものと思われる。

1は 口縁部から底部までの破片で、つぶれたような状態でまとまって出土した。口縁部から胴部下半ま

での接合が可能であったが、尖底部 との接′点は明確に出来なかった。器形は、口縁部がやや外反した砲弾

型で、口縁から3 cmほ ど下がったところに、隆帯を 1条巡らしている。胎土は褐色を呈 し底部付近では褐

色から赤褐色、日縁部付近では黒みがかった茶褐色に変化 している。また、白色の微細な粒子の混入を認

め、繊維の混入も多い。文様は、口縁部直下に 4条の芋虫状の絡条体圧痕を、主に横位に施 している。そ

の下の隆帯上を横方向の矢羽状の絡条体圧痕で埋めている。さらにその直下に、 3条の絡条体圧痕を横位

に施文 している。しかし、部分的ではあるが、口縁部から隆帯上にかけて縦位の絡条体圧痕が見られる。
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胴部は斜め方向の条痕によって埋め尽 くされている。内面全体 も同様である。口唇部には条痕や圧痕は認

められない。外面の条痕は、沈線が10数本平行 して引かれている。内面は、外面に比して沈線の幅が広 く

絡条体条痕文 と思われる。

2は尖底部破片である。胎土は外側が褐色を呈 し、内部が赤褐色に近い。繊維を含み、白色の微細な粒

子の混入が見られる。外面に縄文を、内面には条痕文を持つ。

3は条痕文の施された胴部破片。褐色で繊維を含む胎土である。器面には横または斜め方向の、内面に

は縦 と斜め方向の条痕文が見られる。

4は 口縁部で、緩やかな波状を呈する器形である。補修孔 と見られる円孔を持つ。胎土は白みがかった

褐色で、繊維 とやや大きめの砂粒を含む。文様は、口縁部に 5段から7段の横位多段構成の絡条体圧痕文

を持つ。口唇部にも絡条体の圧痕が認められる。胴部には斜めまたは横向きの条痕文が、内面にも縦方向

の条痕文が見られる。

この一群の土器の編年的位置については、施文の状態などから以下のように考える。石山式～天神山式

の時期になると撚糸文を地文 とする絡条体圧痕文が卓越 して くるが、これらの土器の中に撚糸文 を持つ土

器は認められない。そこでこれらは、茅山上層式から入海式の時期に収まるものと考えられる。ただし、

東海系の土器の伴出が認められないため、詳細な時期は限定はしがたい。は1)

第 H群 前期

第 1類  沈線による波状文を持つもの (前期前半 黒浜式併行)(第 55図 506)

5はやや内湾する平口縁で、上半部にやや幅広の浅い沈線で波状文を横位に数条巡らし、端部に瘤状の

小突起がつ く。胎土は褐色で、白色の微粒子の混入が見られる。 6はやや外反する口縁かと思われる。 5

と同じく浅い沈線で波状文を横位に巡らし、その下には縄文が施文される。胎土は褐色でやや赤みがかっ

ている。信濃町 日向林 B遺跡は2)に 類例の出土を見る。

第 2類  竹管文による施文をしたもの (第55図 7～ 12025)

7は 口縁部破片で10と 同一個体。半裁竹管による押し引きの爪形文が横位に 3条施文されている。その

下に半裁竹管による波状の平行沈線が横位に施文される。黒浜式期の後半に位置付 くものと思われる。 8

は、爪形文 (C字)で曲線文様を構成している。茶褐色の破片で、黒色の砂の混入が多い。諸磯 a式土器

併行 と思われる。 9は 半裁竹管の平行沈線を引き、その中を爪形文で充填している。胎土は黒褐色で砂の

混入がかなり見られる。諸磯 a式 またはb式併行 と思われる。11は 口縁部破片で、半裁竹管による平行沈

線を横位に密に施文する。鋭い刺突の穴を持つボタン状貼付が 2個つ く。胎土は、白みがかった褐色で白

い微細な粒子が混入する。12は 口縁破片である。半裁竹管による押し引きの爪形文が施文される。白っぽ

い胎土で砂の混入が見られるが、器面はなめらかで緻密な印象を受ける。諸磯 C式併行 と思われる。

25は波状口縁の土器である。半裁竹管を2本 1組にして引いた平行沈線を横位に密に施文 し、縦位に 4

本 1単位の結節浮線文を施文 している。また口唇部には刻み目文が見られるがこれは半裁竹管によるもの

ではない。口縁部 と胴部 との境目には、大きめの爪形文が横位に施文されて区画をなしている。おそらく

右手の爪の押し引きによって施文したものと思われる。胴部は横位の羽状縄文が施文されている。胎土は

白みがかった褐色で、白微細な粒子が混入する。この土器の口縁部は、諸磯 C式土器の影響を見ることが

できる。しかし、胴部の羽状縄文 と口縁部の結節浮線文 との組み合わせ、大きめの爪形文などは、真脇遺

跡報告書の第 3群土器 (福浦下層式期)の 2類土器や第 4群土器 (蜆ケ森式期)の 8類 (蜆ケ森Ⅱ式土

器)と の類似性が強い。

第 3類  縄文施文のもの (第55図 13～ 16)
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13は ほぼ直立する平口縁の土器で、施文は単節のLRと RLの原体を交互に回転した羽状縄文である。

褐色で多くの砂を含む胎土である。14は 平口縁の深鉢の直立する口縁部分の破片。回唇部はRLの原体 を

5 mm程度の間隔で器壁に直交する方向で押圧施文 している。黒褐色で 3～ 4 mmの赤色チャー トの小礫など

を含む砂が混じる胎土である。前期前半に位置付 くものと思われる。15・ 16は 深鉢の胴部で単節のLRと

RLの原体を交互に回転した羽状縄文が見られる。褐色の胎土に少量繊維が混入する。

第 4類  無文のもの (第 55図 19～ 24)

19は 「 く」の字形に屈曲する浅鉢の胴部。器面をなでてなめらかな表面に仕上げ、屈曲部直下に沈線を

1本巡らしている。褐色で砂 と雲母の混入の多いざらざらした胎土である。20は無文の口縁部である。胎

土などほとんど19と 同じものである。21は屈曲部の上部 3 cmほ どで回縁部に至るが口縁部周辺には直径 7

mmほ どの円子Lが見られ口縁の周 りを巡っているものと思われる。口縁音5は 立ち上がるものと予想されるが

端部の破片はない。胎土は黄褐色で砂の混入は少ない。

24は同形態の浅鉢の底部から胴部にかけての部分であると思われる。21に比較 して器壁が厚い。これら

の土器は諸磯 C式期に位置付 くものと思われる。

第 5類  細い粘土紐を張り付けて施文 したもの (第55図 17018)

17018は屈曲する口縁部の破片で、太さ 2 mmほ どの細い粘土紐を張 り付けて斜格子状の模様を施文 して

いる。屈曲部の下には 2条の平行沈線が巡る。在地系の前期土器ではないかと思われる。

第Ⅲ群 中期

第 1類  単沈線による施文を中心とするもの (第56057図 26～ 45)

中期初頭に位置付けられると思われる一群であり、主に単沈線による施文を中心にしたものである。

26は地文は斜沈線を用い波頂部の文様や胴部の区画には隆帯を用いているが、大半の文様を沈線により

施文 しており、竹管文を多用する大半の土器 とはやや系列を異にすると思われる。胴部に交互刺突文 も観

察できるが、波頂部の曲線を主体にした文様は他の土器には見られない。また、胴部の区画内の曲線文様

も独特のものである。地文は飯山市深沢遺跡出土土器の 1類 (西沢隆治1988)に 類似するのではないかと

思われる。胎土は赤褐色で砂 と雲母の混入が見られる。

27は波状口縁を持つ深鉢で全体をRLの縄文を転がし、太めの単沈線 と隆帯によって施文している。波

頂部は沈線の施文具 と同じ工具を押し当てて三つの突起状に成形している。胎土は赤褐色でやや粒の大 き

い砂を含むが緻密である。

28は小波状の突起を持った口縁部。棒状の工具によって引かれた横方向の波状沈線と平行沈線による施

文が見られる。濃い茶褐色の砂の少ない胎土である。

30031は 胴部破片でともに沈線による曲線文様が見られ、地文の縄文の施文方法が類似する。胎土は褐

色で緻密である。

32033034は ともに押し弓|き 文が見られるものである。32033は 波状口縁を持ち32は 波頂部の7局巻き文

の下に押し引き文を縦に施文 し、 日唇部を細い沈線で糸田か く刻んでいる。 また32633は ともに胎土に自色

の粒子を多く含みざらざらとした器面である。

36は 口縁部に特徴的な突起を持ち、突起の裏面にも三角形の陰刻を施文 している。口縁直下に横長楕円

形の区画文を持ち区画内の沈線の下半を刺突している。その下の 2本の沈線を上下から交互に刺突して施

文し37と の類似を見る。

38は キャリパー形で平口縁の土器である。縄文は見られず棒状の工具で引かれた単沈線による施文がな

されている。口縁部から単沈線によって縦方向に区画した無文の区画と、刺突文で充填した区画 とが見ら
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れる。また曲線の区画があるが全体像は把握できない。褐色で砂 と雲母の混入が多くざらざらして崩れや

すい胎土である。

39の 回縁部はやや外反する。口縁部に横長楕円の区画文を持ち、区画内に刺突文を持つ部分 と波状沈線

を持つ部分がある。胴部には隆帯が 1本下降し、粗い格子状の区画を単沈線で施文 し、その区画内を同じ

く粗い刺突文で充損 している。胎土は赤褐色で雲母の混入が見られるが、器面のざらつきは少ない。380

39に 見られる粗い刺突文は付近の同時期の遺跡に見られない。類例は新潟県中郷村南田遺跡の中期末の土

器や新潟県南魚沼郡塩沢町五丁歩遺跡の中期土器に見られるが詳細については十分な情報を集められな

い。

40はやや外反する胴部の破片と思われるが、全体像はつかめない。施文方法も独特のものが見 られ、貼

り付けられた隆帯は中空で大きく器面から張 り出す構造を持つ。隆帯の下部の円文 も後から貼 り付けられ

たものである。隆帯上には左右に円文が付けられ、沈線と隆帯によって施文される。中央の沈線は 2本 と

も沈線内に刺突がなされ、右側面は刺突文によって充損されている。左側面は胴部からつながる曲線模様

が見られる。胴部には沈線によって同心円文、渦巻き文、斜め施文の変形した楕円区画文モチーフなどが

見られる。同心円文の境 目には三角形の陰刻が見られ、楕円状の区画文の曲線部は貼付文が見られる。胎

土は、白みがかった褐色で自色の粒子を多く含む大変に密度が低い (軽い)胎土で特徴的である。この土

器に類似したものは他にほとんど確認できず周辺遺跡でも類似のものはない。

42は 口縁部の一部に隆帯で波状の文様を施文している。隆帯より下はやや太い棒状の工具による沈線を

縦位に引き並べ、その直上部を刺突している部分 と、半隆起線による曲線が施文された部分 とがある。

43044は ガヽ破片であるが、棒状の工具による押し引きが見 られる。

45は横方向に 3列の角押し文を施文 している。

第 2類 半哉竹管による施文を持つもの (第 57～ 67図46～ 235)

A種 半哉竹管による浅い平行沈線で施文 したもの (第 57図46～ 53)

46047048049050は 平行沈線により斜格子目文を施文する。51は突起部分 と思われるが円孔が貫通し

ている。黒褐色または褐色の胎土で多量の砂を含み器面は荒い。49は雲母を含みほか と異なる。これら

は、上水内部小川村筏遺跡第 4類 Bの「半裁竹管による平行沈線を多用する土器」 (寺内隆夫1991)や、

上水内郡三水村上赤塩遺跡の I群 3類「貫通する円孔 と格子目文を持つ土器」 (寺 内隆夫1991)な どと共

通する文様構成要素 を持っている。また飯山市須田ヶ峰遺跡にも類似 したものが見 られる (飯 山市史

1993)。 以上の類例より考えてこれらは、中期前葉五領 ヶ台式に併行する時期のものと思われる。52053

は口縁部で平行沈線を斜めに密に施文 している。黒褐色または褐色の胎土で多量の砂を含み器面は荒 く、

52は雲母を含む胎土である。

B種 半裁竹管による半隆起線で施文をしたもの (第57～ 67図 54～ 235)

a 口縁部付近

al 半隆起線を縦位に密に引き並べた土器 (第57058059図 54～ 80)

平行沈線 と同じ半裁竹管を用いながら、蒲鉾の背の部分のように丸みを持った半隆起線を引く。日縁部

直下に施文されるものが多いが、更に横走する半隆起線を3本ほど挟んでもう一段施文されるものも580

61な どに観察される。また54も 口縁部 と言うよりは頸部に近い部分への施文である。器形は破片資料のた

めに全体像 を十分につかみ得ないが、深沢遺跡出土土器の器形との類似点より考え、底部から頸部にかけ

てやや広がる筒状の胴部を持ち、頸部で角度を変えて外反し口縁部にかけて「く」の字形に立ち上がる平

口縁のものが多いと思われる。また、外反の角度の小さいものは胴部にやや膨らみを持つ器形かと想像さ
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れる。口縁部に突起を持つものが見られ、60061062064な ど山形の突起を持つもの、65の渦巻き状の突

起、65-B・ 65-Cの 山形と渦巻きのモチーフをつなげたものなどの他に、55058059に見られる非対称

の突起もある。また回縁部に縄文を施文するものとしないものが見られる。この文様帯の下の頸部にかけ

て、横位無文帯 (54058059)ま たは横位縄文帯 (55056062069)が見られるものが多い。57は小型の

土器でほぼ全体をうかがうことが可能である。横位縄文帯に相当する部分に 2本の半隆起線で三角形に区

画をしており、他の土器には見られない文様構成を持つ。また胴部にも下降する半隆起線の間にU字状の

区画が見られる。胎土は大別して 2種類に分けられ、赤褐色または黒褐色を呈するものが56057・ 60067
072074076、 白みがかった褐色を呈するものが59061062064066070071・ 77078な どで、いずれも

砂の混入が多く雲母が混じる。62は 65-A・ B・ Cな どと同一個体であるが、縦位の半隆起線がやや斜め

に引かれる部分もあることを示している。78は 回縁部が内湾する器形で、半隆起線の引き出し部分に半裁

竹管を押し当てて半円形としており、刻印蓮華文の施文方法 (南久和1976)に通ずる特徴を持つ。79は半

隆起線による施文ではないが施文方法は78に 類似するものである、ただし蓮華状の花弁の先端に棒状工具

による刺突文が見られる事と平行沈線に近い点で力強さにかける。80も 半隆起線の上端部に棒状工具によ

る刺突文が施文されており79と の類似性が認められる。

a2 半隆起線による「 U」 字状または逆「 U」 字状の区画を持つもの (第59060図81～ 96)

厳密な意味での「U」 字状文または逆「U」 字状文とは、「U」 字状に区画した中に半隆起線を1～ 5

本程度引き並べたものと思われるが、更に横広の「U」 字状区画を持つものがあり幅の狭いものからかな

りの幅を持つものまでの変化があるが、この分類とした。

81か ら86は逆「U」 字状で、87か ら96は 「U」 ,字状に区画されたものである。この文様も第 4類 aと 同

様に口縁部付近に施文されたものが多い。しかし、82の ように頸部と思われる部分への施文も見られる。

全てが縦位に半隆起線のを密に施文した後に、区画をしている。やはり復元できるものが少なく、全体像

を知ることは出来ないが、第 4類 aと 同様の傾向を持つものと推察され文様の構成要素も共通するものが

多い。ただし78の ような、縦走する半隆起線の上部へ半裁竹管を押しつけ半円形に成形したものは見られ

ず、半隆起線の上端の形状へのこだわりよりは、集合する半隆起線の構成に施文の力′点が置かれている印

象を受ける。96は 頸部に横位無文帯を持つ土器と思われるが、U字状文直下の横走する半隆起線の中に隆

帯で継手文 (姥 ヶ沢)を伴いながら弧状の曲線をモチーフにして区画し、隆帯の間を無文とする。縦横方

向に沿った施文方法を遵守する傾向が顕著なこの土器群の中にあって曲線を用い、水平垂直方向の施文で

ない文様を持つ′点は特徴的で新崎式の変遷を参考にした場合新しい要素と考えられる。91は 回縁部の文様

帯に円形の突起を持つもので姥ヶ沢遺跡出土土器に類例を見ることが出来る。81085は やや白みがかった

褐色の胎土で、砂と雲母の混入が観察される。それ以外の土器は赤褐色の胎土でやはり砂と雲母の混入が

観察される。

a3 蓮華状文を施文したもの (第60図97～ 104)

97は 口縁部がゆるく外反し、胴部は少し膨らむ筒型を呈する。口縁部から横位無文帯に至るまでの間

に、横走する半隆起線を間に挟みながら蓮華状文が二段施文される。蓮華状文は、花弁の上部を半裁竹管

を押し当てて半円状に形作り、印亥j蓮華文の手法を取る。更にその下に平行沈線を縦に引き並べる。横位

無文帯及び胴部を縦に区画する無文帯の周辺部に刻み目文を持つ。胴部には正格子目文を地文 として持

つ。その中を半隆起線によって縦に区画し、曲線の半隆起線によって更に区画を施す。その半隆起線と半

隆起線とが接する間隔の狭い部分は、間を削り取る。器形と文様の構成要素を見る場合、多くの′点で北陸

地方の新崎式土器様式との共通点を見いだしうる土器である。しかし、文様の構成上、北陸地域では、横

位無文帯より上に二段も蓮華状文を巡らせるような施文は見られない (神保孝造氏の御教示)。 また胎土
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も赤褐色で砂 と雲母を含み、北陸の土器 とは異なり本調査区出土土器に共通するものである。これらの点

から、新崎式土器様式の影響をかなり強 く受けた地元の土器 と考える。横位無文帯より上部に蓮華状文を

二段に施文 した土器は、望 月町後沖遺跡に見 られ る。 (「後沖遺跡」福島邦男 第19号住居出土土器

1983)ま た胴部の半隆起線で施文されたB字状文が一方が直線、もう一方が曲線 (B字状)を なすものが

一般的であるのに対して、この土器は両側に曲線部を有する点で、在地化の傾向が読みとれると金子拓男

氏の御教示 も得。た。

98は、器形は97と 同様に新崎式土器に類似 したものである。しかし、新崎式土器には見られない要素 も

ある。まず、胎土は97と 同じ赤褐色で砂 と雲母を多く含む。文様構成要素では、口縁部に小波状の突起が

連続して付けられることが大きな特徴 といえる。また蓮華状文を回縁直下に持つが、その下に横走する半

隆起線 6本を挟んで蓮華状文に類似する文様帯を持つ。これは花弁の中程の沈線が全て斜沈線によって施

文される独特のものである。横位無文帯の存在を確認できないが、縦の無文帯 と思われる部分が隆帯右側

に予想される。胴部は地文に縄文を施文し、半隆起線によって主に曲線によって区画される。区画の構成

要素は97に 類似性を持つが沈線際部分を削らず地文が全て残るところは在地的な特徴 と思われる。

99は 回縁部に半隆起線を 5本横走させそのうちの 2本は八形文が施文されている。その下に半隆起線を

縦位に密に施文 し、その 2本ないし3本を単位に上部を弧状に削 り取 り花弁上部の丸みを作 り出してい

る。さらに 3本の半隆起線を挟んで、細い半裁竹管による平行沈線を縦位に施文 し、 5ないし6本の沈線

を単位にやはり上部を花弁の上部のように削り取っている。この削 り方は三角形に半隆起線の上部を掻き

こむように削る方法ではなく、弧状に沈線を引いて周 りを削って花弁の形を作 り出している。白みがかっ

た褐色で砂 と雲母の混入が多い胎土である。器形は口縁部がキャリパー形の新崎式土器に類似するものと

思われる。

101010201030104は 同一個体 と思われる。口唇部直下に半裁竹管を押し当て半円形に蓮華の花弁上部

の丸みを作 り出し、印刻蓮華文の施文方法 と共通する。花弁の下端部分には長めの刻み目文のみが印さ

れ、中間部分に平行沈線を雑に引き並べ崩れた蓮華状文を構成している。胴部 との境目には 3本の半隆起

線を横走させ胴部は無文で沈線際に刻み目文を印す。文様に崩れた要素が見られ「充填文」 (南久和1976)

的な要素を思わせるものである。

a4 横走する半隆起線を持つもの (第60～ 63図 105～ 146)

口縁部付近に横位に半隆起線を施文する。半裁竹管で施文する方法は共通するが、縦位の半隆起線によ

る施文がなされない。口縁付近から推察される器形は、口縁部がほぼ直立するバケツ形に近いものと、口

縁部で外反して開 くものとが多いと思われる。それらは、日縁突起を持つものは少ないのではないかと思

われる。一方多くの波状口縁土器などが含まれる。

文様構成要素 としては横走する半隆起線を中心に、半隆起線のみで施文するもの、沈線際に刺突するも

の、交互刺突文を持つもの、爪形文を持つもの、継手文を持つものなどが見られる。箆状工具による交互

刺突 と沈線際の刻み目文が組になった文様は、深沢遺跡出土土器の 2類 03類にも見られるものであり

1070114に施文された交互刺突文 とは工具 も施文意図も異なるように思われる。

10601150116は継手文を、口縁突起または口縁部直下の文様帯に持つ。いずれも沈線際の刻み目文 と

共伴 してお り、1050106・ 108に施文された文様要素 と共通する。106の継手文は施文方向が斜め方向へ と

変化をしており96と の共通要素を見ることができる。また111は赤褐色で砂の多い胎土のために器面が荒

く細部が見にくいが、沈線際を刻み目状に刺突する半隆起線 と刺突のない半隆起線が交互に横走 してい

る。1170119は半隆起線上に八形文が施文されたものである。いずれもやや黄色味がかった褐色の胎土で

他の土器が赤褐色を呈 しているのに対して相違が見られる。
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124は 口縁部で外反するバケツ形の土器で胎土は赤褐色で砂 と雲母を含む。回縁部には小波状の突起が

つき口唇部には爪形文が施文され、頸部に爪形文を施文された半隆起線が横位無文帯を挟んで 2条巡る。

横位無文帯 と思われる部分は二条巡る。上部に一部、縄文で施文された箇所が見られる。胴部は下降する

半隆起線によって大 きく4単位に区分 (区画)さ れる。その中を更に平行沈線によって細か く縦区画す

る。その区画 も直線的な区画部分 と上部に曲線を用いている部分が見られ特徴的である。小さな区画内

は、綾杉状の平行沈線によって充填される。しかし、一部の区画はB字状文によって充填される。頸部の

横位無文帯に張 り付けられた突起は、縄の結び目を模 したようなモチーフである。胴部施文の文様が綾杉

文であり、深沢遺跡出土土器の 1類に類似性をもつ土器 とも思われたが、器形・文様構成要素など相違点

が多い。またB字状文、爪形文、横位無文帯など北陸地方の文様要素が目立つ′点、縦横の文様構成の中に

曲線の区画部分が混じり新 しい要素が見られる′点も、深沢遺跡出土土器の 1類には共通 しない要素 と思わ

れる。

125も 色調は黒褐色を呈 し砂を多く含む胎土である。波状口縁を持ち口縁部には半隆起線を横走させて

いる。胴部には、継手文や B字状文を持ち、交互刺突文 と沈線際の刻み目文を持つ。また頸部に横位無文

帯を持ち他の器形の土器 との共通要素が多い。

128-A・ Bの波頂部には沈線際に箆状工具による鋭い刻 目文を持つ。また133も 沈線際から隆帯上にか

けて同じ様な方法での刻 目文が施文されている。一方1300132に は沈線際の刺突が見られるが、これらの

使用された工具は、半裁竹管 と思われる。126の刺突に用いられた工具はやや丸みを帯びたもので、箆状

工具によって隆帯上を刺突する′点で他の個体 とは違った施文を施 している。

135は 回縁部の表と裏 と波頂部の継手文を2本一組の隆帯で施文 している。

137-A・ Bは同一個体 と思われる。波状口縁を持ち、口縁部に半裁竹管による半隆起線 6本横走させ

る。その 2本の沈線沿いに半裁竹管の背の部分 を交互に押 し当てて、交互刺突文を連続的に施文 してい

る。また波頂部に隆帯による渦巻き文が見られる。特徴的な文様構成要素を持つ個体であるが、赤褐色で

雲母を含む胎土でほかの土器 と共通する。139は交互刺突が連続して施文されている′点で137-AOBに 類

似性を感 じる破片である。

140も 口縁部に半隆起線で隅丸の長方形の区画文を施文 し、半隆起線に沿って半裁竹管で間隔の広い刺

突文が見られる。142は 口唇部に棒状の工具を押しつけて小さな山形文を連続して作 り、その山の部分に

半裁竹管によって深い刺突をしている。施文工具施文方法とも他の土器 と共通するがその構成方法は特異

である。143と 144は胎土、施文方法 ともに類似性 も極めて高 く同一個体 と思われる。赤褐色の胎土で砂 と

雲母の混入が見られる。半円形に近い区画文を持ち、その周 りの隆帯上に楔形の刻み目文を施文 し区画内

の施文は彫 りが深 く立体的で新 しい要素を多く備えているものと思われる。145は褐色で砂 と雲母の混入

が見られる土器である。頸部で外反し外に開 く口縁を持ち、ほぼ筒状の胴部を持つものと思われる。口縁

部に楕円区画文を持ち、内部を2重半隆起線によってさらに楕円を描き中央部に半裁竹管による刺突文を

横位に並べている。胴部にも地文 として縄文を持ち縦位の半隆起線を引き下ろしている。

146はやや白みを帯びた褐色で砂を含むがざらつきは少ない。頸部で外反し外に開 く口縁を持ち、ほぼ

筒状の胴部を持つものと思われる。地文にRLの縄文が施文されてお り、横位の半隆起線が口縁部に 1

条、頸部に 3条が施文される。その半隆起線の下部に半裁竹管によって間隔の広い刺突文が施文される。

一部に非対称の三角形の突起が付 く。刺突文の施文方法で14001410145な どとの類似が見られる。

a5 横位無文帯を構成するもの (第 57～ 59図・61～ 63図 54～ 560580750123012901470148)

口縁部の文様は基本的に「横方向」に構成されたものであるが、胴部は基本的に「縦方向」の区画によ

って文様帯が分けられている。その口縁部 と胴部 との境目に、「横位無文帯」を持つものが多く見 られる。
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口縁部の分類の中にも横位無文帯が見られる土器片が多く、56055な どは、横位無文帯の部分に縄文が

施文され横位縄文帯ともいえる。これらの部分には文様帯最上部の沈線際に半裁竹管 と思われる工具によ

って、連続的に刺突がなされているものが多い。また、59・ 75な どは無文帯に糸電文施文がなされないが同

じ様な刺突を見る。一方、54058は 横位無文帯に刺突はない。また更に123は刺突のある横位無文帯を持

つがその中に段差を持っている。これは58が縦に密に並べた半隆起線を回縁部から二段 目の文様帯の中程

まで施文して横位の半隆起線を引かずに、段差を持って横位無文帯につなげているのに類似性を持ってい

る。この段差による施文の切 り替えは深沢遺跡出土土器の 2類にも見られる特徴である。

無文帯の周囲の刺突には、上下に刺突文を持つ148や 波状口縁部につながる横位無文帯の上部に刺突し

たものなども見られる。また横位無文帯直下の施文方法は大 きく二つの分類が可能で、147の ように数条

の半隆起線を施文するもの、129に代表されるもののように胴部の縄文 との境 目に半裁竹管で連続 して刺

突文を施文するものがある。

b 下降する隆帯上部につ く装飾部 (第 57・ 63図 550560149～ 1510154～ 158)

胴部は縦に分割された文様帯で、その縦区画に半隆起線や隆帯が使用される。その下降する半隆起線や

隆帯の最上部に、突起が見られるものがある。突起は横位無文帯内又は直下に付けられたり地文上に直接

貼付される。14901500151・ 155は Y字状のモチーフのバ リエーションと思われるものである。また152

0153は 瘤状の突起が見られる。1560157は深沢遺跡出土土器 3類に見られる下降する 2本の平行隆帯の

最上音Ьにつ く突起 との類似性が見られる。また1540158は継手文が見られ55・ 56な どとともにこの時期に

縦区画の半隆起線や隆帯に付随する主要なモチーフとして使用されることが多かったのではないかと思わ

れる。

C 月同書F

Cl 地文が無文又は縄文施文されるもの (第63～ 66図 161～ 219)

(1)下降する隆帯又は半隆起線による縦区画を持つもの

一本の隆帯が半隆起線などを伴わずに下降する161、 二本隆帯が下降する257が見られる (但 し、257の

上部に横走する隆帯が見られるため竹管文 と共伴するかは明確ではない)。 また半隆起線によって縦に区

画をしたと思われるものに16301640167な どがある。なかでも167は縦の半隆起線に沿って丸い刺突文が

並び特徴的である。そして隆帯 と半隆起線が組になって縦区画をするものはかなり多く、16001650168

のように隆帯に沿って半隆起線を引くものもあるが、半隆起線が区画を作るものの方が一般的である。そ

れは169か ら174の ように直線的半隆起のモチーフによるもの、181か ら183の ように曲線部を持つ半隆起線

のモチーフによるものとがある。

175は比較的小さな土器の胴部である。全体に摩耗が激しく地文などは確認できない。文様は半隆起線

を五本組み合わせた縦の直線による区画と思われる部分 と四重の半隆起線による楕円が見られる。楕円に

は交互刺突文 と沈線際の刺突が見られ刺突は丸い。胴部に楕円を持つものはこの土器のみではないかと思

われる。185は黒褐色の砂 と雲母の混入の多い荒い器面を持つ土器である。地文には縦に条の残る縄文を

施文 し、縦方向に大きな波状沈線を平行沈線で 2本組にして施文 している。施文の方法は他の土器 との共

通性が高いが、文様要素はやや異なる。胴部の文様は中野市姥ヶ沢遺跡 (壇原長則1983)に おいて「鎖

状」または「鎖文」として分類されたものに類似する。

9)継手文 (連結部)のモチーフを持つもの (第65図 186～ 191)

継手文 (連結部)のモチーフを隆帯または半隆起線によって施文 し、区画内を更に区画または装飾する

ものを分類した。184は胴部の装飾が少ないもので、貼 り付けられた隆帯によってモチーフが施文されて

いる。186は平行沈線に近い半隆起線のみで施文され装飾的要素 も少ないが、188か ら191は 隆帯で継手文
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を施文し半隆起線で周囲を装飾するもの、B字状文に近い装飾部分を持つもの (1880191)が見られる。

また189は平行する二本の隆帯に接して施文されている。

(3)B字状文を伴うモチーフによる (第65066図 194～ 201)

194か ら198は 「B」 字のモチーフの施文が、半隆起線の間を充損する様にはなされず北陸地方の土器の

文様とは異なる在地性の強いものと思われる。一方2000201は半隆起線による区画の中を充損する文様構

成要素としての性格が強い施文であり、「B」 の曲線部分が縦走する半隆起線に接している点が北陸地方

と共通であると考える。また200の持つ「B」 字状文もこれに近い施文方法と思われる。202は底部から胴

部にかけての破片であるが、底部が張り出し胴部から頸部にかけてやや外反しながら立ち上がる特異な器

形を持っているものと思われる。文様構成要素としては、「B」 字状文、継手文、周囲に楔形刻み目文を

持つ縦位の無文帯などが見られる。中でも継手文を持つ下降する2本一組の隆帯は、垂直方向には下がら

ず斜めに下がり、縦位の無文帯はそれにつれて斜め方向に施文されている。新崎式土器の新しい時期のも

のとの類似性が強いと思われる。

に)区画の周辺に刺突文を持つもの (第66図202～ 209)

203や 183は胴上部の沈線際に連続する刺突文を横方向に施文したものが見られるが、これはこの調査区

出土土器の中では一般的に見受けられる。また1780181は この刺突文が半隆起線に沿って (沈線際に)縦

方向に施文されているもので、あまり多くは見られない。204は 縦横の半隆起線に沿って (沈線際に)刺

突文が見られるものである。このような刺突文は205か ら2080214の ように半裁竹管の断面を押しつけて

爪形 (C字状)に施文したもの、209か ら2130215か ら219の ように楔形刻目文を印すものまでが見られ

る。2070208は沈線上を半裁竹管で刺突しているが、これも同様の考え方による施文の一つの形と考えた

い。

半裁竹管を180° ずつ回転させながら施文 したコンパス文が1830199に見られこの時期の施文に利用され

ている様子がうかがわれる。1790180な どは、コンパス文が垂下してお り半隆起線による縦区画や結節縄

文を縦に施文するのと同じ効果を持つ ものと思われた。177と 182は 渦巻 き状の文様が見 られるもので、

176は 隆帯の曲線構成による文様であるが同じく縦位の区画を構成するものと思われる。

C2 縄文以外の施文の胴部 (沈線による綾杉、斜格子など)(第66067図220～ 234)

ここに分類した胴部の文様は、量的に多くない。2200221は半隆起線の区画内の地文 として正格子目文

を持つもので、褐色で混入する砂は少なく、雲母の混入が見 られない胎土である。222は 同じく地文に斜

め格子目文を持つ土器で半隆起線の施文が立体的でくっきりとした施文方法が他の土器 と違った印象を与

える。胎土は砂の混入が少ない。224も 施文が立体的である。地文 として半隆起線による斜沈線を持つ。

胎土は砂の混入が少ない。

227は 地文部分に綾杉楔形刻 目文 (真脇遺跡1986)に類似 した文様が見られる。横方向のものと縦方向

のものとが見られるが縦方向のものが綾杉楔形刻み目文により近いと思われる。施文方法は丁寧で横方向

に何段 も重ねる部分でも大 きな乱れが見られない。また区画の中に正格子目文が施文された部分 も見られ

221な どと大きな時期差を持たないものと思われる。区画の半隆起線の間を削 り取 り半隆起線による施文

を際だたせている″点、また縦位の無文帯は周囲に楔形刻み目文を持ち、隆帯が斜めに下がる部分 も見られ

新崎式土器の最 も新 しい時期の文様要素に類似するものが多い。胎土への砂の混入は多い方であり、雲母

の混入も多い点では在地の土器に近い特色を持っている。225は 地文に刺突文 を持つ土器で、胎土は自み

がかった褐色で、砂 と雲母 ともに混入が目立つ。施文は半隆起線による区画がなされ、モチーフは「 B」

字状文を模倣 したものと思われる。施文は雑であるが、半隆起線の間を削 り取るなどの特徴を持ってい

る。226は 縦位の平行沈線を密に施文 して地文 としている。半隆起線は施文が浅 く左下の曲線部は平行沈
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線に近いが、それによって囲まれた部分の内側を削 り取る施文方法が採 られている。223は 平行沈線によ

る格子目文 と横方向の平行沈線を地文 としているが、短い平行沈線を角度 も決めずに手早 く引いたようで

雑な印象が強い。また縦横に施文された区画の平行沈線も浅 く雑に施文されている。大きい交互刺突文 と

沈線際の刻み目文が見られる所から、第Ⅲ群第 3類 と同時期 とは思わない要素が多い。228か ら234に は、

綾杉文を施文 したものである。228は 半隆起線 と大 きな交互刺突文 と共伴 しているもので、単沈線による

綾杉文が施文されている。229も 228に類似 した横方向の綾杉文を持つが 2段以上の施文がなされていたよ

うで、この破片には浅い沈線が 2本伴っている。230は繊細な沈線によって施文された綾杉文を持ち半隆

起線の文様 と共伴する。233は 平行沈線に近い半隆起線 と交互刺突、沈線際刺突 と共伴 してお り、単沈線

による綾杉文を持つ。234は 平行沈線によって施文された綾杉文を持つもので124の施文方法に近い。

C3 細かな区画が施される胴部 (第67図 235)

235は縄文を地文 とした胴部に半裁竹管による半隆起線によって隅丸方形の区画を施文 している。区画

中央に 2本の半隆起線を縦に施文 しているものが多いが、一破片のみ渦巻 きが施文されているものがあ

る。また区画の間に縦位に半隆起線を三本引き中央のものに交互刺突文を施文している。胴部の縦区画の

中を更に細か くパネル状の方形に区画をしている例はこの一点のみである。

第 3類 縄文を施文 したもの (第67068図 236～ 262)

23702440249も 折 り返しの口縁を持つ縄文が施された土器であるが、器形は248と は異なるものと思わ

れる。23802400243は 付加縄文 (縄巻縄文)で施文されたもの、236は 口縁部まで縦位の結節縄文が施文

されている。236・ 2390245は 口縁部の折 り返しを持たず、口唇部を平らに成形している。246は 口縁部で

外反し丸みを帯びた突起がつ く、2410242も 突起部分で、242に は隆帯の貼 り付けが見られるが、胎土や

形状、縄文施文の状況より考えて同一個体 と思われる。縄文のみで施文された土器の場合、平口縁のもの

が一般的で回縁部に突起を持つものや、波状口縁を持つものはこの 2個体のみであった。

248は底部から口縁部にかけてゆるく外反しながら開 く平口縁を持つ土器である。胎土は黄褐色から赤

褐色に近 く、白色の粒子、砂、雲母の混入が見られる。口縁部は外に折 り返してやや肥厚させる以外には

特に装飾を施さない。胴部はRLの縄文を全面に施文するが縄文原体 を転がす方向は一定 してはいない。

その上に 2本を一組にした結節縄文が全周で 6組垂下している。

250はやや丸みを帯びた胴部で頸部を絞 りやや内湾する日縁部を持つ。胎土には砂 と雲母の混入が見 ら

れるが器面のあれは少ない。全面がLRの縄文によって施文されているが、荒 く施文され条の方向は一定

ではない。特に胴部においては、縦方向に条が見られており、北陸地方の中期の縄文施文土器に類似性を

持っているように思われる。

25202550258か ら262は 縄文が施文された胴部で口縁部の施文がわからないもので一括してこの部分に

分類したが、結節縄文が下降している共通点を持つ。2530254025502570258は 隆帯が下降して胴部を

縦に区画しているものであるが、上部の施文の方法が明確に観察できないためここに分類をした。

第 4類 指頭圧痕文を施文 したもの (第69070図 263～ 286)

竹管文を持つ土器 と大きく文様構成要素の異なる土器である。口縁部から胴上半部にかけて横長楕円の

区画文が見られるものが多く、胴部には指頭圧痕文が見られる。阿玉台式土器の在地化したものと捉えら

れてきた土器であるが、多くの点で斜行沈線文式土器 (後沖式土器)(寺内隆夫1996)の影響の強い土器

と思われる一群である。

263は楕円区画文を持つ土器で、この調査区出土土器で最大の土器である。口縁部には動物 (か える)
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と思われる、具象性の高い突起が付き、大 きな円文状の渦巻 き文 と組み合わされている。口縁部から胴部

中程までは、横長の楕円区画文が積み重ねられるように施文されている。口縁部の区画内には斜沈線で充

填されたもの、波沈線を引き周辺に刻み目文を施文したもの、縦沈線を施 したものが見られる。これらの

横長の楕円区画文の間に、円文を貼付する。胴部の楕円区画文には波沈線が施文されている。さらに胴部

には地文に指頭圧痕文が施文されていることが観察できる。この土器は口縁部から胴部にかけて隆帯によ

って、横長の楕円区画文を積み重ねる様に施文 し、無文帯を持たない点も特色といえる。この土器は褐色

の砂を多く含んだ胎土でざらざらした器面を持つが、大きな土器の割に器壁は薄い。また、雲母の混入は

見られない。264は底部から緩 く外反しながら立ち上が り、口縁部が内側に折 り返された特徴的な形態を

持つ と思われる。口縁部上段に沈線と波状沈線を横に施文 し、その下に楕円区画文を持つ。楕円区画内は

周囲に沈線が、中央に波状沈線が施文され上段の施文 とほぼ同じ施文がなされる。渦巻 き状の突起が付

き、それを起点に、胴部にアルファベ ットの「R」 字状の懸垂文が施文 される。渦巻 き状の別の突起

(264-B)がついていたものと思われる。胴部は指頭圧痕文が施文される。胎土は赤褐色に近 く砂の混入

は見られるが雲母は混入しない。また266は 264の 突起部分に類似 したものと思われる。2680277も 楕円区

画文内を斜沈線で充填してるものであるが、277は 半裁竹管で平行沈線を引き並べている点が、竹管文を

持つ土器に共通する要素である。この 2点については雲母の混入が見 られる。また271-A・ 271-B・

2730272は胴部に施文された隆帯の文様であるが、楕円区画文の部分ではないかと思われる。27402750

276は 日縁部まで指頭圧痕文が施文される。278は 胴部破片 と思われるが半裁竹管の半隆起線が施文され

277同様竹管文を持つ土器 との中間形態を示す と思われる。2790280は 隆帯上に圧痕文を施 したものであ

る。

285は 口縁部に楕円区画文を巡らし、区画内を押し引きによる斜行沈線で充損 し斜行沈線文土器の範疇

からは逸脱する要素を持つ。胴部には指頭圧痕文が施文される。胎土は赤褐色で緻密な器面を持つが雲母

の混入は多い。

第 5類 その他

A種 地文を持たず隆帯のみで施文されたもの (第 70図 287)

287は有孔鍔付土器である。砂 と雲母の混入が見られるが、他の土器 とは異なって緻密でなめらかな器

面を持っており焼成の状態も良い。内面には丁寧な磨 きの跡が認められるが、表面も内面に劣 らず丁寧な

調整が見られる。口縁から3.5cm下に並ぶ穴は、内面に下が りながら穿子Lさ れている。胴部には大 きな隆

帯によって立体的な曲線が描かれている。多くの点で他の土器 と異なる。

B種 粘土組の貼 り付けなどによる立体的な文様 (第 71072図 288～ 321)

口縁部または口縁部付近に付けられていたと思われる突起である。山形文、渦巻き文、継手文を立体化

した様なモチーフのものは、飯山市深沢遺跡や中野市姥ヶ沢遺跡出土土器に類似性が極めて高いものが多

い。特に300は 深沢遺跡 2類 (長野県史12番)が持つ突起に類似性が極めて高いものである。2960297な

どは新崎式土器に類似 したもので2980299は それに近似するものである。3010308・ 309な どは曲線の隆

帯を用いた複雑な構成を見せてお り、この時期のものとしては新 しい要素ではないか と思われる。3140

315は左巻 きの釣 り針状のモチーフを横位置に付けたもので、楕円区画文に付 く貼付文 との共通性を思わ

せる。306は 胎土が黄色みを帯びた褐色であり砂や雲母の混入が多く、平らな器面に隆帯を張 り付けてい

る点など指頭圧痕を持つ土器に類似 している。313は小さな楕円区画文を持つ区画内を平行沈線で充填す

るとともに沈線際に刻み目文を持っているものである。318は 中期中葉に中部高地に見られるモチーフに

大変類似 している。
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第 5章 風呂屋遺跡

C種 底部に圧痕を持つもの (第72図 322～ 324)

3220323は底部に「あじろ」痕が観察できるものである。また324は木葉痕が観察できるものである。

D種 内面に施文されたもの (第72図 325～ 328)

内面に施文された浅鉢の回縁部の破片である。326は 押し引き文の間に三角形の陰刻文が、327は 押し引

き文の下に交互刺突文が施文されているものである。328は 波状口縁を持つ浅鉢の波頂部の一部 と思われ

るが、半裁竹管の背側による押し引き文が横走している。胎土は赤褐色であるが328は砂の混入は見られ

るが級密な器面を持っている。それ以外の破片は砂 と雲母の混入が見られ、器面はざらざらして荒いもの

で他の土器の胎土に近い。これら浅鉢の施文方法又は文様は、小川村筏遺跡出土の浅鉢、望月町上吹上遺

跡出土の浅鉢 (第61図 14～ 23)、 和田村細尾中道遺跡 SB01002出 土の浅鉢など本遺跡出土土器 との

関連性が高い遺跡出土の浅鉢の施文方法に類似する。また大石遺跡など中信の遺跡出土の浅鉢などにも類

似性が高いと思われる。これらの浅鉢は九兵衛尾根 I式からⅡ式の時期にかけてのもの或いは縄文時代中

期初頭のものとされる場合が多い。

第Ⅳ類 後期 (第72図 329)

329は 口縁部 と底部の破片であるが、同一の個体 と思われる。黒褐色の小さな土器であるが器壁は薄 く

焼成の状態も良い。また砂の混入が見られるが器面はなめらかである。口縁部には円文を持つ突起が付 き

その下に貫通する円孔が見られる。また突起の下には上下につながる二つの円文を持つ隆帯が横に巡って

いる。底部はやや張 り出している。文様より考えて堀之内式土器様式併行の時期に位置付 くと思われる。

土製品

(1)土偶 (第74075076図 1～ 38)

総数では30′点出土し、接合 したものが 2′点ある。出土した地域は土器が大量に出土したグリッドに重複

している。接合関係は、 1が SB01(I-4グ リッド)出土の頭部 と隣接のD-24グ リッド出土の胴部

と3が D-25出 土の胴部 と出土位置不明の足 (脚)と 接合 している。土偶の胎土は少数の例外 をのぞい

て、出土土器同様の雲母 と砂の混入が見られるものである。以下、頭部・腕部・胴部・脚部の各部位に応

じて記述する。

頭部 (胴部を含む):3点 ある。 1は頭部 と胴部が接合 したもので、河童形の頭部を持ち後頭部がやや

張 り出す。頭頂部は平坦で貫通孔が 3つある。顔面は平坦でハー ト形の輪享『を持ち、眉は隆帯で、日と口

は刺突によって表現される。頸部は長 く伸びやかなフォルムを持つ。左月匈と上肢は板状で頸部につながる

半載竹管の平行沈線とそれに沿っての刺突文が見られる。背面にも同様の施文が見られ、脇の下及び乳房

下にも沈線が施文されている。 4は 河童形の頭部で後頭部がやや張 り出し、頭頂部は平坦で貫通孔が 3つ

ある。眉は隆帯で表現され、眉の上に沈線が見られる。目と口は刺突によって表現されている。 5も 河童

形の頭部で頭頂部に結髪表現と思われる環状の隆帯があるが貫通孔はない。顔の表現は他のものと同じで

ある。

腕部 (胴部を含む):2は 胸部 と上肢である6首の付け根にはV字状の穴が穿たれソケット状に加工さ

れた首が接合されていたものと推察される。板状で表裏の肩から腕にかけて沈線による同心円文様 と沈線

と三角印刻文の組み合わせによる文様が見られる。更に腕の上部に太い沈線が引かれている。ttL房 は粘土

を貼 り付けてお り左が余J落 している。胴には正中線と思われる平行沈線がある。破損が見られるが、腹部

にかけては丸みが見られ単純な板状の形態とは異なる。14は左胸 と左上肢で、板状に近い形態を持つ。小

型ながら沈線の文様が複雑に描かれる。背中に渦巻き文様を持つ。胸から腕の沈線は半裁竹管によると思
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第 2節 縄文時代の遺物

われる平行沈線である。体側部に丸みが見られやや立体的な印象を受ける。13も 胸 と上肢で、板状に近い

形態を持つ。小型でやや平面的である。沈線が正中線と腕に見られる。 8は左乳房 と上肢である。左乳房

と腕がちょうど組になって破損した例で、製作の最初の段階からこの状態で作られたものと思われる。 7

は腕の先端 と思われる。裏 も表も半裁竹管による平行沈線で施文される。 6は右腕でやや上に反る傾向を

見せる形状。無文で断面径はほぼ四角。

胴部 :3は胴部 と脚部が接合 したものである。胴部は丸みを帯び立体的で写実的である。臀部の張 り出

しは見られない。文様は、腹部に正中線と半円形が、臀部にはハー ト形が沈線で施文される。胴下半部は

複雑な構成の沈線が施文される。脚部の施文も沈線文である。脚部の接合はソケット状の差 し込みで、腹

部から胸部下半にかけての空洞に差し込まれる。また胴部上半にもやや右によって穴が見られ首を受ける

穴なのかとも思われる。X線写真 (第73図)でその様子が確認できる。脚部はほぼ円柱状で、中心部が突

出しソケット構造を見せている。19は 右腹部 と下肢である。ひざを曲げてしゃがんだ状態を表現 してい

る。腹部が大きく膨らんでおり、臀部が張 り出し立体的写実的な形態を持つ。出産 (座産)に似た姿勢と

思われる。18は右胴部の縦破片で平板な形態を持つものと思われる。胸より下には沈線模様が見られ、黒

色で緻密な胎土は他の個体 との相違′点である。17は右胴部の縦破片である。かなり丸みを帯びた胴部で表

現は写実性が高い。肩 (肩 肝骨付近)に 1本の沈線が見られる。15は右腰部である。丸みを帯びた立体的

形態を持ち臀部はやや張 り出し写実的に造形してある。大腿部には沈線文の痕跡がある。16は 腹部で形態

は板状に近い。足はソケット状の接合をしたようで脚部の入る穴は、おそらく、指先で指の腹を内側に向

①土偶 3X線写真 (1:1)
③土製品39X線写真 (1:1)

第73図 風呂屋遺跡

②土偶1l X線写真 (1:1)

土偶、土製品X線写真
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第74図 風呂屋遺跡
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第 2節 縄文時代の遺物

けてあけたようで、八の跡が残っている。腹の隆起は低 く部分的。胎土は18に 類似 している。10は胴部左

半分の破片である。ソケット状の脚部を受ける穴が見られる。丸みを帯びた胴部で腹部がかな りせ り出

す。正中線 と腹部に沈線文様。体側部にも沈線文が見られる。12は 胴部破片。正中線と腹部に沈線文様。

体側部にも沈線文が見られる。 9は胴部の破片である。ソケット状の脚部を受ける穴が見られる。丸みを

帯びた胴部で腹部がかなりせ り出す。また胴部上半にもやや左によって穴が見られ首を受ける穴なのか と

も思われる。正中線 と腹部に左右対称の半円状の沈線文様。体側部にも沈線文が見られる。11は 胴部破

片。ソケット状の脚部を受ける穴が見られる。X線写真 (第 73図)でその様子が確認できる。正中線 と腹

部に左右対称の半円状の沈線文様が施文される。

脚部 :23は ソケット状の脚で中心部にソケットの芯が観察できる。側面に半裁竹管による横走 りの平行

沈線文が施文される。24は左脚と思われる。円柱状で半裁竹管による平行沈線文様がある。20は右脚で円

柱状。無文。21は右脚、やや円錐状で後ろ側に 4本の沈線が縦走する。29028022025026は ソケット状

の脚で中心部にソケットの芯が見える。28025026はやや白みを帯びた褐色の胎土で雲母・砂などの混入

は少なく緻密で堅い焼成である。27は右脚でやや角張る形態を持つ。無文で、胎土は18に 類似。

その他土偶の部分 と思われるもの :30は 脚部 と思われた。ソケット状に作 られた足の芯 とも思われる

0        (1:2) iOcm

第77図 風呂屋遺跡 縄文時代の土製品に)
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が、全面が赤 く酸化され土偶の一部 として焼成されたとは言えない。しかし、焼成中に離脱 した可能性 も

ある。33は茅L房 と思われた。裏側は、凹みが見られる。胴体の音Б分に後から付けた物が剥離したと考「えら

れるが、裏面も焼成時に酸化されており、完成後の景J離 とは言い難い。34は部位不明の粘土塊であるがポ

ーズ土偶の臀部のようにも見え、明確な形態は把握できなかった。31は棒状のもので腕か とも思われた

が、やや細長 く隆帯の一部 とも思われる。37・ 35036038の粘土塊はやはり土偶の一部 と思われるが、明

確な形態を把握できなかった。

(2)土 製円盤 (第77図 40～ 56)

17イ固を検出した。40の みがほかの土製円盤の 2倍近い大きさであったが、他のものは、ほIF同 じ様な大

きさで、規格性に近いものを感 じる。特別に成形され焼成されたものではなく、土器片の縁辺を研磨 して

作られたものと思われる。詳細は第 3表の一覧表に示す。

(3)そ の他の土製品 (第77図 39)

39はハー ト形に近い形状を持つ。上部に 3個の穴があき左右両端部の穴はほぼ直線上に貫通している。

中央部の穴はその貫通孔に上部からつながっている。糸又は紐を通して垂飾 として用いられたのではない

かと推察される。X線写真 (第73図)でその様子が確認できる。

第 3表 風呂屋遺跡 土製円盤一覧表

図版番号 出土地区 重量 (g) 最大径 (cm) 厚 さ (cm) 備考

第77図 -40 J-2 40.07 6.30 1.00 全周稿打による成形

〃   41 D-25 17.04 4.00 0.90 全周の 4分の 3程度に研磨痕。縄文。

〃   42 D-24 10.55 3.20 0。 90 全周稿打による成形だけで、研磨痕はほとんど残さない。縄

文 。

〃   43 J-7 13.99 3。 30 1.05 全周の 4分の 3程度に研磨痕。縄文。

〃   44 D-24 13.01 3.50 0.95 全周の 4分の 1程度に研磨痕。縄文。

〃   45 E-21 8,87 3.15 0.90 全周の 4分の 1程度に研磨痕。縄文。

〃   46 I-3 19.18 3.50 1.15 全周研磨痕あり。縄文。

〃   47 J-1 16.12 3.55 1。 00 全周の 2分の 1程度に研磨痕。縄文。

〃   48 D-24 13.82 3.90 0.90 全周の 4分の 1程度に研磨痕。縄文 と2本の半載竹管による

半隆起線。

〃   49 I-3 11.83 3.85 0.90 全周稿打による成形だけで、研磨痕はほとんど残さない。縄

文 と2本の半隆起線。

〃   50 J-2 11.53 3.35 0.90 全周稿打による成形だけで、研磨痕はほとんど残さない:縄
文 と半隆起線。

〃   51 J-7 15。 93 3.50 1.10 全周の 4分の 3程度に研磨痕は。縄文。

〃   52 D-24 20.51 3.90 1.30 全周研磨痕あり。縄文。

〃   53 J-2 15.29 3.90 1.10 全周稿打による成形だけで、研磨痕はほとんど残さない。縄

文 。

〃   54 J-7 13.21 3.00 1.05 全周研磨痕あり。縄文。

〃   55 J-1 9.24 3.00 0.80 全周研磨痕あり。縄文。やや角張って見える。

〃   56 D 8.62 3。 30 0。 95 全周稿打による成形だけで、研磨痕はほとんど残さない。縄

コ受1。
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石 器

本遺跡出土の土器の大多数は中期前葉から中葉に属する。出土した石器の大半も同時期のものと考えら

れる。しかしながら本遺跡では早期、前期、後期の土器もわずかながら出土しており、中期前葉以外の石

器も含まれている。

(1)石鏃 (第 78図 1～ 25)

29点 出土。無茎石鏃28点、有茎 1点で無茎のもののみ図示 した。2017は 周辺加工のみで素材争J片 の象J

離面を大きく残してお り、完成品は3)と は考え難い。19は 調整加工の過程で頭部が大 きく余J離 した未製品

と思われる。形が整っており完成品と思われるもののうち、完形品は 10608011016で あり、他は頭

部又は脚部を欠損している。個別の欠損状況の詳細は遺物観察表を参照して頂 きたい。安山岩 4点 (10

8017024)、 頁岩 1点 (21)、 桂質頁岩 1点 (22)、 チャー ト3点 (23025)、 黒曜石20点 と黒曜石の割合

が高い。

(2)石匙 (第 78図 26～ 30)

5点出±。26は刃部端部を欠損、29はつまみ部を欠損している。26028029は安山岩、27は桂質頁岩、

30は黒曜石である。30はつまみ部の調整加工が未発達で素材争j片の形状をそのまま残 してお り、周辺地域

では早期後半から前期前半にみられる形体的特徴を有 している。26～ 29は前期有尾式以降中期中葉まで多

くみられる形態的特徴を示す。

(3)尖頭器 (第79図 31)

1点出土。素材景J片 は横長で、周辺加工により打点は失われている。安山岩製。

(4)石錐 (第 79図 32)

2点 出土。黒曜石のものと安山岩のものがある。32は 錐部端部は欠損 し、錐部に磨耗痕は認められな

い。一面に平坦な自然面を残し、黒曜石製である。

(5)L字形石器 (P L24)

1′点出土。両面加工によりL字形に加工 した石器である。短辺の端部が欠損している。黒曜石製。

(6)楔形石器

2点出土。全て黒曜石製である。

(7)ス クレイパー (第79082図 33～ 37074～ 82)

チャー ト・黒曜石など小型の争J片石器 と同じ石材で小形から中形のものをa類 (33034036)、 安山岩

・頁岩など打製石斧 と同じ石材で中形から大形のものをb類 (35037074～ 82)と した。 b類は所言胃横刃

型石器 と分類されるものを含む。 a類は 4点、 b類は20点 出土した。

(8)打製石斧 (第80～ 82図 42～ 73)

131点 出±。大半が所謂短冊形・撥形の円刃 (al類)であるが、撥形で直刃の直刃斧に類似 した石斧

(a2類)が 6′点 (50070)、 基部の幅に比べ刃部の極端に広い形態の石斧 (b類)が 3′点出土した (60)。

小形のものから大形のものまで見られ、完形品を計測すると長さ7。 Ocm～ 13。 2cm、 幅3.6cm～ 5.2cmで ある。

完形品は27点、刃部を欠損したもの38点、基部を欠損 したもの48点、刃部 と基部を欠損したもの14点、そ

の他 4点で、完形率は約20%である。また、完形品と基部欠損の75点 中の50点 に磨耗痕が観察された。頁

岩68′点、安山岩63′点である。なお、石材は肉眼観察によるが、表面は風化 してお り石材鑑定が困難なもの

が多く、誤認しているものも多いであろう。頁岩、安山岩の峻別は困難であるが、いずれも新鮮な割れ面

は黒色を呈する石材である。また、節理面を残すものが多く見られる。原石は角礫状のものと、川原石な

どの円礫を母岩 としたものが確認される。
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(9)磨製石斧 (第83084図83～ 99)

17点 出土した。95は輝緑岩製の大型蛤刃石斧で弥生時代の石器 と推定される。他は縄文時代の石斧 と考

えられ、土器の出土量から多くは中期前葉に属するものとおもわれる。90093096が安山岩製、96は石材

不明、他は全て蛇紋岩である。縄文時代の磨製石斧では蛇紋岩13点、安山岩 3点、その他 1点 であり、蛇

紋岩の占める割合が高い。また、小形の83を 除いて全て定角式磨製石斧である。完形品は 3′点 (890960

98)で他は全て欠損してお り、縄文時代の石斧16点 中11点が基部を残 して刃部を欠損している。また、欠

損部に敲打によるツブレが認められるものが 5点 あり (88・ 90092094099)、 石斧本来の用途 とは別の

用途に転用されたものであろう。完形品が少なく客観的な根拠に乏しく感覚的ではあるが、出土 した縄文

時代の石斧は大 きく3つ のサイズに分けることができる。すなわち小形のもの (83084)、 中形のもの

(85～ 94096)、 大形のもの (97～ 99)に分類される。さらに、中形・大形のものは基部端部に平坦面を作

り出している。この特徴は善光寺平の縄文時代前期以前には見られず、中期以降の磨製石斧の特徴 と考え

られる。

00礫器 (第84085図 100～ 113)

板状の角礫を素材 とし表裏両面からの調整加工により刃部を作出したものをa類 (113)、 長径 5。 6 cm

～ 9。 l cmの 断面D字状の平坦面がある楕円礫を素材 とし片面から争J片争J離が施されているものをb類

(100～ 112)と した。

a類は頁岩製のものが 1点出土した。

b類は安山岩27点、砂岩 2点、石英 1点、チャー ト1点の合計31′点が出土した。27点のうち16点が欠損

品である。 b類の調整加工の位置は個体により様々で、調整加工により作出された刃部の状態も鋭利なも

のとつぶれているものとがある。また、縁辺部への敲打により生 じた小さい余J離痕が認められ、調整加工

との区別が困難なものがある。

llll磨石・凹石・敲石 (第85086図 114～ 126)

磨石・凹石・敲石はそれぞれ河原石を用いた石器で、相互に重複する要素 (機能面)を有するためにそ

れぞれの器種を明確に区別することは困難である。本報告では各器種を以下のように定義し、機能面の位

置・状態により細分する。

凹石 :敲打による凹部を有する石器 (第86図 117・ 1210122)。 凹部のみのもの (120)を a類、凹部 と

正面の滑らかな磨 り面を持つもの (121)を b類、凹部 と側面のざらざらした磨 り面を持つもの (117)を

C類)と した。なお、凹部 と正面 と側面の磨 り面を持つものは C類 とする。 a類が20点、 b類が 6点、 C

類が 7′点出土し、石材は安山岩30′点、砂岩 1′点、花同岩 1′点である。

磨石 :対象物 との摩擦により磨耗 した面 (磨 り面)を有するもので、凹部を有するものを除いた石器。

表裏面 (正面)に磨 り面があるもの (a類)と 、側縁又は稜部に磨 り面があるもの (b類)に分類され

る。 a類は滑らかな磨 り面のものが多く、 b類は特殊磨石などに見られるようにざらざらした磨 り面であ

る。正面及び側面の両方に磨 り面があるものはb類 とした。さらに機能面の状態・石器の形状により細分

した。

al類 :磨 り面のみのもの (第86図 120)。 4′点出±。

a2類 :磨 り面と敲打痕があるもの (第86図 123)。 2点出±。

a3類 :磨 り面が不明瞭であり、形状から磨石 と判断したもの。28点 出土。

bl類 :断面三角形の稜部に機能面があるもの (第 85図 114～ 116)。 磨 り面のみのものと、敲打痕を有

するものとがある。特殊磨石 とされるものである。 4点 出土。

b2類 :断面楕円形の対峙する二側縁に機能面があるもの (第86図 1180119)。 磨 り面のみのものと、長
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軸端音Ьに敲打痕を有するものとがある。11点 出±。

石材は安山岩43点、花商岩 3点、閃緑岩 1点、砂岩 1点である。 a3類は自然礫を誤認しているものも

あると考えられることを付け加えておきたい。

敲石 三敲打による平坦面 (敲打痕)のみを有するもの。平面形が円形または楕円形のものと (a類 )

と、長さ10cm以 下の棒状のもの (b類)と 、長径10～ 15cmの 長楕円形のもの (C類)がある。さらに、 a

類は断面が円形又は楕円形のもの (al類)と 、偏平な楕円形で板状ののもの (a2類 )に 区分される。

a類が 4点、 b類が 8点、 C類が 6点出土した。安山岩15点、花同岩 1点、砂岩 1点、頁岩 1点である。

l121石 皿 (第87図 127～ 136)

中央部が窪むものと (a類 三127～ 133)、 平坦な板状のもの (b類 :134～ 136)と がある。 a類には裏

面に敲打による凹痕を有するものがある。 a類が 8点、 b類が 4点出土 してお り、いずれも欠損 してい

る。全て安山岩である。

00石錘

偏平な楕円礫に敲打によるわずかなえぐりが対峙するものが 1点出土した。縄文時代の礫石錘は争J片景1

離によりえぐりを作るものであり、本品は縄文時代の石錘 とは趣をことにしており、石錘 と断定する根拠

に乏しい。

00磨耗痕のある剥片

安山岩の争J片の中に磨耗痕が認められるものがある。 2点確認されたのみである。

00石核・原石 (第79図38～ 41)

黒曜石の原石が 4点 出土 した (39～ 41)。 39は 35g、 40は 21g、 41は 29g、 図示 しなかったものが18g

である。

石核は黒曜石 4点、チャー ト2′点、桂質頁岩 1点 (38)の 7′点が出土した。黒曜石の石核には両極打法

による剥片^景
J離 も見られる。

00剥片

総点数794点 の争J片が出土した。黒曜石344点、安山岩・頁岩など打製石斧・スクレイパー b類 (横刃型

石器)に 用いられる石材357点 、チャー ト12点、石英 6点、桂質頁岩 5点、玉髄 3点、その他石材不明77

点である。

上記の他に打製石斧の使用時の欠損破片又は製作時の欠損破片が51点出土した。この中には磨耗痕があ

るものが12′点あり、刃部再生時の争J片 も含まれている。打製石斧の全体量と剥片・欠損破片の点数を比較

すると、遺跡内で打製石斧の製作の全工程を行っていたとは考えがたく、使用時の欠損破片を除 く余J片 ・

欠損破片は、最終的な調整加工もしくは刃部再生を集落内で行った結果生 じたものと思われる。

註

1 贄田 明氏 (長野県埋蔵文化財センター)の御教示による

2 貫ノ木遺跡・日向林 B遺跡発掘調査報告書一図28036・ 39041

3 完成品とは製作者が完成したと認識した段階の道具を示す概念とし、それに対し製作途上品、失敗作品は未成品とした。なお、

完形品とは欠けていない状態のものを示し、欠損品の反対語として用いている。

参考・引用文献

第 5節末尾に掲載
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第 3節 古墳時代の遺構 と遺物 (風呂屋古墳 )

立地 と調査経過

調査当初の現地表面ではマウンドは確認されず、古墳の存在は知られていなかった。表土直下から人頭

大の礫が検出され、掘り下げたところ横穴式石室であることが確認された。新発見の古墳であり、風呂屋

古墳と命名した。墳丘は大規模な削平を受けており旧状をとどめず、 リンゴ畑となっていた。畑の所有者

の話では「石が多かったので、かなりの石を取り除いた」とのことであった。

古墳は南向きの緩斜面に立地し、斜面下方に開口する。東側は尾根が張り出しており、東への視界は遮

られている。開画部のある南側は上今井の集落の先に千曲川を望むことができる。標高383.2m～ 384。 5m

である。

風呂屋古墳から北東約200mの調査区外に、人頭大の礫が散乱する所を確認したが、古墳の積み石であ

るか否かは確認できなかった。当該期の古墳は群在することが多いことから、風呂屋古墳の周辺に数基の

古墳が分布する可能性は高い。

なお、当古墳は村民から移転保存を要望する気運が高まり、調査終了後に豊田村教育委員会により、替

佐城跡公園の一角に移転・復元され一般に公開されている。

2 墳丘 と主体部 の構造

(1)墳丘の構造 (第88089図 )

墳丘は、畑の耕作などにより上部が失われてお り、残存高約 1。 4mで、地表下に埋没していた。墳形は

円墳で、石室主軸方向に推定11。 5m、 直交方向で10.5mを測る。北側の裾石が検出されず、開口部の端も

明確につかむことはできないことから、石室主軸方向の墳長は確定できない。墳丘の封土と埋没土の識別

が困難で、石を残して掘 り下げた結果、石室の外側を裾石及び内回りの石列が二重に巡っていることが確

認された。また、表土を取 り去った面で拳大の礫が主体部の南側に分布 していた。第88図 は石の検出状況

(石室内の石は一部取 りあげている)、 第89図 は石室内に崩れ落ちたと思われる石 と、前庭部に詰められた

石 と、開口部付近の小さな石をを取 り除いた状況である。

裾石は根石のみで、等高線に並行する東西方向の断面では、石室の床面とほぼ同レベルにある。西側 と

東側では裾石が明確に確認できるが、北側では途切れる。北側の周辺に散在する大きな石が裾石の崩落し

たものであろうか。本来は石室主軸方向にわずかに長い楕円形であったと推定される。なお、北西側は近

年の潅漑施設のパイプの埋設時に破壊されている。

内回りの石列は、東側の石列が石室まで続いてお り、石室主軸方向に長い楕円形を呈する。長軸約8.3

m、 短軸約7。 5mの円形に巡っており、数段の石積みが確認される所 と根石のみが残されている部分 とが

ある。根石は大きいもので50cm前後で、その上に人頭大の礫が積まれる。内回りの石列の根石は裾石より

も30cm前後高い位置に並べ られている。

二重の石列の内倶1に横穴式石室が築かれている。石室の裏込めは大小の礫を積み上げており、広い所で

幅80cmである。

(2)主体部の構造 (第 90図 )

主体部は玄室と羨道からなる片袖型横穴式石室である。石室の上部はすでに石が抜き取られており、側

壁の上部の構造は不明である。玄室は長さ2.65m、 最大幅1.20mで、最 も残 りの良い東側側壁で残存高
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0。 8mである。玄室の東側側壁 では三段 の石積 みが見 られ るが、西側側壁 では一段 又は二段 の石積 みが残

されているのみである。奥壁は側壁に比べ小形の石 を積み重ねている。

西側領I壁の袖石が石室内に傾いているため第90図 では大きく張出しているように見えるが、床面での張

出し部は約20cmで ある。羨道の側壁は玄室に比べ厚い大 きな石 を用いてお り、また、縦積する部分があ

り、玄室では二段 もしくは三段の高さを一つの石で満たしている。特に東側側壁では玄室 と羨道の積みか

たの差が明瞭である。また、羨道の開口部側では側壁が崩れた様子が見られ、羨道 と前庭部の境界が明瞭

に捉えることはできない。玄室と羨道の間に長さ1。 2m、 幅0。 6m、 厚さ約30cm(推定)の石が検出された

(第88図 )。 当初、天丼石又は側壁が崩落したものと考えたが、羨道部西壁が石室内に傾いてお り、羨道 と

玄室の境の側壁が崩れて抜け落ちた様子で基底の石が明確に確認できないことから、この石が袖石である

可能性がある。すなわち、石室西壁には幅約30cm高 さ1.2mの袖石が石室内に転んだと考えられるが確証

はない。また、羨道部には閉塞 と考えられる人頭大の石積みが見られ、閉塞部から開田部にかけては石室

や裾石に比べ小形の石が充損されていた (第 88図 )。 なお、石室内部には大小の石が落ち込んでいたが、

第88図 はこれらの礫の多くを取 り去った状況を示した。

床は、敷石や版築などはみられず、明確に床を捉えることはできなかった。石室内埋土と地山黒色土は

区別できず、側壁基底部付近より下位では下層に含まれる縄文土器などを出土した。鉄鏃などの出土遺物

の最下底面を床 と推定した。

出土遺物

(1)遺物出土状況 (第89図 )

玄室より鉄鏃、底部にヘラ描記号がある須恵器杯 B、 小形の短頸壺が出土した。鉄鏃はほとんどが欠損

状態で出土しており、鏃身部が 4点あることから、最低 4個体はあったこととなる。これらの遺物は玄室

の南側にまとまって見られるが、これらの遺物が原位置であると断定はできない。

墳丘部及びその周辺からは須恵器杯・高台付 き杯・杯蓋・短頸壺・長頸壺・提瓶・甕が出土した。この

他にJ-7グ リッドからなつめ玉が 1点出土した。須恵器は破片で出土したものが多く、原位置であると

確認できるものはない。

なお、石室内部の土を洗浄したが、玉類などの副葬品や人骨は確認できなかった。

(2)出 土遺物 (第 91図 )

土器 (第 91図 1～ 15)杯 蓋は、内面に返しを有する杯蓋 (1)と 口縁端部を折 り曲げる杯蓋 (2)の

二つの形態が見られる。いずれも破片でイ団体数は確認できないが、両者とも1ま たは 2個体分である。杯

は口径 9。 7cmの 小形のもの (3)、 口径が11.7cm～ 12。 Ocmで底径5。 Ocm～ 5.5cmの 中形で底径の小 さなもの

(4～ 7)、 日径約13.Ocm、 底径9.Ocmの大形で底径の大 きなもの (809)の 3法量認められ、技法・焼

成・色調においても各法量毎に異なっている。詳細は遺物観察表を参照。高台付 き杯 (10)は ほぼ完形

で、底部にヘラ記号が見られる。短頸壺 (11012)は 橙色で土師質であるが、いずれもロクロ成形で須恵

器の焼成不良のものと考えられる。長頸壺 (13)は 胴上半部に数条の沈線が巡 り、底部付近では横方向の

ケズリが見られる。甕 (14)の内面は当て具痕が見られるが、青海波文は見られない。提瓶 (15)は 側面

中央部に 2条の沈線と同心円状のカキロが見られる。胴下半部のみであるが、内面の自然釉の大 きさか

ら、頸部の回径は約 5 cmと 推定される。

上記の他に杯蓋、杯、長頸壺、大甕の破片が出土した。大甕の破片に青海波文が見られるものがある。

これらの須恵器はJ-1020607グ リッドに集中している。

金属器 (第91図 16～ 22)鉄鏃 (16～ 20)と 刀子 (22)が石室内から出土している。鉄鏃は全て長頸鏃
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第 5章 風呂屋遺跡

で、鏃身の数から最低 4本は確認される。鏃身の遺存状態が悪 く断言はできないが、全て片丸造撃箭鏃で

あると推定されるが、18は 片刃鏃の可能性がある。また、出土した箆被部はすべて棘箆被である。刀子は

刃部がかなり祗 ぎ減っている。これらの他に、古墳の北西側のD-25グ リッドで両端が欠損した棒状の鉄

製品 (21)と 青鋼製の鞘金具 (P L35)が出土した。いずれも時期は不明であるが、古墳の副葬品である

可能性がある。               ・

石製品 (第91図23034)棒状石製品 (23)1点、なつめ玉 (24)1′点が出土した。棒状石製品は墳丘部

付近から出土したものであるが、当該期の古墳には出土例はなく、古墳の封土から縄文土器が出土してい

ることなどを勘案すると、縄文時代の遺物である可能性が高い。なつめ玉は開田部から南へ 6mの所から

出土したもので、石室内の副葬品であった可能性が高い。

5 小結

須恵器の多くは墳丘及び墳丘周辺から出土してお り、杯蓋・杯・長頸壺の形態的特徴 と提瓶が存在する

ことから、 7世紀末から8世紀前半の早い時期に生産されたものと判断される。石室以外から出土したほ

とんどの須恵器は古墳周辺で出土していること、また他に当該期の遺構が本遺跡では確認されないことか

ら、出土した須恵器は風呂屋古墳に関わる遺物であることが確認できる。石室は上部が破壊され、石室内

に副葬されたと推定されるなつめ玉が遺構外から出土しており、石室内部の遺物が持ち出されたことが想

像され、墳丘周辺から出土した須恵器は石室内に副葬されていた可能性は高い。これらの須恵器の生産さ

れた時期には若干の時間差は想定されるものの、生産時期 と埋葬時期の差を考慮すれば一括して副葬され

たとしてもそれほどの矛盾は生じないであろう。追葬がなかったとは断言できないが、同時期の副葬品と

考えておきたい。追葬を考慮 しても、本古墳の築造年代は 7世紀末から8世紀前半 と推定される。鉄鏃は

棘箆被片丸造撃箭式を主体 としており大室第23号墳 と類似している。大室23号墳は鉄鏃の形式から7世紀

前葉 と位置付けているが、本古墳では 103015の須恵器が古い様相を持っているものの、 7世紀前葉ま

で遡るとは確認できず、鉄鏃の近 くで出土した須恵器 も古 く見ても7世紀前葉には遡らない。したがって

鉄鏃は 7世紀末～ 8世紀前半期に副葬されたものと判断したい。

なお、本遺跡より約 5 km下流の千曲川に面した扇状地上の豊野町山崎古墳は、墳丘・石室の構造が非常

に類似 している。出土遺物から本古墳 と築造時期が同じであると思われる。 (豊野町教育委員会1982)

参考文献
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古墳時代の遺構 と遺物 (風呂屋古墳 )
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第 3節 古墳時代の遺構 と遺物 (風呂屋古墳 )

第 4表 風呂屋遺跡 古墳関係金属器一覧表

図版番号 出土地点 器種名 備 考 整理番号 取上げ番号

男■91Eコ ー16 石 室 鉄 鏃 ほぼ完形 (茎部欠損) 5005

第91図 -17 不 明 鉄 鏃 鏃身・頸部 5001

第91図 -18 石 室 鉄 鏃 鏃身・頸部 5004

舅等91Eコ ー19 石 室 鉄 鏃 頸部・茎部 5007

房391Eコー20 石室 鉄 鏃 頸部・茎部 5006

第91図 -21 D-25 不 明 時期不明 5003 162

窮等91Eコ ー22 石室 刀 子 5002

第91図 -23 棒状石製品 滑石製。時期不明 5013

夕等91Eコ ー24 なつめ玉 滑石製。両面穿孔。 5012 480

D-25 銅製鞘金具 P 時期不明 5009

石 室 鉄 鏃 茎部

石 室 鉄 鏃 茎部

石室 鉄 鏃 鏃身・頸部

風呂屋古墳関係遺物観察表

図版番号 出土地点 器  種
口 径

(cm)

底径
(cm)

器高
(cm)

技法などの特徴 色調 焼成 備 考
整理
番号

窮等91Eコ ー1 J-1・ 607 須恵器杯蓋 11.0 返 り有 り 灰色 良好

窮彗91Eヨ ー2 須恵器杯蓋 16.2 口縁端部を折 り曲げる 灰色～灰

白色

身彗91Eコ ー3 須恵器杯 底部回転ヘラ切 り後ナデ 灰色 良好

第91図 -4 須恵器杯 11.8 5.4 底部景J落 して観察不能 灰白色 やや軟質 48

夕等91Eコ ー5 須恵器杯 11.8 底部回転ヘラ切 り後静止

ヘラ削 り又はナデ

灰白色 やや軟質 37

夕等91Eコ ー6 須恵器杯 11.1 底部 回転ヘ ラ切 り後ナ

デ
ド
P

灰白色 やや軟質

窮等91Eコ ー7 須恵器杯 12.3 底部回転ヘラ切 り後ナデ 灰白色 やや軟質 32

夕等91Eコ ー8 須恵器杯 13.2 底部回転ヘラ切 り 灰褐色 良好 38

身彗91Eコ ー9 須恵器杯 13.2 底部回転ヘラ切 り 灰褐色 良好

第91図 -10 石 室 須恵器高台付

き杯

10.6 ・底部ヘラ削 り 灰色 良好 底部にヘラ記号

第91図 -11 無頸壺 ロクロ成形 橙 色 やや軟質 銅部に 2条の沈

線か。須恵器 P

房191Eコー12 石 室 無頸壺 底部回転ヘラ切 り 橙 色 やや軟質 須恵器 P 29

窮等91Eコ ー13 J-207 須恵器長頸壺 胴部上半に数条の沈線 灰色～灰

白色

良好

窮等91Eコ ー14 J-106・ 7

G-1

須恵器甕 胴部タタキ、肩部に 1条

の沈線

灰白色 良好

窮等91Eコ ー15 J-607 須恵器提瓶 2条の沈線と同心円状の

カキメ

灰色 良好
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第 4節 平安時代他の遺構 と遺物

平安時代の遺構 と遺物

竪穴住居址が 1棟確認され、他に当該期の遺構は検出されなかった。

SB01(1号 住居址)(第 92～ 94図 )

遺構の構造 (第 92図):黒色土の地山に黒色土の覆土であるため、遺構の確認は困難であった。 5m×

5mの隅丸方形で、検出面から床面まで深いところで約30cmを 測る。中央部のピットは直径30cm、 深さ30

cmであり、他にピットは確認されなかった。南東角に石組の竃があり、袖石が部分的に残存していた。周

辺には竃の芯材 と思われる石が散在 している。火床面の中央からやや壁よりに支脚石 と思われる長さ18cm

の四角柱の石がある。また、第92図 に焼土と炭化物の集中範囲を示 した。
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第 5章 風呂屋遺跡

西側の床面には大型の平石が据えられたように出土 してお り、台石など本遺構に関わる施設であろう

か。この石の周辺には炭化材と焼土が分布する。焼失家屋の可能性 も指摘される。

遺物出土状況 :竃周辺には、完形もしくは残存率の高い遺物が集中して出土した。特に竃を覆 うように

4か ら5個体の土師器甕の大きな破片が出土した。これらは出土状況及び遺物の状態から芯材ではなく煮

沸具 として使用されたものと判断される。竃付近の南壁にはほぼ完形の杯・短頸壺が出土した。

出土遺物 (第93094図):平安時代の遺物はSB01と その周囲に集中してお り、これらはSB01に

関わる遺物 と判断できるため、遺構内と遺構外のものをまとめて報告する。なお、 3040607080

10011～ 13024～ 31は遺構外出土、他はSB01よ り出土したものである。

1は土師器杯、 2は内面黒色処理された土師器杯、 3は須恵器杯である。 405は 内面黒色処理された

土師器椀、 6は両面黒色処理された椀、 7は土師器椀である。 8は須恵器高台付 き杯である。 9は須恵器

の10は 灰釉陶器の短頸壺である。11012は 灰釉陶器の皿である。13は 土師器の小型甕の口縁部である。

14～ 21は土師器ロクロ甕である。14～ 16・ 19は 胴部に縦位のヘラケズリ調整がみられる。19に は内面に胴

上半部にカキロ、下半部には縦位のハケメ調整が行われている。14～ 21の ロクロ甕は胴部があまり張らな

い長胴の甕である。口縁部形態はくの字に外反するもの、やや内湾するもの、受け口状になるもの、など

がみられる。22～ 27は ロクロ甕のタタキ調整のある破片である。22は 口縁部にタタキ調整の残る破片であ

る。28は脚部または把手と思われる。29～ 31は土錘である。

時期 :須恵器杯底部は回転糸切 り未調整であり、土師器の杯 も底部回転糸切 り未調整である。須恵器 も

土師器 も杯の形態が類似 している。また須恵器高台付 き杯 も底部糸切 り未調整で高台が付けられている。

須恵器・土師器・灰釉が共伴している。また須恵器の短頸壺 と土師器ロクロ甕が共伴している。遺物の時

代の新しい要素 としてロクロ甕の口縁部が受け口状になったものがみられ、ロクロ甕もタタキ調整のもの

とヘラケズリのものがみられる。土師器両面黒色処理されたものがみられることなど、平安時代中頃から

後半にかけての様相がみられる。しかし須恵器を若干共伴すること、長胴甕の胴部が長 く (18)短胴化 し

てきていないなど、平安時代中頃の時期 とみられる。

その他の出土遺物 (第 95図 )

弥生時代 中期の甕 (D-25グ リッ ド)と 中世の

古瀬戸の香炉形土器 (E-21グ リッ ド)が出土 し

た。香炉形土器は脚部 と口縁部が欠損 している。

これらの時期の遺構は調査区内では確認されなか

った。

第95図 風呂屋遺跡

琳

２
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第 5節 成果 と課題 ―風呂屋遺跡縄文時代中期の土器について一

早期から後期まで時期的には広い範囲の遺物が出土している。

おり、これについての若干の検討を加えてみたい。

しかし、大半は中期の土器で占められて

風呂屋遺跡出土土器の特徴

(1)器形

概観 した場合いわゆる深沢タイプの土器 (ま たは仮称 “深沢式土器"高橋保1989)に大きな類似性を持

つと考えられる。しかし、深沢遺跡と比較 した場合、より多様な器形を示す。その中でも波状口縁を持つ

土器は、深沢タイプでは平口縁または小波状の突起が付 くものが一般的な中で注目すべきものであると思

われる。

深沢遺跡の土器が成立するに当たって、北陸地方の「新崎式土器」が深 く関わると考えられる。新崎式

土器は、文様 とともに器形を変化させていることが知られている。しかし、この器形の変化については新

崎式土器の変遷に沿って深沢遺跡の土器が変化 したとはいえない。

深沢遺跡の土器の主たる変化は文様の変化で、 3類に至っても、古いタイプの器形も残 り大きな変化 を

みることはできない。時期的な器形の変化を大きく示さない深沢遺跡の土器 と近い関係にあると予想され

る風呂屋遺跡の土器 も、その時期的な変遷が器形の変化に現れている可能性はそう高 くはないと思われ

る。

(2)施文方法

大きく3分類が可能かと思われる

I:竹管文を中心 とするもの

Ⅱ :縄文施文のみのもの

Ⅲ :指頭圧痕文の見られるもの

Iは、第 2類 として分類した「半裁竹管による施文を持つ土器」である。中期初頭の中部高地に多く見

られる単沈線施文の土器、交互刺突による鋸歯状文を施文 した土器、平行沈線を施文 した土器 と、その後

の時期に位置付 くと思わ」れる半裁竹管の腹側を用いた半隆起線による施文が中心になる土器 とが見 られ

る。この半隆起線による施文が中心になる土器は、いわゆる深沢タイプの土器 (仮称 “深沢式土器")で

ある。そしてこれが 3種類の施文方法の中心を占めるものである。また同じ第 2類にあっても、第 2類―

B― a-3「蓮華状文を施文 した土器」は特に北陸地方の新崎式土器様式の影響を色濃 く感 じさせる。

一方全面に縄文を施文した土器は、胎土や器形から推察して深沢タイプの土器と同時期と思われる。ま

たこれらの土器群とともに第 4類「指頭圧痕を施文した土器」が出土している。これは「東関東地方の阿

玉台式土器の影響をうけ、指頭圧痕文を多用する土器が在地の土器として定着」 (飯 山市史)し たものと

思われる。量的には多くを占めないものの、第 2類が半裁竹管を中心の施文具としているのに対してほと

んど竹管を用いておらず、竹管文を持つ土器とは違った土器文化圏の影響を示すものと考える。更に風呂

屋遺跡では、動物と思われる具象的な形態の突起を有し、楕円形の区画文を回縁部より重ね、内部を斜沈

線で充填する土器が存在する。これは斜行沈線文土器としての特徴を持つもので、かならずしも東関東の

影響のみに限定されるとは言えない要素を牛む点注意が必要であると思われる。以上 3種類の施文方法

は、中部高地、北陸地方から関東地方の広い範囲の土器文化の影響を認めうる。つまり東西の土器文化の

接点又は連結部のような地域像がここから伺える。
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(3)文様構成

出土土器の中心的な位置を占める深沢タイプの土器の文様について、代表的なものについて記述 した

い。文様の構成は、大きく口縁部文様帯 と胴部文様帯 とに分けることができる。その間に横位無文帯を持

つ頸部が両方の文様帯を分ける役害Jを 果たしている

*口縁部文様帯

口縁部文様帯の文様構成は、基本的には横方向である。口縁部には縦位に半隆起線を密に施文 したも

の、その半隆起線を同じ半隆起線によって、U字状又は逆U字状に区画しているものが特徴的である。そ

れを継手文等の隆帯が区切っているものがある。また数条の半隆起線を横走させるものもある。また口縁

部の上端にはかなりの率で、突起が付けられていたものと思われる。その突起を回縁部から胴音Бへ と区画

する目印または起点としているものが見られる。

口縁部から頸部にかけては横位無文帯または横位縄文帯 (南久和1976)が見られるものが多い。深沢タ

イプの土器は、この横位無文帯または横位縄文帯が楔形刻 目文を持つことはなく、共に出土した新崎式類

似の土器は楔形刻 目横位無文帯を持っている。またこの口縁部 と胴部 との境目には、胴部を下降して区画

する隆帯、半隆起線の起′点となる突起状の文様が付けられる。

*胴部文様帯

胴部は下降する半隆起線または隆帯によって縦に区画される。また縦方向の文様構成を基本にする。

この原則は結節縄文が縦に施文されている事にも見出されるように思われる。一般的に胴部を区画する

半隆起線または隆帯は、その施文方法によって幾種類かに分けることができる。直線的に下降するものも

見られるが、途中に区画に近い部分を持つものが多い。また継手文を持つものでも半隆起線による装飾が

付加するもの、B字状文が付加するものなど多くの種類を持つ。

2「深沢タイプ」土器について

(1)「深沢タイプ」の定義

西沢隆治氏は長野県史 (昭和63年)に おいて深沢遺跡出土土器を分析 し、三類に分類しそれらの編年的

な位置づけと施文の特徴を整理された。それによると

1類は下島式直後式 とされている時期で、沈線文 と半隆起線文によって文様が構成されている。

2類は前葉から中葉にかけてのもので、地文に縄文を使用し、隆起線文を多用している。

3類は中葉のもので、地文に縄文が使われなくなり、隆起線文 と特に刺突文が多用されている。

とあり、ある程度の時期の幅と施文方法の変遷を提えている。さらに高橋保氏は、その 2類について以下

のように仮称 “深沢式土器"を設定され、特徴を端的に示された。

(深沢遺跡出土土器 2類にあたるもの)

器形―直線的にゆるく外方にのびる胴部にくの字状に開 く口縁部を持つものと、口縁上端が再び直立す

るものがある。また回縁部は断面三角形に肥厚する。胴部にややふ くらみを持つものもある。

文様一口縁部文様帯 と胴部文様帯を無文帯と隆帯により明確に区分する。口縁部文様帯には、半裁竹管

文による縦位の半隆起線が密に施され、それを渦巻きとなりえない入組状の隆帯が区切ってい

る。口縁上端は平口縁 と小突起 (把手)を持つ ものとがある。以上の文様が最 も特徴的である

が、他に口縁部には、横位の半隆起線東や交互刺突による鋸歯状文等が巡る。頸部に無文帯を持

つこと、半隆起線の沈線端部にそってキザ ミを施す等は、北陸の新崎Ⅱ式に共通する6胴部は縄

文 (羽状、結節を含む)を地文 とし、入組状の隆帯が垂下するが、隆帯の両脇に半隆起線を添え

るものもある。 (高橋保 1989)
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1、 深沢遺跡

2、 上赤塩遺跡

3、 風呂屋遺跡

4、 姥ヶ沢遺跡

5、 筏遺跡

6、 屋代遺跡

7、 滝沢遺跡

8、 細尾中道遺跡

9、 南田遺跡

10、 原通八ツ塚遺跡

11、 上野遺跡

12、 横割遺跡

13、 西戸野花立遺跡

14、 厳照寺遺跡

15、 長山遺跡

16、 徳前C遺跡

凡例

出土土器の主体を深沢タイプがしめる遺跡

深沢タイプに類似した土器が出土した遺跡

深沢タイプに共通する文様要素が見られた遺跡

/・ヽ _

□

●
　
・

1.深沢遺跡
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・ i6

l

第96図 深沢タイプ土器の分布(1)
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以上のようにかなり具体的にその特徴を示された。また編年的な位置づけについては「およそ、五領ヶ

台直後型式およびその前後に位置づけられるものと考えられる。」として現在の状況をまとめている。ま

た 3類の位置づけについての検討の必要性を十旨摘されている点は注意しておきたい。

以上が深沢遺跡出土土器を考える現在の基準と言えるものと思われる。 2類以外は明確に規定しきれな

いものではあるが、 1類 と3類は今回の調査では出土量が少なく、まず高橋氏の仮称 “深沢式土器"を 中

心に深沢タイプについて考えたい。

(2)「深沢タイプ」の分布域

長野県内で深沢タイプの土器が、縄文時代中期の出土土器の主体をなしている遺跡は、千曲川流域の飯

山市深沢遺跡と、中野市姥ヶ沢遺跡・安源寺遺跡、豊田村風呂屋遺跡などが挙げられると思われる。また

屋代遺跡で一例、深沢タイプに近い土器 (S B 5412埋甕―センター年報11)が発表されている。さらに上

流域では量的に少なくなるものの御代田町滝沢遺跡、望月町後沖遺跡、和田村細尾中道遺跡等が挙げられ

るであろう。また犀川水系では上水内郡小川村筏遺跡に、少量ではあるが見られる。以上のように現時点

では、主に北信地方の千曲川下流域に中心的に分布し、東信地方にも及ぶように思われる。

また新潟県内では、信濃川上流域の津南町上野遺跡、関川流域の中郷村南田遺跡、新井市原通 り八ツ塚

遺跡等に中心をなすものとは言えないが見ることができる。また高橋氏 (前掲1989)に よれば中里村森上

遺跡 (中里村史専門委員会1985)吉 川町長峰遺跡などに良好な資料が見られるとのことである。なお 3類

と思われる資料は十日町市横割遺跡、上越市西戸野花立遺跡 (破片表採資料)な どで見られる (数は極め

て少ない)。 そこからその分布域は千曲川下流域 (信濃川上流域)と 関川流域 (上越地方)と に限定され

ている様子がうかがえる。

以上の状況から、千曲川流域の長野・新潟県境を中心にした地域と上越地方の山間が分布中心域として

想定されるが、関田山地を挟んでその南北の裾に広がる地域として捉えることが可能である。

(3)「深沢タイプ」の編年的位置づけについて

管見の範囲では「深沢タイプ」の編年的な位置づけに触れた論を第 5表にまとめた。

以上大方は縄文時代中期初頭ないし前葉から中葉にこれら土器の編年的な位置づけがなされる。今調査

によって得られた資料も同様であろう。

長野県史では、 1類から3類に細分し (西沢隆治1982)時期差を持って位置づけられている。しかし、

細分、編年とその型式内容を示すにはいまだ充分な資料を得たとは言えない。

この深沢タイプの土器 (仮称深沢式土器 2類)の成立に関わったとされる “新崎式土器"に ついて以下

に挙げたような論がある。また、野村一寿氏は勝坂式土器と新崎式土器との長野県 (信州)に おける伴出

事例を追いながら「勝坂 正式前半期に・・・新崎 正式土器が入り込み」「勝坂 I式後半期に新崎Ⅱ式 (類

似)土器が存在する」と指摘している (野村1989)。 本調査区においても新崎Ⅱ式土器に類似性の極めて

高い土器が出土している。深沢遺跡では、深沢 2類 と阿玉台式土器に類似した土器が伴出している。さら

に風呂屋遺跡では、斜行沈線文土器の特色を備えた土器が伴出している点が注目される。

宮遺跡 (中条村)では、深沢タイプとの直接的な比較ができないが、新崎式土器を縄文時代中期前葉

に、斜行沈線文土器を中期中葉に位置づけ、二者に時間差を見ている。この遺跡は中期後葉の土器も多く

注意すべきと思われる。しかし、北信地域での縄文時代中期中葉の土器の姿が明確になっていない現在、

これらの土器と深沢タイプの土器との明確な時間的前後関係も判断する材料に乏しい。ただし、全体的な

傾向としては、深沢タイプの土器に比較して、新崎式土器はやや新しい時期に位置づけられている。

一方、深沢タイプとこれら指頭圧痕文を持つ土器群とが時期的に共存する可能性も否定しきれない。第

70図277は胴部に指頭圧痕文を持つが、口縁部の楕円区画文の内部を半裁竹管の半隆起線を縦に密に施文
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第 5表 「深沢タイプ」の編年的位置づけ一覧

圭
日 名 著者名

発行
年度

土器分類 時 期 区 分

長野県史考古資料編全 1巻 (二)主要遺

跡 (東・北信 )

西沢隆治 1982

深沢遺跡 1類 下島式直後式 とされる時期

深沢遺跡 2類 前葉から中葉にかけてのもの

深沢遺跡 3類 中葉のもの

長野県史考古資料編全 1巻 (四 )遺構

遺物
三上徹也 1988 深沢遺跡 2類 中期中葉 I期

飯山市史 黒岩 隆 1993

深沢遺跡 1類 中期前葉なかごろの時期

深沢遺跡 2類 前葉から中葉にかけてのもの

深沢遺跡 3類 中葉のもの

姥ヶ沢遺跡 (中 野市) 壇原長則 1983

第二群 (深沢遺跡 2類 と

思われる)

中期第Ⅱ期土器 中期前葉よりや

や後

第五群 (深沢遺跡 2類に

共通要素が多い)

中期初頭から藤内式併行期

安源寺遺跡 (中 野市) 壇原長則 1987 深沢遺跡 2類 五領 ヶ台式後半 =徳前 C式

筏遺跡 (上水内郡小川村) 寺内隆夫 1991
第 2021号住居 五領 ヶ台期

第 5C・ 10類土器 五領 ヶ台期から勝坂期

滝沢遺跡 (御代田町) 寺内隆夫 1997 J-12住
五領 ヶ台Ⅱ式の新 しい段階から中

期中葉直前段階

細尾中道遺跡 (和 田村 ) 児玉卓文 1993 細尾中道類 梨久保第Ⅱ段階

上野遺跡 (新潟県中魚沼郡津南町) 江坂輝也ほか 1962
第10類D 五領ヶ台式土器の後半

第10類 D 勝坂式土器

原通 り八ツ塚遺跡 (新潟県新井市) 甘粕 健ほか 1982 第 1類 新崎古式

南田遺跡 (新潟県中頸城郡中郷村) 親跡 喬 1988 中期前半

「県内における縄文中期前半の関東・信

州系土器」 (新潟考古学座談会会報第 4

号)

高橋 保 1989 仮称 “深沢式"2類 五領 ヶ台直後型式およびその前後

第 6表 「指頭圧痕文のある土器」の編年的位置づけ一覧

童
日

名 著者名
発行
年度

土器分類 時 期 区 分

長野県史考古資料編全 1巻 (二)主要遺

跡 (東・北信 )

西沢隆治 1982
深沢遺跡 2類に伴う阿玉

台式土器に類似した土器
前葉から中葉にかけてのもの

長野県史考古資料編全 1巻 (四 )遺構・

遺物
三上徹也 1988 深沢遺跡 2類に伴う 中期中葉 I期

筏遺跡 (上水内郡小川村) 寺内隆夫 1991 第 7類 B
阿玉台直前型式へ

阿玉台 1式の影響 を受けて成立

後沖遺跡 (望月町) 福島邦男 1983 第 6号住居址出土土器 格沢期

姥ヶ沢遺跡 (中 野市) 壇原長則 1983

第 6群土器 (A)
中期第Ⅱ期、諏訪では、格沢新道

式に編年されている

第 6群土器 (B)

中期第Ⅲ期、新道系、新崎系と新

道系阿玉台系の影響の見 られる融

合の産物

第 6群土器 (C) 中期第Ⅱ期から中期末葉 まで
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第 7表 「斜行沈線文土器」の編年的な位置づけ一覧

童
日

名 著者名
行
度

発
年

土器分類 時 期 区 分

斜行沈線文を多用する土器群の研究 (長

野県の考古学 1996年 )

寺内隆夫
勝坂 I式に平行 して発達 し、勝坂

Ⅱ式段階で終末を迎える

姥ヶ沢遺跡 (中 野市) 壇原長則 第 6群土器 (A)
中期第Ⅱ期、諏訪では、格沢新道

式に編年されている

宮遺跡 (中条村) 森鳴稔ほか 1993 斜行沈線文土器 中期中葉

して充損している。同じく278は 半裁竹管による半隆起線を施文 している。これは深沢タイプの施文方法

である。また姥ヶ沢遺跡には蓮華状文をもつ土器の胴部に指頭圧痕文が施文されるものがある。少ない例

であるが、異なる系統 と思われる文様要素が一つの器面上に共伴する事実は、これらの土器に施文された

文様が時期的に隔絶して施文されていたのではないことを示唆してはいないか。

(4)「深沢タイプ」と北陸地方の土器

深沢タイプの土器の成立に深 く関わった北陸地方の土器 と深沢タイプの土器 との関連性について若干の

考察をしておきたい。

*文様要素における共通′点

・文様帯が口縁部文様帯 と胴部文様帯に分かれ無文帯 と隆帯によって区分される。

・胴部が縦区画の文様帯を持つL

・半裁竹管による半隆起線を用いる。

以上のような北陸地方の土器に一般的な文様要素が深沢タイプの土器に見られると指摘できる。逆に、

深沢タイプを特徴づける文様要素が北陸地方の土器に見ることは少ない。そのために却ってそれら文様要

素が、際だって見える。個別要素を取 り上げることにより両地域の土器様相 を捉えられるとは思えない

が、重要な視′点を提供 しているようにも思われ北陸に見られる深沢タイプ的文様要素 も以下に示 した。

(1)U字状、逆U字状文

富山県八尾町長山遺跡 (第 15図 6)                中期前葉の土器

富山県硼波市厳照寺遺跡 (第 13図 2)蓮華状文 と逆U字状文の共伴  厳照寺第Ⅱ期

石川県鹿島町徳前C遺跡 (第 5群土器 )

石川県能都町真脇遺跡 (第 5図35036037)

は)口 縁部付近に縦位に半隆起線を密に引き並べたもの

富山県八尾町長山遺跡 (第 15図 5)

石川県鹿島町徳前C遺跡 (第 3群土器 1類 C)

(3)半隆起線に挟まれない (片方のみ接している)B字状文

第 8群Ⅱ期

中期前葉の土器

新崎式第 1形式

厳照寺第 I期

富山県砺波市厳照寺遺跡 (第 7図 5)

この中で石川県鹿島町徳前C遺跡 (第 5群土器)については、西野秀和氏 (1983)「 中部高地との交流

を別の視′点で見ることができると思われる。半裁竹管を逆U字状に引く蓮華状文の祖形としてとらえられ

る。」として注目している。しかし、富山県砺波市厳照寺遺跡 (第 13図 2)(オ申保孝造ほか1977)の 蓮華状

文と逆U字状文の共伴の状態を見ると「蓮華状文の祖形」或いは、蓮華状文との時期的な重複の可能性も

あるように思われ、一方向への伝播ではなく土器文化圏相互の影響下に作られた土器とも捉えられはしな

いか。

一方、本調査区で出土した新崎式土器類似土器 (第 60図 97・ 98)と 北陸地方の新崎式土器 とを比較した
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場合、幾つかの相違′点が挙がる。 (富山県埋蔵文化財センターの方々の御教示による)

・施文が浅い…・…………・…0半隆起線を施文 した場合、半裁竹管が浅 く引かれ文様の彫 り込みが浅 く平面

的な傾向が強い。同様の指摘は、寺崎裕助氏 (新潟県埋蔵文化財事業団)が深沢

タイプにオ旨摘された点でもある。

・蓮華状文の 2段重ね………横位無文帯と口縁部 との間に蓮華状文が 2段施文されることが北陸地方では

なく、新崎式類似土器にはそれが見られる点は、類似であって同一ではないこと

を示 し重要であると考える。

O横に流れる蓮華状文………蓮華状文がやや崩れて縦方向の沈線が斜行沈線に置き換えられて施文されて

いるものも北陸地方にはないこと。これも土器の雰囲気を模倣 しつつ、在地の土

器製作の伝統の中で作られていることを示す′点と考える。

・木目状撚糸文が地文 として用いられていない。

以上のように、北陸地方の土器 との相違′点が挙げられるが、新崎式土器の雰囲気をほとんど再現 した様

な土器を、在地の胎土と技術を用いて製作 していることは、土器が搬入されたのではなく、人的な交流が

なされ情報が伝達されたことを意味している。そして、新崎式土器の模倣への相当な熱意が感じられ、文

化的なつながりまたは傾斜の強さが伺える。

また、たとえば97は前述 したが、後沖遺跡 (望 月町1983)の 19住居跡出土の土器 (報告書第24図 4)

に、横位無文帯の上に 2段の蓮華状文を施文する′点、胴部の地文に正格子目文を施文するなど共通する要

素が多く見られる。千曲川の流れに沿って展開する土器文化圏を暗示 しているように思われる。

風呂屋遺跡の深沢タイプの土器について

(1)継手文 (継手状渦巻文)

深沢タイプの土器には、日縁部から胴部にかけて「継手文 (継手状渦巻き文)」 (壇原長則1983)と 呼ば

れる文様を持つものが多い。この文様要素は、ほかの地域で多用される例が少ないため深沢タイプの一つ

のオ旨標となりうると思われる。しかし、この文様要素についての呼称は一定していない。ここでは「継手

文」が最も早い時期に命名されていると思われるので、これを用いる。この文様要素は、和田村細尾中道

遺跡報告書において「胴部を縦区画する『し』の字と逆さ『し』の字、及び『J』 の字と逆さ『 J』 の字

を鎖状連結させた意匠、さらにはそれを渦巻き状に入り組ませた意匠」 (児玉卓文1993)と され、また滝

沢遺跡 (御代田町)報告書において「連結部を有する継手隆線」 (寺内隆夫1997)と の記述で表現されて

いるものである。

北陸地方では、石川県鹿島町徳前C遺跡 (第 8群土器B)に見ることができる。ここでは「半隆起線の

端部が『し』の字状にカーブし、それを『の』の字状にかみ合わせて受けるもので渦巻き状をなす。」と

記述される。点数は少ないが類似性は高いは1)。 編年的な位置づけは新保期に入るものであると考えられ

る。

継手文 (継手状渦巻文)を 見る場合に、上下にのびる半隆起線 (隆帯)を文様の不可欠な一部 として考

える場合 と渦巻き状の文様を中心にして考えるかによって相違が生じるが、今回の調査によって得られた

資料では、その類似性から渦巻き状の文様を中心にして施文の状態を検討したい。

施文部位では、日縁突起に1150300、 口縁部に55056095010601160135な どが見 られる。やや下が

って口縁部 と胴部の境目の頸部に施文されたものには96097等が見られる。最 も多く施文されているのは

胴部である。胴部には950125-B01840186～ 193・ 202-A・ 227等が見られる。

次に施文の方法の相違′点であるが、単純な構成を見せるものは、上下 ともに 1本の隆帯で構成されてる
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もので970184が挙げられる。同じように施文されたものは口縁部の55,560106や 口縁突起115に も見ら

れるが胴音6と は施文効果に相違が見られ単純な比較はできないのではないかと思われる。胴部には半隆起

線のみで構成されているものが見られ、227は 1本の半隆起線で構成される。186は 渦巻きより上が 1本の

半隆起線、下半部が 2本の半隆起線によって構成され、さらにB字状文 と隆帯 との関連で複雑化 した施文

の中に見られているが、190は 2本の半隆起線によって上下 ともに構成されている。

次に、隆帯に半隆起線が多数沿う形のものやB字状文に伴 うものは1870188な ど比較的多く見 られる。

これらは隆帯が 2本平行 しているものはない。98も その変形された形態の一つ と思われる。

2本に分かれる傾向を見せ るものは、胴部では950202の上半がある。 2本の明瞭な隆帯が平行 してい

るものは1350300、 であるが、135は 口縁部の施文 との関係で二本の隆帯を平行に施文した可能性 もある。

この文様については「隆線 2本一対化への動きである。五領ヶ台Ⅱ式前半期には一本であった隆線に、

平行沈線 (半隆起線)が多数沿うようになり、次段階には隆線が 2本平行 して貼付される傾向が生まれ、

3類に至る (寺内隆夫1997『滝沢遺跡』)と 言う変遷についての指摘がある。この原則によって風呂屋遺

跡出土の土器を見た場合、隆線が 2本平行 して貼付されるものは少なく3類の段階以前の文様が多い事が

指摘できる。

(2)交互刺突文

北陸地方の新崎式土器の場合、口縁部から頸部にかけて横走する半隆起線には、交互刺突文を施文しな

いことが一般的であると思われる。一方、風呂屋遺跡の土器では、かなり高率で交互刺突文を施文 してい

る点に特徴がある。

この施文には幾つかの特徴が見られる。まず狭い範囲に限定して施文をしていることが挙げられる。そ

れは口縁部付近に横走する半隆起線を数本引き並べたものに見られ、半隆起線 (4な いし6本程度)の う

ちの 1本から3本程度にわたり、上方から3な いし 4、 下方から3程度の刺突をして組み合わせているも

のが多い。全体像が把握できないために確証はないが、土器の文様の単位 と対応して施文されているので

はないかと思われる。この場合使用している工具は、丸みを帯びた棒状のものである。深沢遺跡出土の土

器を観察すると、この施文方法は 2類の段階に見られる。

これに対 して半隆起線の全てにわたって交互刺突文を施文するものに、137-A0137-Bな どが挙げら

れる。また26の胴部の横に引かれた半隆起線に施文されたものも施文範囲が長 く、この部類に属 している

と思われる。これらは 1本の半隆起線を両方向から交互刺突している。これらは深沢タイプとは雰囲気を

異にしている。

またこの施文方法とは少し異なる方法で施文される交互刺突文がある。それは沈線際の刺突又は刻み目

文に伴って施文されるもので105010601080223な どに観察できる。交互刺突文は 2本の半隆起線を跨い

で施文され、沈線際の刺突又は刻み目文は 2本の半隆起線の中央部にあたる沈線に沿って連続的に施文さ

れる。この施文の方法は深沢遺跡の 3類に多く見られる。当遺跡においてもこのタイプの交互刺突文の施

文工具はやや丸みを失い、棒状であっても先端は尖っている物のように思われる。ただし深沢遺跡 3類の

施文が106に施文された物に類縁性を感 じさせるが、施文工具が丸みを帯びている点や半隆起線上の刻み

に近い特徴を持つ。これに比較して風呂屋遺跡の物は多くが沈線際の刻み目文に近い特色を有する点に相

違が見られる。 (こ のように沈線際を刺突又は刻み目文を施文するものは12501260130013301490151

にも観察される要素である。)

(3)刺突文

当遺跡の出土土器には口縁部と頸部又は頸部 と胴部 との境目に当たる部分の半隆起線の際 (直下)に一

定の間隔を置いて刺突文を施文するものが多く観察される。55056・ 59062な どは口縁部文様帯 と頸部の
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横位無文帯又は横位縄文帯の境目に、95018301840161な どは頸部と胴部との境目に刺突文が施文され

ている。この刺突文は円形又は半円形のもので棒状具又は半裁竹管の背を利用して施文され、刻み目文と

は区別できる。これと同じような文様を姥ヶ沢遺跡の土器の深沢遺跡の 2類 と思われる土器に見ることが

できるが、北陸地方の土器には見られない。一方、滝沢遺跡 (御代田町1996)の J12号住居址のNQ164土

器の刺突文に強い類縁性を感じる。この刺突文は、横走する半隆起線に伴って施文されたものであるが、

204は横位と縦位の半隆起線にも見られる。更に胴部の縦位に施文された半隆起線に沿って施文される破

片資料としては167017101810178な ど棒状の工具によるものがある。また施文方法には幾種類かのもの

が見られ半裁竹管の切 り口を垂直に押しつけたもの、楔形刻み目文に類似したものが見られる。は2)

さらに97の ように横位無文帯に楔形刻目文を施文するものは横位楔形刻目無文帯 (真脇遺跡)と大変に

類似する。これも胴部の正格子目文とともにこの土器の編年的位置づけに大きなヒントを与えている。

202は 『無地縁辺に楔形刻目文を充填したもの』に類似する部分が胴部に見られ、横位無文帯が水平方向

の規則性を崩した時期に相当するかと思われた。

(4)深沢タイプと共伴する指頭圧痕を持つ土器について

深沢タイプと共伴する指頭圧痕を持つ土器については、「搬入されたと考えられる関東地方の阿玉台式

土器に類似した土器」 (西沢隆治1982)と され深沢遺跡 2類に共伴する。しかし、資料を拝見させて戴い

たときの印象で、正確な数量的な比較ができないが姥ヶ沢遺跡、風呂屋遺跡、深沢遺跡の順に混入率が下

がり、特に深沢遺跡の土器の中には指頭圧痕を持つ土器が少ない様に思われた。

*指頭圧痕を持つ土器の特色

指頭圧痕文を持つ土器にも前述のように、数種類のものが見られる。これらには、この地域に影響を与

えた幾つかの土器様式の特徴を見ることができ、阿玉台式にのみ影響を受けて成立したものではないと思

われる。また風呂屋遺跡で最も大きな径を持つ土器が、この指頭圧痕を持つ土器であり搬入とするには大

きすぎる点に注意が必要ではないか。

以下幾つかの特徴的な個体について姥ヶ沢遺跡のものも含めてふれたい。

口縁部に楕円区画文を持つもので区画内に半裁竹管による半隆起線を縦位に引き並べたものがある。こ

れは深沢タイプと阿玉台式土器のそれぞれの文様要素の融合と考えられる。また姥ヶ沢遺跡の≪第六群≫

B土器は「口縁部文様帯は、新道式系、新崎式系、胴部は、新道式系阿玉台式系の影響の見られる融合の

産物の土器」と指摘されているように、胴部に指頭圧痕文を持ち口縁部に蓮華状文を持つものもあり、こ

の地域の土器文化を考える際に重要な要素として留意すべき′点であろう。

千曲川流域の土器として注目されている斜行沈線文土器 (寺内隆夫1995)が風呂屋遺跡最大の土器であ

る。この斜行沈線文土器の研究成果をふまえて見直すとき、阿玉台式以上に千曲川上流地域の土器の強い

影響を考えねばならない。また口縁部の楕円区画文内部の斜行する沈線を押し引き (角押し文)で施文し

て充填する方法も姥ヶ沢遺跡出土土器に見られるものの一つで、中部高地の土器の文様要素の影響と見る

ことができるのではないかと思われる。

以上のように、指頭圧痕を持つ土器の一群にも幾つかの要素の混合を見る。千曲川下流域と言う地理的

な位置が、千曲川の上流にも下流にもつながる利′点を持ち、様々な要素を吸収しながら土器を生産したと

言う事ができると思われる。

(5ド曳鉢

深鉢形土器には北陸から関東地方までの広範な地域からの影響を見ることができた。それは各地域の土

器様式がその個性を残して、この遺跡に存在するということで、ここで各地の特色が融合した土器が成立

したということではなかった。いわゆる深沢タイプの深鉢も分布地域が限定される。
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ところで内面に施文された縄文時代中期の浅鉢は、深鉢に比較 して、大石遺跡など八ヶ岳西南麓の地域

にまで分布域を確認できる。さらに関東地方から東北地方南部に広が りを見せるものと思われる (寺内隆

夫氏の御教示による)。 しかし、この分布域は深沢タイプの土器分布域 とは重複しない。

(6)風呂屋遺跡出土土器の胎土について

風呂屋遺跡の土器の胎土には「雲母」が多く使用されているのに対 し深沢遺跡、姥ヶ沢遺跡の土器には

雲母が少ない。

4 土偶 につ いて

総数30点、接合 したもの 2′点、資料数の少ない北信地区では比較的まとまった重要な資料 と思われる。

(1)大 きさ

土偶の胴部のみの比較をした場合 1020309011012等 は大型に、10013014015016017018等

は小型に分類できる。脚部・腕音Б・頭部 もおおよそ大小 2種に分けられる。

(2)形態

頭部は 3点 ともやや歪んだ逆円錐状で、頭頂部は平坦で側面の一部を平らにして顔面をつけている。顔

面が正面を向 くと後頭部がかなり下がるために、頭頂部の形態は後ろにかなり傾斜する。 104は 後頭部

と側頭部に貫通孔を持つが 5のみ頭頂部に結髪の表現のためにか、環状の隆帯が貼 り付けられて貫通孔を

持たない。眉が半円形を2つ連ねたような隆帯で表現され、目と口が刺突で施文され鼻をつけない点も共

通する。

腕はほとんどが水平に張 りだすか、やや上を向き左右対称に付けられている。先端の丸い四角錐状の形

態で、断面形は隅丸方形又は楕円形に近 く写実性には乏しい。

胴部は他の部位に比較 して写実性が高い。胸部は板状に近いが 3017な どは体側部に丸みを帯び、写実

性に優れる。腹部は立体的で張 り出し、臀部には張 り出しは見られない。

脚部は円柱状または円錐 と円柱の組み合わせ られた形態が多い。

これらは、有脚立像土偶の部分がほとんどであると思われる。中野市姥ヶ沢遺跡出土の土偶 (NQ29)の

像高はこれらから推定されるよりも2倍以上あろうかと思われるが、各部分の形態はよく似てお り、全形

も類似するものであろう。また飯山市深沢遺跡出土の土偶 とも形態的に類似する。

しかし19のみは他のものとは異なって、座像形土偶 と思われる。腹部から下肢にかけての右半分のみで

あるが、膝を曲げしゃがんだ姿勢を表現しているものと想像される。腕の部分は破損しており形態は不明

である。側面形と背面形は岡谷市広畑遺跡出土の土偶に類似 している。また曲線を巧みに表現している点

に松本市生妻遺跡やエリ穴遺跡出土の土偶 との相違が見られると思われる。

(土偶の形態については「中部高地をとりまく中期の土偶」=「土偶 とその情報研究会主催」の『土偶シ

ンポジウム 4長野大会 中部高地をとりまく中期の土偶』資料集の図版を参照した。)

(3)施文

沈線文、半裁竹管による平行沈線の施文である。棒状工具の刺突文は目と日のみで眉や身体部分への施

文には見られない。半裁竹管の刺突文は 1にのみ認められる。

(4)構造 (製作過程における特徴)

出土した土偶は全て中実土偶である。内部の構造及び製作過程における特徴を挙げておきたい。

309110011016の胴部には、脚を接合するための穴が穿たれている。中でも16の穴は底部に爪と思

われる痕跡を観察できる。

ここから脚部の成形は円錐状または円柱状の芯を胴部の穴に差 し込み、その上に更に粘土を巻いたと思
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われる。いわゆるソケット式接合である。また 3011の X線撮影の映像 (第 73図)では、脚部の差し込み

部分がかなり深く胴部に入り、胴部と密着している様子が観察できる。この密着の状態から脚部の芯にな

る部分を先に作り、それに胴部や脚部の肉付けをして成形していく方法も予想される。しかし、 3の胴部

に穿たれた穴の形態は断面から観察すると指の形に大変よく似ている。また16の穴の底部には八の跡と思

われる痕跡がみられ、胴部成形時、指などで穿孔し脚部の芯を棒状の粘土で作って差し込む方法の可能性

も大きいと思われる。

また11は脚部を接合する「穴」をあけられた上部に胴部の芯になる粘土児の境界部分の争J離痕が横方向

に明瞭に見られる。これは勝坂式期土偶の分害J塊製作法 (小野正文1986「釈迦堂 I」 )に類似する。いず

れの方法の場合も胴部と脚部を別に作って成形することに構造上の特徴がある。

また、胸の中央部付近にあまり大きくはないが「穴」をあけられた音Б分を持つ。この穴は位置から推定

して首が差し込まれたと考える。ただし首が接合した1は X線撮影の結果でも内部の構造が明らかになら

ず、実例を示すことができない。

また中信や千曲川上流域の土偶に見られる芯棒接合を示す資料は認められなかった。

(5)土偶の系譜と時期について

以上のように、頭部、胴部、脚部などの形態的特色は中野市姥ヶ沢遺跡出土土偶に最も類似する。また

飯山市深沢遺跡出土土偶にも近似している。金井汲次氏は、上野遺跡、沖ノ原遺跡 (新潟県津南町)出土

土偶への近似性く縄文中期中葉への位置づけ、新崎遺跡 (能登)を 源流とする等重要な指摘をされたが

(姥 ヶ沢1983)、 この指摘は今調査の出土遺物にもあてはまろう。また小林康夫氏は、長野県の土偶は中期

中葉 (格沢式期から丼戸尻式期)に 「最もバラエティーに富む」ことと「地域性が顕著になる」こと、そ

して北信地域では姥ヶ沢遺跡出土の土偶に見られるように河童形土偶を主体に、中空土偶 (深沢遺跡)、

小形土偶が出現し新崎式土器との関連が強い (小林康夫1996)と 言う指摘をされている。また守矢昌文氏

も姥ヶ沢遺跡出土土偶の時期を「中期前葉第Ⅱ段階―格沢式期から藤内Ⅱ式期まで」(1996)と しており

今調査出土の土偶もほぼ同じ時期に位置付けられよう。また座像形又は座産形土偶の存在からは、中信地

区との関連性も考えねばならないだろう。

以上のような諸氏の研究成果からも本遺跡出土の土偶は新崎式土器と強い関連性を持ち、中部高地の土

器文化の影響も受けており、それは土器様相に見られる北陸や中部高地、東関東地方との関わりに対応し

ているものと思われる。

第36図 335・ 336(徳前C遺跡報告書)の 2点 である

これは南久和氏が上山田遺跡出土土器について分析 (南久和1985)

印による馬蹄形の文様』や『無地縁辺に楔形刻目文を充填 したもの』

のについては諏訪郡原村の大石遺跡 (昭和 50年長野県教育委員会 )

初頭の土器などに多くの類例を見る。

の中で連続刺突沈文と区別して扱った、『半裁竹管の垂直刻

に類似する。また、半裁竹管の切り口を垂直に押しつけたも

の縄文時代中期中葉土器、和田村の細尾中道遺跡出土の中期
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第 6章 対面所遺跡

第 6章 対面所遺跡

第 1節 遺跡 と調査の利

歴史的環境

対面所遺跡は長野県上水内郡豊田村大字豊津字対面所637番地、 JR飯山線替佐駅の西500m、 中世山城

である替佐城 (別名対面城、標高463m)が築造されている替佐城山の東南斜面の中腹に立地する。千曲

川を挟んだ対岸には、長丘・高丘丘陵が南北に延び、その北部には壁田城がある。壁田城は対面所遺跡か

ら北東側、直線距離で約 3 kmに 位置する。

遺跡の上方に位置する替佐城は階段状に並んだ3つ の享『を有する城で、各享『は堀切 りによって区分され

ている。南東側に馬出しと称する大手門があり、北西側に裏門がある。築城年代は不明であるが、ガヽ畑上

総介の居城 といい、堀の傍に小畑上総介墳墓の石碑がある。また、城郭の形態 。大きさなどから戦国末期

の修築 と考えられている (新人物往来社1980)。 替佐城は標高約460mに あり、約100mの比高差、大手門

から東へ約300m斜面を下ったところに対面所が位置する。

また替佐城から450m北東側、対面所から小谷を挟み450m北側に中世の塚が発見された飛山遺跡がある

(第98図 )(飛 山遺跡の詳細は第 7章参照)。

さらに、遺跡の約1.5km南東には今井城跡 (北城山)、 南約 l kmに は今井館跡 (風 呂屋敷跡あるいは内堀

館)が存在するが発掘調査は行われておらず、詳細は不明である。今井城は今井四郎兼平 (～ 1181P)在

城 と言われているが定かではない。今井館跡も今井兼平の館跡 という伝承がある。今井館跡北方約120m

の地′点から応仁元年 (1467)の 銘のある宝医印塔が発見されている。

2 調査 の概要

(1)調査範囲と調査方法

第98図 に調査範囲を示した。調査地の斜面上方は道路の建設工事が進行 しており、五輪塔の分布範囲で

あったか否かは不明であるが、地表で五輪塔を確認したところを調査範囲とした。また、整理作業にあた

り、調査時の調査地点の名称 (五輪塔採集地点名)を次のように変更した。

第 1地点 (旧 8区 )、 第 2地点 (旧 5区 )、 第 3地点 (旧 6区 )、 第 4地点 (旧 9区 )、 第 5地点 (旧 7

区)、 第 6地′点 (旧 11区 )、 第7地′点 (旧 10区 )、 第8地′点 (第 12区 )、 第 9地′点 (旧 B群 )、 第10地′点 (旧 4

区)、 第11地点 (旧 A群 )、 第12地点 (旧 2区 )、 第13地点 (旧 1区 )、 第14地点 (旧 3区 )。 また五輪塔群

に番号を付 し、第 3地点を第 1、 第10地点を第 2、 第 6地点を第 3、 第 405地 点を第 4五輪塔群 とし

た。

グリッドは長野県埋蔵文化財センター仕様に従い設定した。第99図 に大地区と五輪塔採集地区と遺構群

との関係を示した。調査区内の方眼交点の座標は次の通 りである。

Ⅱ K01(小グリッド)  X=85120.000   Y=-16000.000

H P01(小 グリッド)  X=85080。 000   Y=-16000。 000

-166-一



第1節 遺跡と調査の概要

(2)調査経過

高速道路用地外では替佐城 (対面所城)力液日られていたが、今回報告する対面所遺跡は確認されていな

かった。替佐城山麓の高速道工事用道路工事中に第99図第 1地点から第14地点で五輪塔が発見され、遺跡

の存在が確認され、調査するに至った。

調査は五輪塔の表採された地点を中心に、既に削られた工事用道路を除 く地点で以下の手順で進めた。

表土を重機で除去し、五輪塔が多く出土している地点に トレンチを設けて遺構検出にあたった。調査は

五輪塔の出土量が多かった標高の低い地点から斜面上方に向かって進めた。地山である黄褐色土層上に残

る五輪塔を調査 し、空測の後取 り上げた。その後下部施設の検出を行い、やはり空測により実測を実施 し

た。なお遺跡中央部第 506地点 (P20P7グ リッド)西側は調査中に斜面上部の盛 り土が崩落する危

険性があり、第 3五輪塔群 と第 4五輪塔群の調査は中途で断念せざるを得なかった。また、その西側の斜

面上部では工事用道路建設が始まっており、調査範囲外の遺構の広が りは確認できなかったが、表採状況

や掘削面の観察からすれば、用地内での広が りは、調査範囲内にほぼとどまるものと考えられる。しかし

対面所遺跡全体 としての五輪塔群およびその他の遺構の分布範囲が用地外に及んでいる可能性は否定でき

ない。

替佐城周辺で発見された五輪塔は、現在、替佐城山の南東側中腹の墓地に移築された風呂屋古墳 と共に

保存されている。替佐城麓の住宅の庭先にも、対面所遺跡で出土したと同様の五輪塔が数基みられ、地元

住民の話では、替佐城麓の畑に転がっていた五輪塔を庭先に供養 しているという。多数の五輪塔が中世当

時の墓地にあったものと想定される。また五輪塔の分布範囲は、替佐城東斜面中腹から麓にかけて広がっ

ていたことが想定される。その一部は現在 も墓地であり、高速道工事に伴い改葬・移築された。

工事により、五輪塔は第 1地点から第14地点のいずれの場所においても滑落していた。特に第14地′点で

は滑落した五輪塔の数が多く、周辺で採集された五輪塔が工事関係者によりまとめて置かれていた。

調査は五輪塔群の原位置及び分布状況を調べるため、これら五輪塔が散布した部分を中心に トレンチを

設定 し、調査を行った。

その結果第 3地′点から第 6地″点、第10地′点において五輪塔が確認されたが、原位置をとどめたものは少

なかった。その中でも第 3地点は原位置をとどめるものがみられた。第 506地点では五輪塔 とともに火

葬骨埋納ピットも検出されたが、調査区外は工事が既に進み、斜面の上方は盛土されていた。この地点を

掘 り下げると土砂崩壊の危険性があり、第 506地点の斜面上部の調査は断念した。

調査日誌抄

調査機関 平成7年 4月 3日 ～同年5月 17日

4月 3日  重機による表土争Jぎ開始。

4月 5日  発掘開始式。

4月 6日  第10地点にて五輪塔 と焼骨出土。

4月 7日 祓清式

4月 13日  第 6地点にてピット内に埋葬された焼骨確認。

4月 20日  第 3地点の土抗調査開始。

4月 24日  第 3地点より焼骨多数出土。

4月 26日  墨書文字が書かれた空風輪発見。

4月 27日  空撮・空測実地 (株式会社こうそくに委託)。 豊井

豊田村ローカルTV取材。

5月 2日 第 3地点のピット26・ 35か ら古銭出土。火葬施設

(SK04)の 調査開始。

5月 10日 五輪塔を調査事務所に搬出。

5月 11日 器材撤収し、牛出遺跡へ引越し。

5月 13日  空測・空撮実施 (株式会社こうそくに委託 )。

5月 16日 一部を残 し牛出遺跡の調査に移 る。五輪塔取 り上

げ 。

5月 17日 対面所遺跡調査終了し、牛出遺跡の調査に合流。

小学校 6年生見学。

(3)調査結果の概要

五輪塔群は標高約367mか ら378mま での間で検出された。第1地点から第 8地点までは約30度の急斜面

である。調査時には遺跡を南北に縦断して工事用道路が作られ、幅約 5mほ どの範囲が削平されていた。
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蠅蠅 対面所遺跡調査区

飛山遺跡

ηル「

0      (1:4000) 200m

第98図 対面所遺跡 調査範囲
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第 1節 遺跡と調査の概要

五輪塔め固まって多数出土した地′点を「五輪塔群」 とし、第 1か ら第 4五輪塔群 とした。また第 1五輪

塔群は斜面にテラスが 2段あり、それを上段 と下段テラスとした。

それぞれの五輪塔群から発見された各五輪塔 と火葬骨埋納ピットと火葬施設の概要は第 809表 の通 り

である。

出土遺物は五輪塔以外に、火葬骨埋納ピットから出土した古銭、鉄釘、表土中から発見された珠洲焼き

の甕片、石臼などがある。

(4)基本土層 (第 99図 )

I層 表土層

Ⅱ層 褐色土層 (7。 5YR4/4)。 褐色粒子や黄色粒子を含む粒子の粗い土層。

Ⅲ層 暗褐色土層 (7.5YR3/4)。 暗褐色土に褐色ブロックを含むカ リカリした水分の少ない粒子の粗

い土層。

Ⅳ層 暗褐色土層 (7。 5YR2/4)。 Ⅲ層に類似する。小石が混 じり粒子が粗 く、褐色ブロックを含む。

V層 明褐色土層 (7。 5YR5/8)。 小石 と粘土混 じりの砂質層。

Ⅱ層からⅣ層は崩落層と思われる。

第 8表 対面所遺跡 出土地点別五輪塔数 と遺構数

/出土地 空風輪

(点 )

火輪

(点 )

水輪

(点 )

地輪

(点 )

台座

(点 )

五輪塔

合計

火葬骨

埋納ピ

ット(基 )

火葬施

設 (基 )

第 1五輪塔群

上音6テ ラス

22 20

下音6テ ラス

表採

小 計 23

第 2五輪塔群

表採

小 計 17

第 3五輪塔群

表採

小 計

第 4五輪塔群

表採

小 計

第 2地′点

第 9地″点

第14地点

表採

合計 74 328
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第 6章 対面所遺跡

第99図 対面所遺跡 調査地″点割図
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第 1節 遺跡と調査の概要
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第 6章 対面所遺跡

第 9表 対面所遺跡 火葬骨埋納ピットー覧表

ピット
番号

五輪塔群名
×
　
ｍ
＞

さ

＜
ｃ

長
幅

深 さ

(cm)
平面形態 出土遺物

第 1上段 32× 36 円形 焼骨片

第 1上段 36× 32 円形 焼骨片

第 1上段 36× 35 円形 焼骨片

第 1上段 28× 28 円形 焼骨片

第 1上段 20× 24 楕円形 焼骨片

第 1上段 24× 23 円形 焼骨片

第 1上段 25× 25 不 明 円形 焼骨片

第 1上段 22× 23 円形 焼骨片

第 1上段 20× 20 14 円形 焼骨片

第 1上段 24× 22 円形 焼骨片

第 1上段 23× 24 円形 焼骨片

12 第 1上段 19× 20 円形 焼骨片

第 1上段 20× 20 円形 焼骨片

14 第 1上段 28× 31 円形 焼骨片

15 第 1上段 25× 27 円形 焼骨片

16 第 1上段 23× 22 円形 焼骨片

17 第 1上段 22× 20 円形 焼骨片

18 第 1上段 50× 36 円形が重複 焼骨片

19 第 1上段 26× 24 円形 焼骨片

20 第 1上段 24× 20 円形 焼骨片

第 1上段 22× 30 13 楕円形 焼骨片

22 第 1上段 14× 20 円形 焼骨片

23 第 1上段 54× 31 14 楕円形 焼骨片

24 第 1上段 34× 34 円形 焼骨片

25 第 1上段 32× 30 円形 焼骨片

26 第 1上段 46× 43 15 円形
焼骨片

古銭 3枚

27 第 1上段 34× 43 円形 焼骨片

28 第 1上段 26× 25 円形 焼骨片

29 第 1上段 35× 30 17 楕円形 焼骨片

第 1上段 26× 26 円形 焼骨片

第 1上段 30× 30 円形 焼骨片

第 1上段 21× 20 不 明 円形 焼骨片

34 第 1上段 27× 24 円形 焼骨片

第 1上段 32× 38 円形
焼骨片
古銭 2枚

第 1下段 27× 25 円形 焼骨片

37 第 1下段 35× 32 円形 焼骨片

第 1下段 22× 16 円形 焼骨片

第 1下段 28× 25 円形 焼骨片

40 第 1上段 24× 27 円形 焼骨片

第 1下段 30× 28 円形 焼骨片

第 1下段 35× 38 円形 焼骨片

43 第 1下段 20× 25 円形 焼骨片

44 第 1下段 22× 25 円形 焼骨片

45 第 1上段 34× 34 円形 焼骨片

46 第 1上段 23× 24 円形 焼骨片

47 第 1上段 32× 33 円形 焼骨片

49 第 3 18× 17 円形 焼骨片

ピット
番号

五輪塔群名
×

ｍ
＞

さ

＜
ｃ

長
幅

深さ

(cm)
平面形態 出土遺物

第 3 20× 17 円 形 焼骨片

第 4 22× 23 円形 焼骨片

52 第 4 26× 27 円形 焼骨片

第 4 30× 33 円形 焼骨片

54 第 4 30× 33 円形 焼骨片

55 第 4 30× 27 円形 焼骨片

56 第 4 26× 30 円形 焼骨片

57 第 4 22× 17 円形 焼骨片

第 3 60× 48 不 明 不定形 焼骨片

第 3 38× 20 不 明 楕 円 焼骨片

第 3 26× 33 円形 焼骨片

第 3 25× 25 不 明 円形 焼骨片

62 第 3 22× 23 円形 焼骨片

63 第 1下段 32× 28 円形 焼骨片

64 第 4 26× 23 不 明 円形 焼骨片

第 1下段 50× 52 円形 焼骨片

第 1上段 28× 28 円形 焼骨片

第 1上段 28× 30 円形 焼骨片

第 1上段 22× 20 円形 焼骨片

第 1上段 30× 30 円形 焼骨片

第 1上段 41× 40 22 円形 焼骨片

第 1上段 26× 24 円形 焼骨片

72 第 1上段 22× 17 円形 焼骨片

第 1上段 22× 22 円形 焼骨片

74 第 1上段 24× 40 楕円形 焼骨片

75 第 1上段 24× 32 円形 焼骨片

78 第 1上段 26× 24 円形 焼骨片

第 1上段 26× 31 円形 焼骨片

第 1上段 26× 27 円形 焼骨片

第 1上段 41× 30 楕円形 焼骨片

第 1上段 30× 27 円形 焼骨片

第 1上段 41× 32 楕円形 焼骨片

第 1上段 27× 26 円形 焼骨片

第 1上段 28× 32 円形 焼骨片

第 1上段 26× 26 12 円形 焼骨片

第 1上段 33× 30 円形 焼骨片

第 1上段 23× 22 円形 焼骨片

92 第 1上段 21× 21 円形 焼骨片

第 1上段 24× 26 円形 焼骨片

第 1上段 45× 32 楕円形 焼骨片

第 3 30× 30 25 円形 焼骨片

第 3 22× 23 円形 焼骨片

第 3 28× 22 円形 焼骨片

第 1上段 28× 25 円形
焼骨片

古銭 4枚

第 1上段 28× 25 円形
焼骨片

古銭 2枚

第 1上段 22× 20 円形 焼骨片

第 1上段 24× 26 円形 焼骨片
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第 2節 遺構

第 2節 遺構

第 1五輪塔群 (第 101～ 105図 )

位置 :第 3地点

調査過程 :第 3地点では多数の五輪塔が斜面下工事用道路に滑落 していた。原位置を追究す るため、傾

斜に沿って トレンチを設定 した。斜面上段のテラスでは配列 した地輪が出土 し、周辺か ら五輪塔および下

部施設などが検出された。

覆土の堆積状況 :褐色 (粘土質)土層の上に配列 した地輪があ り、他の五輪塔の多 くは焼骨や炭化ブロ

ックを含む黒褐色土や暗褐色土中に堆積 していた。造墓後 3回の崩落があったと思われる。 (第 102図 A―

B)

遺構 と出土遺物 :

①テラス (第 101～ 103図 )

第 1五輪塔群は上段テラスと下段テラスに大きく2分されたテラスが作られていた。

上段テラスはt標高375.5m～ 377.5m、 標高差 2m、 南北約10m、 東西約 6mの半円形に削 り出された

テラスであった。火葬骨ピットの配列や地輪の配列から7列の階段状の小テラスが造られていた。 1～ 2

列目は明確に階段状をなし、 3列 目は明確な階段をなさないが斜面に削 りだしが行われている。 5～ 7列

目は約 lmの比高差がある。削りだしは確認できなかったが火葬骨埋納ピットや遺物の検出状況から削 り

だしが行われていたと判断した。恐らく、削りだされた部分が崩落したのであろう。テラスの北側 1～ 4

列 目には地輪や大きな礫が残っていたが、南半および 5列 日以下では地輪等が原位置を保つ と思われるも

のはなかった。その部分が崩落したためと思われる。

下段テラスは、標高374.6～ 374.7m、 幅1.lm長 さ3.Omを 測 り南北に長い、平坦な部分を利用 して削り

出したと思われる。

②五輪塔 (第 101図 )

1列 目の小テラスでは、地輪 4′点 (230025002520253)と 台座 2′貞 (2290249)が横に並びt若干の

弧状を成していた。この並びに近接する東側にも地輪 (262)1点が検出された。また、その中央部の西

側 (斜面上方)か ら出土 した地輪 (240)の 上部に水輪 (235・ 239)、 火輪 (2360237)、 空風輪 (2340

238)が覆いかぶさるように出土した。地輪は原位置をとどめているが、他の五輪塔は斜面上方から滑落

したものと思われる。

2列 目小テラス中央に 3点の地輪 (259～ 261)が横に並んでいた。

3列 目小テラスはわずかな段差がみられる。中央に 2′点の地輪 (265・ 266)が横に並び、その北側に偏

平な大形礫 (約50～ 60cm× 40cm)が 2個横に並んでいた。

4列 目小テラス北側に地輪 (267)と 偏平な大形礫 3個 (約 50～ 60cm× 30cm)力洒己されていた。地輪や

大形礫の出土レベルは 3列 目のものより約 5～ 10cm低い位置である。

5～ 7列 目では、削 りだしが崩落してお り、ほとんどの五輪塔は斜面下方へ滑落したものと判断され

た。

以上の配列状態で出土 した五輪塔以外 は、テラス外周に弧状 をな して出土 した。南西側 に地輪 2点

(2010215)、 北側に地輪 1点 (284)が出土 した。ほかに空風輪15点・火輪42点 ・水輪31点 ・地輪 8点が

テラス外周でい くつかのグループに分かれて出土 した。これ らは斜面上方の別の五輪塔群か ら落下 (第
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第 6章 対面所遺跡
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第 6章 対面所遺跡
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第 2節 遺構

8基 (P36～ 39041043044063064)と 、テラスから南東側に下がった標高373.9mの 位置に 1基 (P

42)が確認された。しかし、火葬骨埋納ピット上部には地輪や大きな礫などは確認されなかった。いずれ

も火葬骨の小片だけが検出され、覆土は薄く、東側の壁面を失っていた。ピットの上部がかなり崩落して

しまっていることが推察される。

以上のようにそれぞれのピットの火葬骨は1体分と思われる。火葬骨の量は遺体の大きさ・焼成時の火

力等の違いで、その量に差があったと推察され、そのためピットの大きさにも若干の違いがみられるので

あろう。

ほとんどのピットは筒状であるが、P18は角柱状であり、ピット内から釘が15本出土し、四角い木箱が

用いられたものであろう。

また、銭が埋納されているものもある。P26か らは火を受けた銭 3枚 (永楽通宝・紹聖元宝・祥符元

宝)が出土している。P35か らは銭 2枚が出土しているが、火を受けて銭種不明である。P99か らは銭 3

枚 (紹寧元宝・政和通宝・紹定通宝)、 P100か らは銭 2枚 (洪武通宝・元祐通宝)が出土している。

④火葬施設

SK02(第 104図 )

位置 :第 1五輪塔群北西外周部 (K07)。

調査経過 :第 3地′点の五輪塔群は横に並ぶ五輪等群を囲むようにテラス山側に五輪塔が積み重なってい

た。

その積み重なった五輪塔の上層で、約100cm× 100cmの 範囲に焼骨 を含む黒褐色土層の広が りを確認 し

た。

切 り合い :SK02の 掘 り込み内か ら出土 した五輪塔の上に焼骨や焼土が載ってお り、五輪塔はSK0

2の壁面 として利用されていた。

形状規模 :長軸約 120cm短軸約80cmで 中央部南側に20cm× 30cmの張 り出し部がある。東西方向に長 く、

東側では深さ50cmで床面は平 らであるが、西側の壁はほとん ど立ち上が らない。張 り出し部は焼土化が著

しい。張 り出し部の左右には礫が lヶ ずつ配されていたが、ふたつとも被熱している。土坑底面中央部に

は底面の凸凹した溝があり、張 り出し部につながっている。

覆土堆積状況 :上方から崩れ落ちた五輪塔の堆積面に土坑を掘 り、五輪塔の露出した部分を土坑の壁面

に用いている。また、五輪塔は壁面の位置によって被熱の程度が異なっていた。炭化物・焼骨が多く認め

られ、火葬施設と考えられる。

出土状況 と遺物 :SK02の 底面の下層から火輪 (316～ 318)地輪 (315)な どが出土しているが、こ

れ らは SK02の 構築以前の もの と思われ る。その他 に279(水 輪)・ 280(火輪)・ 281(水 輪)・

282(火輪)・ 318(火輪)が出土した。282の 火輪の笠部分は火を受け、割れている。土抗西倶Jに位置し

た278の 火輪笠には炭化物 と焼土が付着している。

SK03(第 105図 )

位置 三第 3地点、第 1五輪塔群北東倶1。

調査経過 :第 1五輪塔群の北西側に五輪塔の各部分がまとまって検出された。この部分の検出過程で焼

土や炭化材を埋土に含む土坑を検出した。掘 り下げたところ土坑壁の大半は崩落していたが、底面の一部

が残存していた。

形状規模 :本来の形状は不明であるが、底面 と思われる焼土や炭化材の残る面は120cm× 50cmほ どの不

定形を呈していた。

覆土の堆積状況 :南側の覆土は 5 cmと 薄 く、東側では幅30cm深 さ20cmの 溝状の落ち込みが確認された
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第 6章 対面所遺跡
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暗褐色土に黄褐色ブロックと焼土粒子、骨片混じり層。
黒褐色土層 (7.5YR2/3)。 炭化物を多く含み骨片と焼土ブロックを含む。
褐色土層。 (7.5YR3/3)。 焼土ブロックや炭化材を含む。
褐色土 (10YR4/4)。 粘性が強く焼土ブロックや骨・炭化材を多く含む。
3よ りも焼土や骨・炭化材が大きく、多量に含む。
黄褐色土層 (10YR4/4～ 5/6)。 小石を多く含む粘性の強い砂質地盤層。

空風輪

火輪

‖Ⅲ.編

::::::::1地輪

■11骨

‖|‖ 1燈

炭化物

第104図 対面所遺跡 S K02

(1:30)
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第 2節 遺構

生 37百 0

S K03

S K04

SK03
1 褐色土層  (7.5YR4/3)
2 暗褐色土層  (7.5YR4/3)
3 黒褐色土層 (7.5YR3/2)
4 褐色土層。小石を含む赤褐色粒子、黄褐色土粒子を含

む。埋め戻し土。
5 暗褐色土に炭化物焼土骨片を含む。
6 5に類似。暗褐色土に大きい焼骨片と焼土ブロック炭

化物を非常に多く含む。炭化物は木炭片のようであ
る。

黄褐色土が混入している。
7 黄褐色粘土層。小石が多く混入している。
8 暗褐色土に黄褐色粘土ブロックと小石が斑に混入。

焼土

炭化物

|:「
::.:空 風輪

11■1:火輪

‖|||||1水輪

:1:!:::地 輪

轟轟焼石

1骨
01

ミ墓 =

一一ドト０１川［】

J

第105図 対面所遺跡 S K03004

SK04
1 褐色土層 (10YR4/4)炭化物焼土粘土ブロックを含

む。

埋め戻し土と思われる。

2 黄褐色粘土ブロック (2.5YR5/6)。

3 灰オリーブ色 (7.5YR4/2)オ リーブ黄色のブロック

粘土を含む。灰が溜った層。焼骨片を含む。

4 黒色層 (炭化材の層)。

(1:30)
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第 6章 対面所遺跡

(第 105図土層 6層 )。 覆± 6層 は焼骨片・焼土・炭化物を含む。また西側部分では窪みに五輪塔の部分な

どが堆積 した状況を示 し、炭化物・焼土などの混入した暗褐色土が堆積 していた。

遺構 と出土遺物 :焼骨片は多いがほとんど細片である。土坑西側、上面から空風輪 (291)、 火輪 (287

0290)、 水輪 (286～ 289)、 地輪 (2840286)が 出土 し、その下位 か ら空風輪 (29103260327)水 輪

(3220323・ 328)地輪 (325)が出土した。

西側の五輪塔がまとまっていた部分から焼土炭化物面までが火葬施設であったと思われるが、土抗が廃

棄された後、その窪み部分に五輪塔がまとまるように、堆積 したものと思われる。

SK04(第 105図 )

位置 :第 3地点、第 1五輪塔群の第 1列 目の地輪の北側。

調査過程 三第 1五輪塔群を検出中に黒色土の方形のプランを確認。五輪塔群の全体 を確認した時′点で四

割 りにして調査 した。

形状規模 :規模は120cm× 80cm、 深さ25cmで、東西を長軸 とする、長方形の土抗で中央に幅25cmの溝が

南側に貫通 し、 P83につながる。

覆土の堆積状況 :底面上に炭化材層、。その上層に焼骨を含む灰層が堆積する。炭化材 との関係からすれ

ば灰は骨灰であろう。また、覆土全体に焼骨が散在 していた。

出土状況 と遺物 :少量の焼骨片と多量の炭化物片が底面にみられ、溝内には棒状の炭化材が出土した。

以上からSK04は 火葬施設と思われる。中央の トンネル状の凸部や溝は熱効率を上げるための煙道 と

思われる。溝中の炭化材は、その部分に棒状の燃料が落ちた状態で残ったものであろう。

2 第 2五輪塔群 (第 106図 )

位置 :第10地点。第 1五輪塔群の斜面下。標高約367.5mに位置する。

調査経過 :第 10地点の斜面に直交する形で トレンチを入れ、五輪塔が横並びで検出されたため拡張し、

五輪塔群を確認した。斜面の上部は仮設用道路で削平されていた。

覆土の堆積状況 :五輪塔 を埋没させている堆積層は骨片や焼土炭化物 を含む崩落土層である。地輪

(1280136)は基盤層の上にあるが他の五輪塔の各部分 も地輪 と同一レベルで出土してお り、礫 と共に斜

面上方から落下 したものと思われる。

遺構 と出土遺物 :

①テラス

長軸6.6m、 短軸約 1～ 1.2mの 南北に細長いテラスである。長軸方向の両端は崩落してお り、南北方向

にさらに続いていた可能性がある。工事前の地形図によると現在の果樹園を区画する主に南北に走る石垣

(段切 り部分)があり、第 2五輪塔群の部分は石垣が崩落している部分にあたる。造墓の頃、段切 りされ

た参詣路があり、その通路が崩落し一部小テラスとして残存していた可能性がある。その通路の段切 り地

形が現在の果樹園の区画として利用されていると推測する。

②五輪塔

テラス上に五輪塔 と礫が南北一列に並べられたように検出された。

空風輪 (127012901310132013501380139)7′ 点、火輪 (1330137)2′点、水輪 (1300134)2′点、

地輪 (1280136)2′点が覆土から出土した。その他にこの地′点付近の表土層から空風輪 (40)1′点、火輪

(39044)2点 、地輪 (56)1点 が発見されている。全体では空風輪 8′点、火輪 4′点、水輪 2点、地輪 3

点となり、少なくとも組み合わせ五輪塔が 8組あったことになる。

③火葬骨埋納ピットは検出されなかった。
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第 2節 遺構

上
368口000

第106図 対面所遺跡 第 2五輪塔群 (数字は遺物番号 )

④火葬施設は検出されなかった。

このように第 2五輪塔群は、下部施設や火葬施設がなく、地輪に対して空風輪の数が多く、地輪と空風

輪・火輪・水輪が同一レベルで検出され、組み合わせを窺わせるような集合がみられない。以上からこの

五輪塔群は、斜面上方から落下した五輪塔がテラス状になった部分に横一列に礫と共に堆積したものと思

われる。斜面上部には第 1五輪塔群があり、ここから崩落したものが堆積した可能性があるが、既に削ら

れてしまった仮設道路の部分に五輪塔群があった可能性もある。

3 第 3五輪塔群 (第 1000107図 )

位置 三第 6地点。標高約373・ Omに 位置し、第 3五輪等群の火葬骨埋納ピットは第4五輪等群のそれよ

り50cm以上低い位置にある。また、SK01の 火葬施設は斜面上段にある火葬埋納ピットより約1。 7m斜

面下段にある。

調査経過 :第 6地′点の表土争Jぎ を行ったところ五輪塔を表土中から検出。P7グ リッドでは斜面に沿っ

Ｂ
一

jts.b0

1280 129L
13115 面 137138

133瑞
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第6章 対面所遺跡

て トレンチを入れたところ、斜面上段から落下 したと思われる五輪塔 を出土 したが、遺構の検出はなかっ

た。 しか し、斜面中段部にあたる急斜面か ら、焼土 と炭化物が大量に混ざった黒褐色土を覆土 とす るSK

01が検出された。 P2グ リッ ドの西側の斜面上部は先述 した理由により調査できなかった。

覆土の堆積状況 :焼土粒や焼骨片などが堆積層中に散在 していた。斜面上部にあったものが崩落によっ

て五輪塔 と共に堆積 した もの と思われる。

遺構 と出土遺物 :

①テラス

明らかにされた範囲は南北12m、 東西約 lmの範囲であり、削り出されたものと思われる。第 1五輪塔

群のように広がりを持つものもあり、斜面上段の第 4五輪塔群の火葬骨埋納ピットもあわせ、未調査部分

である斜面西側上段部に五輪塔と火葬骨埋納ピットが広がっていた可能性がうかがえる。

②五輪塔

地輪は火葬骨埋納P60と P61の間に出土したが、斜面上段から滑落したような、原位置から動いている

状態であった。その他の五輪塔も滑落したものと思われる。

表土からは空風輪 9点、火輪10点、水輪 5点、地輪 2点が出土している。滑落した覆土からは空風輪 4

点、火輪 4点、水輪 3′点、地輪 3点が出土した。合計空風輪13点、火輪15点、水輪 8点、地輪 5点が出土

しており、組み合わせ五輪塔が少なくとも13組あったことになる。

③火葬骨埋納ピット

火葬骨埋葬ピットは 7基 (P49・ P500P58～ 62)で、焼骨が各ピット内から確認された。ピットの大

きさは直径約30cmで、深さは浅いもので約 5 cm深 いもので20cmであった。第 1五輪塔群同様形状は筒型で

ある。

④火葬施設

SK01(第 107図 )

位 置 :(P20P8の 境

界)第 6地′点。第 3五輪塔群

南東側。標高約371。 3mに 位

置する。

調査過程 三第 3地点の五輪

塔が滑落している地′点を調査

中に黒褐色の楕円形プランを

確認。東西南北に 4つ割にし

て調査を行った。

規模形状 :70cm× 52cm深 さ

15cmであり、南北にやや長い

いびつな楕円形であった。

覆土堆積状況 :上面を地滑

りで失っており、浅い土抗を

検出。焼土や炭化材が壁面に

み られ、焼石・焼骨片 を検

出。崩落部分があり全体の構

造は不明。

第107図 対面所遺跡
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第3節  出土遺物

急斜面 で崩落 してお り全体 の構造が明確 でないが、堆積状況 な どか ら火葬施設 と思われ る。

4 第 4五輪塔群 (第 100図 )

位置 :第 405地点東側斜面。標高373.3～ 374。 3mに位置する。

覆土堆積状況 :K22グ リッドでは多くの五輪塔が覆土中に検出されたため トレンチで土層観察 を行った

が、数回にわたる崩落により遺構全体が崩壊 していると思われる。

遺構 と出土遺物 :

①テラス

標高374.4～ 373。 3mの標高差約 lmの所に、階段状のテラス 3段が設けられている。その南側は未調査

区のため規模は不明である。

②五輪塔

覆土中からは空風輪 6′点、火輪 9点、水輪 7点、地輪 6点が出土している。しかし、いずれも原位置に

なく、斜面上段からの滑落によるものである。表土層では第 5地点から空風輪 3点、火輪23点、水輪 1

点、地輪 3点が出土している。第 4地点からは空風輪 2点、火輪 6′点、水輪 1点、地輪 2′点が出土してい

る。合計空風輪11′点、火輪32′点、水輪 8′点、地輪 9′点が出土しており、32組の組み合わせ五輪塔がこの傾

斜面にあったと思われる。

③火葬骨埋納ピット

火葬骨埋納ピット7基 (P51～ 57)の 中から火葬骨片出土。ピットの大きさは約30cm径のものが多く、

遺構確認面から深さも5～ 10cmほ どで、ほぼ円形であり、大きさ形状は第 1か ら第 3ま での五輪塔群のも

のとかわりはない。

④火葬施設の検出はなかった。

第 4五輪塔群の南東側の火葬骨埋納ピットのある面はテラスの崩落がなく、階段状のテラスが 3段確認

できたが、未調査部分 もあり、五輪塔群の形状は不明である。第 3五輪塔群のテラスも第 4五輪塔群の直

下にあり、テラスが第 3五輪塔群 と階段状に続いていた可能性がある。五輪塔は32組み以上あり、第 1五

輪塔群に相当する規模の五輪塔群が存在 していた可能性がある。

第 3節 出土遺物

1 五輪塔 (第 108～ 110図、第 10～ 13表 )

対面所遺跡の五輪塔はすべて四石五輪で造られている。地輪下になる台座2′点がみられた。すべて安山

岩製であるが、石材の質には若干の差はみられる。

五輪塔は対面所においては次のように分類した。

(1)空風輪 (第 108図、第10表 )

A.空風輪の境のくびれが少なく頂部が尖 り、空輪側辺に丸みを持つ形態。栃の実型 (第 108図 1)

B. 空輪の形態が丸みを帯び、最大径が空輪の中央部にあり、キュウピー頭型のもの。宝珠形。 (第

108図 20306～ 8)

C.空輪の頭部がやや潰れたようになったもので、側辺丸みを残す。 (第 108図 9～ 12)

D.空輪頭部が三角錐であり、稜線があり、側辺が直線的なもの。 (第 108図 15～ 19)(16世紀中ごろ)
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第 6章 対面所遺跡

E.空輪が算盤玉形であり、最大径空輪の方が風輪よりもかなり大きなもの。 (第 108図 23024)

F.風輪高がかなり低 く、空輪の側辺や頭部に丸みを持ち頂部が角のように太く尖るもの。 (第 108図 20

021)

G.空輪の頭部が平 らであ り、頂部が短 く尖が り、風輪は空輪 よ りもやや大 き くその下にホゾ部 (舌

部)を持つ。 (第 108図 13)

J.最大径が風輪 よりも空輪の方がかな り小 さく、空輪の最大径部に稜 を持つ。空輪の頭部は三角錘状

である。D形に空輪は類似する。 (第 108図 14)

I.空輪が細長 く空輪の最大径が上部にあり、頂部は僅か尖る (第 108図 405)。 B形に類似する。 (第

108図 12)の空輪側面には梵字が4面にわたって墨書が描かれていた。しかし、調査時では明確であっ

た墨書が時間の経過 と共に不鮮明となり、解読困難 となってしまった。五輪塔に梵字が彫 られている

例や、描かれている例の多くは東西南北の仏の名称であり、この空風輪の墨書も東西南北の仏の名称

であったと思われる。中野市推定本誓寺跡から発見されている空風輪は1)では梵字が彫 られている。

遺物番号297と 形態など類似する。

第10表 対面所遺跡 空風輪の形態と出土地点別個数

A B C D E F G H 合計

第 1五輪塔群

第 2五輪塔群

第 3五輪塔群

第 4五輪塔群

第 2地′点

第 9地′点

第14地点

表採

合計 26 74

(2)火輪 (第 109図、第11表 )

I 軒の薄いもの

A.屋根が低 く、流れも軒先の反 りも少ないもの。 (第 109図 25～ 28)

B.屋根がやや高 く、屋根の流れが直線的なもの (第 109図 29～ 32)

C。 屋根が高 く、屋根の流れが弓なりになり、軒先の反 りがあるもの (第 109図 45)

D.屋根が軒に比べ高 く屋根の流れ上部が直線的なもの (第 109図 36044)

E.屋根が軒に比べ極端に高いもの (第 109図 34035)

Ⅱ 軒の厚いもの

F.屋根の流れが非常に弓なりで、軒先がそりかえるもの (第 109図 33048)

G.屋根が低 く、屋根の流れが弓なりになり、軒先が反 り上がるもの (第 109図 37038)

H.屋根が若千高 く、屋根の流れが弓なりになり、軒先が反 り上がるもの (第 109図 41042046)

I.屋根が低 く、屋根の流れが弓なりで軒の傾斜の急なもの。軒先の反 り返 りの激しいもの。 (第 109図

39040)

J.屋根が若干高 く、屋根の流れが弓なりで軒の傾斜が急なもの (第 109図 43047)

第109図 44～ 48は 火輪の上端にホゾ穴がある。第109図 44047・ 48は ホゾ穴が大 きく空風輪の凸部 (第
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108図 13)が組み込む。第 109図 45046は ホゾ穴が細 く、棒状 の芯 を入れ、空風輪 の底面 に もホゾ穴 を設け

組み合 わせ た と思 われ る。 しか し今 回の調査 では空風輪 の底面 に穴の開け られ た ものは発見 され なか っ

た。

また (第 109図 26030)に は十字形の線刻が屋根上端 にある。記号 であるか、文字であるか不 明である。

第11表 対面所遺跡 火輪の形態と出土地点別個数

出土地`＼髪
態 A B C D E F G H 合 計

第 1五輪塔群

第 2五輪塔群

第 3五輪塔群

第 4五輪塔群

第 2地′点

第 9地′点

第14地点

合計 14 12

(3)水輪 (第 110図、第12表 )

A.高さが低 く、中央部に最大径であるが水輪の上面中央部下面の横幅の差あまり無いもの (第 110図 52)

B.横幅があり高さがなくやや潰れたような形態 (第 110図51054)           
｀

C.高さの割合に横幅がないもの (第 110図 53)

D.高 さが高 く、その割合に横幅がないもの (第 110図 55056)

E.潰れたような算盤型のような形態 (高 さが低 く横幅がある)(第 110図 49050)49では側面に石を切 り

出した端面が認められる。

F.最大径が水輪上部にあり、下部がすぼまった高さのある形態 (F類は今回調査では出土していない。)

第12表 対面所遺跡 水輪の形態と出土地′点別個数

二諦 く
態 A B C D E 不明 合計

第 1五輪塔群

第 2五輪塔群

第 3五輪塔群

第 4五輪塔群

第 2地′点

第 9地′点

第14地点

表採

合 計

(4)地輪 (第 110図、第13表 )

A。 横幅に対して高さが非常に低いもの (横幅/高さの比が1.6以上)(第 110図 59)

B.横幅に対して高さが低いもの (横幅/高さの比が1.5前後)(第 110図 58)

C。 横幅と高さの比が1。 4前後のもの (第 110図 57064)

D.横幅と高さの比が1.3前後のもの (第 110図 61)
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